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　　プロローグ





　　　“〝彼”〟は気がつくと廊ろう下かに立っていた。

　　　　学校の廊下だろうか、床には光こう沢たくのあるエメラルドグリーンのリノリウムが貼はってある。

　　　　左側の壁に窓が続き、右側の壁にはドアが続いていた。

　　　　ドアの上にはプレートがつきだしていて、それぞれに《天文部》とか《美術部》とかの名札ふだが入っている。

　　　　ふらふらと廊下を進む。自分の体が床から浮かびあがり、宙を滑るように移動しているのを感じていた。

　　　　自分の脚で歩かなくなってどれだけたつだろう……。と、ぼんやり考えた。

　　　　パジャマをまとった体は、自分で見ても半透明であることが判わかる。

　　　　鏡にも映らず影も作らない体――。

　　　　本当の体――肉体は自宅のベッドの上にあることは知っている。自由の利きかないそこから時々抜け出して散さん歩ぽをしていた。

　　　　体から抜け出したときはもう二度とそこには戻れないのではないかと思って、じっと自分の顔を見つめる。

　　　　だが、今日は散歩ではない。

　　　　あの場所から逃げ出して何日かたつ。

　　　　街をうろついていると、何かとても綺き麗れいな音が聞こえてきた。

　　　　その音に誘われて、いつの間にか廊ろう下かに立っていたのだった。

　　　　――音じゃない。

　　　　と、“〝彼”〟は気づいた。

　　　　全身に感じる心地よい感覚。それを“〝少年”〟は音と感じ取っていたのだ。

　　　　自分を安心させてくれる心地よい揺ゆれ。

　　　　その揺れの痕こん跡せきを追ってさらに進んだ。

　　　　一つのドアの向こうからその揺れは漂ただよいだしていた。

　　　　壁のプレートには《心霊研究部》の文字が書かれている。しかし、気にも掛けずにドアに近づいた。

　　　　体がドアをすり抜ける。

　　　　内部は八畳ほどで、正面に窓、左右の壁には天井までの本棚があって、びっしりと背表紙が並んでいる。

　　　　中央に長テーブル。その周りに丸椅い子すが置かれている。

　　　　――ここに集まる人たちは、ぼくのことを理解してくれる。そう直感した。

　　　　街で会う人々の多くは自分を無視する。無ぶ遠えん慮りよに真正面からぶつかってきてすり抜けていく人もいる。たまに目が合う人たちもいるが、決まって慌あわてて視線を逸そらしたり、見ない振りをして足早に去っていく。

　　　　だが、ここに集まる人たちは違う。

　　　　ぼくや、ぼくと同じような半透明の人たちのことをよく話題にしている。

　　　　だからこの部屋には心地よい揺れが残っているんだ。

　　　　部屋を見回すと、隅の暗がりやテーブルの下の影の中に、半透明の人が数人潜んでいた。

　　　　やっぱりこの心地よい揺れに誘われて集まって来たのだ。

　　　　いや……。それだけじゃない。

　　　　もっと心地よい揺れを作り出しているものが、この部屋にはある。

　　　　長テーブルに眼を向けた。

　　　　小さな木箱がある。

　　　　あれが、この揺れを発しているんだ。

　　　　なんだろう――。そう思ってテーブルに近づこうとした時だった。

　　　　うめき声を背後に聞き、振り返る。

　　　　ドアの中央にモヤモヤと黒い煙のようなものが蠢うごめいていた。

　　　　しまった！

　　　　自分が通り抜けたドアに“〝あいつら”〟の通り道が開いてしまったのだ。

　　　　部屋の揺ゆれに気を取られて、強引にドアをすり抜けてしまったせいだ。

　　　　時々不用意に壁やドアなどの障害物をすり抜けると、どういう理屈なのか、気味の悪い“〝あいつら”〟が溜たまっている世界との通路が開いてしまうのだ。

　　　　慌あわてて黒い靄もやに手をかざした。通路を閉じる呪じゆ言ごんを唱える。呪言とは、言こと祝ほぎ以外の呪じゆ文もんの総称であり、神しん道とう系の幾つかの流派で使われる用語である。

　　　　しかし、黒い靄は濃さを増して渦巻き、空間にあいた穴へと変化して行く。

　　　　穴の内部から無数の唸うなりや雄お叫たけびが聞こえた。地の底深くから届いてくるようなその声は、異様なエコーを曳ひいている。

　　　　穴が狭せばまる。

　　　　声が這はい上がって来る。

　　　　もうそこまで来ている。

　　　　穴はまだ開いている。

　　　　穴から褐かつ色しよくの手が突きだした。異様に長い指が巨大な蜘く蛛もの脚のように不規則に蠢いた。

　　　　青紫の血管が無数に浮き上がった坊主頭がヌッと出た。真っ赤な眼で辺りを見回し、薄い唇の間から床まで届く長い舌を出し入れしている。

　　　　狼のような顔も突きだした。鱗うろこに包まれた緑の足、何かの内臓のような粘ねん液えきに包まれた塊かたまり――。それらが狭い穴から一斉に外に出ようとしていた。

　　　　穴はさらに狭せばまった。

　　　　金属が軋きしむような音がした。

　　　　穴の収縮が突然停まった。

　　　　魔物達は穴に縛り上げられ、苦く悶もんの叫びを上げ、怨えん嗟さの眼で“〝彼”〟を睨にらみつけた。

　　　　部屋の影にいたモノたちは恐れを成して逃げた。

　　　“〝彼”〟は怖くなって壁から飛び出した。

　　　　足元に三階分の空間が開け、葉を落とした広こう葉よう樹じゆの植え込みが足の下に見えた。

　　　“〝彼”〟は今飛び出した壁の穴を呪言を唱えて閉じると、自室で眠る自分の肉体に向かって飛んだ。

　　　　部室の扉のガラス窓に人影が動いた。中の様子をうかがった後、人影は小さく舌打ちして扉を開けた。そして、木箱を手に取ると、部室を出ていった。



    

  
    
      


　　第一章





　　　　１



　初雪だった。

　四階の教室の窓から見える曇どん天てんを背景に、白い雪が次々に舞い降りてくる。

　北関東ではあるが、標高の高いここ聖ひじり塚づか市では毎年十二月に初雪が降る。

　斎いつ宮き冴さえは窓際の自分の席からぼんやりと、降る雪を眺めていた。私立暁あかつき明みよう星じよう学園中等部、三年三組の教室である。

　暁明星学園は昭和初期、阿あ多た羅ら幸こう三さぶ郎ろうという豪商が創設したミッション系の学校で、現在は保育部から大学部までの施設が広大な敷地の中に建っている。シスターや神父が行き交い、神学の授業もある。

　冴は腰まである漆しつ黒こくの髪を白いリボンでまとめている。きりっとした細面の横顔。端正な顔なのだが、大きな眼がきつい印象があった。中等部の制服である。白いセーラーカラーの、灰色のジャケットを着ている。

　雪は朝から降り続けていて、昼休みの今は結構な積雪量になっている。いつもなら見える中等部の中庭のヨーロッパ風の石畳も真っ白な雪に覆おおわれていた。しかしそれもあっという間に生徒達に踏み荒らされ、雪合戦をする歓声が巻き起こった。

「冴、ここにいたのぉ！」

　振り返ると、同じクラスの本ほん條じよう恵けい子こが息を切らせて戸口に立っていた。中学校三年生だというのに、まるで小学生に見えるほど小柄で童顔である。

「絶対雪合戦に混じってると思って探したのよぉ」

　恵子は冴の前の椅い子すに馬乗りになりながら言った。溶けた雪で髪が濡ぬれ、癖っ毛がクルクルと渦を描いている。「ああ、もう！　あんたのせいよ！」と言いながら、恵子は無駄と知りつつクルクルの髪を必死で伸ばす。

「寒いの、嫌いなんだ。雪降るなんて思わなかったから、コート持って来てない」

　冴は言った。張りのある深みのある声だった。加えて語調がぶっきらぼうなので、クラスメートの女子は怖がってあまり近づかない。身長が一メートル七十近くあり、すらりとした細身の美少女であったが、同様の理由で男子も積極的に声をかけようとしなかった。

　と、いうことで友人は本條恵子ただ一人である。

「ねぇ冴。ちょっと“〝観みて”〟もらえないかなぁ。ケイコね、肩のこのへんが重くて、寒気がするの」

　恵子は右肩をさすりながら言った。

「風邪でもひいたんでしょ」

　と言いながら、冴さえは恵けい子この右肩を観みる。

　モヤモヤとした陽かげ炎ろうのような揺ゆらめきがそこにあった。

　浮ふ遊ゆう霊れいだった。力は弱いが、寄生虫のように生きた人間からエネルギーを吸い取るので憑つかれた者は数日、だるさを感じる。ただ、一週間もしないうちにエネルギーを飽食し、自滅してしまうので放って置いてもたいしたことはない。

　宗教に関かかわる施設には霊が集まる。それが学校であろうと教会であろうと、さまよう霊たちは救いを求めて集まってくるのだ。

　暁あかつき明みよう星じよう学園も例外ではない。常に多くの霊が集まってくる。その中の一つがたまたま恵子に憑いたのだ。しかし、それは特別なことではなく、日常生活の中でよくあることである。理由もなく妙に疲れたと感じるとき、たいてい弱い浮遊霊が肩に乗っている。

「ケイコ、こんな変なだるさ、初めてよ。なんだか気持ち悪くて」

　確かに、小学部時代に転校してきて恵子と知り合ってから、彼女が憑ひよう依いされたというのは初めてだった。恵子は鈍感なので、霊たちは存在を気づいてくれない彼女にすぐに見切りをつけるのだ。冴はそのことに気づいていたが、はっきり「あんたは鈍感だ」と言うのも気の毒なのでずっと黙っていた。

「気にしなくていいよ」

「あ～！　やっぱりなにか憑いているのねぇ！」

　恵子は冴の視線の移動で何か気づいたらしい。いつも鈍感なくせに……。憑かれたことで、本能的に何か危険を感じ観察力が鋭えい敏びんになったのだろうか。

　冴は肩をすくめる。

「判わかった。祓はらってあげるわ」

　こういう弱い浮遊霊に大おお仰ぎような祈き祷とうは必要ない。場を浄きよめるための九く字じを切ればすぐに消えてしまう。

　だが、よほど危き急きゆうの場合以外、冴はそういう大おお雑ざつ把ぱなやり方はしなかった。

　好きこのんでさまよっている霊はいない。それぞれ、色々な事情を抱え、望まぬ死を迎え、そのとまどいのために成仏できないのである。

「あんた、だれ？」

　冴は眼を閉じてそっと訊きいた。

　返事はないが、つい最近亡くなった幼女の霊であることが気け配はいで分かった。

　まだ死の意味も判らず、迎えに来た子供の霊をすくい上げる地蔵菩ぼ薩さつの誘いも恐ろしく感じて、逃げ回っているうちにここにたどり着いた。そして、人の良さそうな恵子の肩にすがりついたのである。

　冴は眼を開けた。恵子の右肩を小さな青白い指先が見えていた。両手ですがるように肩を掴つかんでいるのだ。

「出てらっしゃい」

　冴が言うと、恵子の背後から黒く艶つやのあるオカッパの髪が、ゆっくりとせりあがって来た。

　眉まゆの下で真っ直ぐに切りそろえた前髪の下には、濁った血の色をした眼があった。

　まずい……。と、冴さえは思った。悪霊に変異しかけている。



    

  
    
      



    

  
    
      　誰も相手にしてくれない寂しさからだろう。幼女は少しずつ憎ぞう悪おをその内側に溜ため始めているのだ。

　幼女の顔が恵けい子この肩に乗った。

　生前は柔らかかったであろう頬ほおは、破れた皮膚が青白く垂れ下がっている。開いた口の中には鮫さめのような歯がずらりと並んでいた。

『ガァッ』

　幼女は吼ほえた。

「なんか、聞こえたわよぉ～！」

　恵子は泣きそうな顔になる。

「大丈夫。あたしに任せて」

　冴は言う。

「怖がらなくていいよ。いい？　おねぇちゃんと同じ言葉を繰り返すんだ」

「あたしが？」

　恵子が半べそをかきながら、自分を指さす。

「口を出さない！」

　冴は片目をあけてピシャリと言った。

「ごめん……」

　恵けい子こは首を縮める。

「いいかい？」

　と冴さえが言うと、幼女の霊は肯うなずいた。

「少し難しいよ。オン　カカカ　ビサンマエイ　ソワカ」

　冴は数度、地蔵菩ぼ薩さつの真しん言ごんを唱えて聞かせた。

　死んで間もない霊ならば、自分を救ってくれる仏の真言を己の口で唱えることによって成仏できる。

『オン　カカカ　ビサンマエイ　ソワカ……』

　幼女は真言を口にする。

「もう一度」

『オン　カカカ……』

　真言の途中から幼女の姿がオレンジがかった黄色に輝きだした。

　剥はがれた皮膚は元に戻り、牙きばは消え、眼から血の色が失せた。

　恵子は「あっ」と言って自分の右肩を見る。

『……ビサンマエイ　ソワカ』

　幼女は真言を唱え終えると満面にかわいらしい笑みを浮かべて合掌し、静かに消えた。

「今、肩が暖かくなった。どうなったの？　冴」

「憑ついてた霊は成仏したわ。体、軽くなったでしょ？」

「ふ～ん。冴って家でこういう怪しいことやってるんだ」

「ほっとけ！」

「ミッション系の学校なのに、よく先生が黙ってるね」

「職業だからね。しかたないじゃん。うちはあたしの稼ぎで喰ってるんだから。あんたみたいなエエトコのお嬢さんじゃないんだよ。あたしの商売にケチつけるなら、祈き祷とう料取るよ。五万円！」

「ええ？　あたしのお小遣いの半月分だよぉ」

「お前……。そんなにもらってるのか？」

　冴は驚いた。友達ではあったが、小遣いの金額が話題にのぼったことはなかった。

「うん」恵子は“〝それがどうしたの？”〟と言わんばかりに、軽く頷うなずいた。

「でも、冴はカップ麺めんが出来上がる時間で、それを稼いじゃうんでしょ。いいなぁ～。ケイコも拝み屋さんになっちゃおうかなぁ～」

「あんたねぇ……」

　冴が頭を抱えたとき、教室の戸口で、

「あの～」

　と、おずおずとした声がした。



　　　　２



　入り口には背の高い少年が立っていた。入り口に頭がぶつかりそうになっているから、一メートル八十センチくらいか。高等部の獅し子しのマークのワッペンをつけた紺色のブレザーを着ている。上品な栗色のサラサラの髪を掻かき上げながら、少年は彫りの深い顔に微笑を浮かべ小さく会釈した。

「高等部の“〝ドウメキ”〟さんよ。変な苗字だけど、彼のためなら同じ苗字になってもいい～」

　恵けい子こが冴さえの後ろで小声で言った。

　冴が振り返ると恵子は眼からハートの光を放たんばかりに、百どう目め鬼きを見つめていた。

　噂は聞いたことがある。百目鬼は副理事長の息子で、中等部の女子生徒の多くが憧あこがれている先輩である。

「あの～。斎いつ宮き冴さん？」

「はい、わたくしですけれど」

　冴が立ち上がる。

「ぼく、高等部三年の百目鬼孝こう一いちといいます。ちょっと相談があるんですが」

「どうぞ」

　冴は隣の机から椅い子すを引き出し、孝一を招まねく。

　孝一は一礼して椅子に座った。微かすかに起こった風に、アラミスが香った。

「実は、ぼく、高等部の心霊研究部で部長をやってるんです」

「心霊研究部ですかぁ？」

　恵子は呆あきれた顔で孝一を見た。同じ苗字になってもいいという思いは少し減衰したようだった。

「ミッションスクールなのに心霊研究部ですか。よく先生たちが創設を許しましたね。キリスト教では、魂は最後の審判のラッパが鳴るまで地下で眠っているということになっていますよね」

　冴が訊きく。

「私学は、公立の学校と違って、いってみれば客商売。お客様のニーズに合わせる。そういう姿勢です。色々な宗教をもった外国人も入学しているし、冴さんのような特殊な職業をもった方も入学している。クラブにしても同じですよ。ブードゥー研究会なんてのも許されてますし」

「ブードゥー……。節せつ操そうがありませんね」

　冴は苦笑する。

「まぁ、お遊びですし」

　孝一は明るく笑う。

「でも、なんで百目鬼先輩は心霊研究部なんて恐いクラブに入ったんです？　体育会系ならバスケットとかサッカーとか似合いそうだし、文化系なら天文部で星を観察するなんていうロマンティックなシチュエーションがお似合いだと思うんですけど、なんでまた心霊研究部？」

　恵けい子こは“〝心霊研究部”〟という言葉に嫌けん悪おを込めて訊きいた。

「ぼく、運動が駄目で。かといって芸術的な才能もないし、文系だから科学も苦手だし、アニメや漫画は好きでも、オタクにもなりきれないし……、でもウチの学校は部活動は必ずやらなきゃならないしと言うことで、心霊研究部に入ったんです」

「判わかります」冴さえは営業用の微笑を浮かべて静かに頷うなずいた。

「わたくしも『ドンマイ』っていう言葉が『ふざけるんじゃねぇ馬鹿野郎！』って聞こえるんです。体育会系の鈍感でデリカシーのない人間には、わたくしたち文系の繊細な心なんて判りませんわね」

「冴、柔道部に入ってるじゃない」

　と恵子はツッコミを入れる。

「この商売、イメージが大切なの！」

　冴は微笑ほほえみながら眼だけで恵子を睨にらみつけ、耳元で囁ささやいた。

「くすぐったぁ～い」

　恵子はキャッキャッと笑った。

　孝こう一いちは二人のやりとりを無視して自分のことを語り続ける。

「しかたなく入った心霊研究会だったんだけど、ぼくの名前が先輩の気に入られて、一年の時からもう二年後の部長に決定していたんです」

「名前って……」

　恵子は《どうめき》という字を頭の中で描こうとしているらしく空を見つめてブツブツ言い出す。

「百と目と鬼です」

「げっ。そういう字だったのぉ………」

　恵子は泣きそうな顔で呟つぶやいた。

「それで、百どう目め鬼き先輩、わたくしにどんなご用ですか？」

「冴さんが有名な霊能者だと聞いて相談に来たんです」孝一は深刻な表情になって言った。

「実は、心霊研究部の部室が、ちょっと妙な具合なんです」

「妙なとおっしゃいますと？」

「変な音がしたり、写真を撮るとオーブが映ったり、物が移動したり、妙な臭においがしたり……。とにかくここ数日、変なんですよ」

「オーブってなぁに？」

　恵子が小声で訊いてくる。

「写真に写る丸い光のようなモノよ。ほとんどは部屋の中の塵ちりにフラッシュの光が反射したものなんだけどね」

　冴さえが早口で答える。

「で、部員も怖がって近寄らなくなって、部長なんだから責任持って除じよ霊れいせよと……。後輩が責めるんです」

　と言った孝こう一いちの目に涙が溜たまった。

「それはお困りでしょう。わたくしでよろしければお力になります」

「ほら、冴。ちゃんと金額を提示しなきゃ」

　と言った恵けい子こは再び冴に足を踏まれた。

　孝一は頷うなずきながら冴に言う。

「冴さんはプロなんだから、お礼を差し上げるのは当然だと思います。おいくらぐらい用意すればいいでしょう？」

「暁あかつき明みよう星じよう学園高等部の部室が大変なことになっているのなら、同じ学園で暮らす者が力を貸して解決するのは当然の勤め。祈き祷とう料などいただけません」

「ずる～い」

　と言う恵子の口を押さえながら、冴は言った。

「それでは放課後に部室にお邪魔します」
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　放課後――。斎いつ宮き冴と百どう目め鬼き孝一、そして本ほん條じよう恵子は高等部の文化部棟と呼ばれる三階建ての建物の中にいた。

　あちこちから賑にぎやかな声が聞こえてくる。

「いいなぁ。文化部でもこんな立派な建物があるのね」

　階段を昇りながら、恵子が言った。

「中等部はプレハブですからね。でも、来年あたり建て替えの計画があるらしいですよ」

「う～」と冴は唸うなる。「また寄付金出さなきゃならないの……」

　冴の呟つぶやきに孝一は「なにか？」と言って振り返った。冴は愛想笑いをして誤魔化した。

　また相当な額を稼がなければならない。冴の保護者は、《ご託たく宣せん》だとか言って暁明星学園への入学を勝手に決めておきながら、学費は自分で稼げと突っぱねていた。

「ここです」

　孝一は三階の廊ろう下かの中央で立ち止まって、扉を指さした。

　壁から突きだしたプラスチックのプレートには《心霊研究部》の文字があった。

　冴は真剣な顔になって両の掌てのひらを扉に向けた。

　冴は人に害をなす霊を幾つかに分類している。

　己の死を理解していない《未成仏霊》。拝む人のいなくなった《無む縁えん仏ぼとけ》。

　強い恨みを持っている《悪霊》。

　そして、その恨みが強く、霊れい体たいの構造まで変形してしまった異形の《邪霊》――。邪霊は時に実体化し、擬似的な肉体をもつことがある。また、邪霊が神仏に帰き依えした場合、式しき神がみとして術者が使し役えきすることもできる。

　中に何かいる……。

　邪悪な何かが……。

　冴さえが眼を閉じてさらに霊れい査さ――霊の有無や霊の通り道である霊れい道どうの位置などを調べる行動である――をしようとしたとき、孝こう一いちが弾はずんだ声で言った。

「なんだ。怜れいくん、来てたんだ」

　冴は、ハッとして眼を開けた。

　孝一が扉に手を掛けている。

「だめ！」

　冴は叫んだ。

「え？」

　と言いながら、孝一が扉を引き開けた。

　半分ほど開いた扉から、異様なものが見えた。

　床から天井までを埋め尽くす、幾つもの首である。老若男女とりまぜた白い顔が、虚うつろに眼を見開き、ひしめいていた。肌の色は一様に灰色で、唇は血の気が失せている。

　顔たちはいっせいに三人を見た。黒く虚ろだった瞳が邪悪な金色に変わった。

　そして、一つ、また一つと床に落ちる。

　落ちた首が、髪を揺ゆするようにして出口に押し寄せてきた。

　第一波が脚にまとわりつき、第二波がその上をよじ登り、第三波はさらにその上をよじ登る。そして首たちはあっという間に三人の体を覆おおい尽くした。

　半開きの口からどす黒く変色した舌を突きだし、体をなめ回してくる。

　冴は嫌けん悪お感に耐えて、相手の出方を探る。

　おぞましい姿のわりには、首たちは体にしがみつき、わずかばかりの生せい気きを舐なめ取ることしか出来ないようだった。

　生なま臭ぐさいにおいが辺りに充満した。

「どうしたんです？」

　と、振り向いた孝一は何も気づいた様子はない。すぐ側に屍し臭しゆうを漂ただよわせる首が突きだしているというのに。

　冴は黙ったまま不ふ動どう明みよう王おうの印いんを結んだ。

「ナマク　サマンダバサラダン　カン！」

　真しん言ごんを唱え、右手を刀のように突きだし、空間を袈け裟さ懸がけに切った。

　無数の絶ぜつ叫きようとともに三人を包みこんでいた首の群れは消え去った。

「どうしたの？」

　と、部室の中から少女が顔を出した。ショートカットの活発そうな美人である。

「あ、怜くん。霊能者の斎いつ宮き冴さんを呼んできたよ」

　孝こう一いちが言うと、怜れいと呼ばれた少女は冴さえの顔を見てにっこりと微笑ほほえんだ。

「副部長兼会計の長は谷せ川がわ怜れいです。すみませんね、こんな所までご足労かけて」

「怜先輩、なんともなかったんですか？」

　冴は怜に向かって訊きいた。

「なにが？」

　怜は小首を傾かしげる。

「具合が悪いとか、頭痛がするとか」

「ああ、部室に何かいたのね？　あたし、霊感ないから、全く霊れい障しようを受けない体質らしいのよ」

「そうですか……」

　冴は言った。なんだか少し引っかかるものがあったが、その正体は分からなかった。

「立ち話もなんですから、どうぞ」

　と、怜は扉を大きく開けて三人を招まねき入れた。

　孝一が入り、冴が入り、恵けい子こはその後を恐る恐るついて部屋に足を踏み入れると、中は八畳ほどの広さがあった。床は廊ろう下かと同じエメラルドグリーンのリノリウム。正面に窓、左右の壁には天井までの本棚に、オカルト関係の書籍がびっしりと詰まっている。

　中央には長テーブルが二つ合わせて置いてあり、その周りに丸椅い子すが十脚ほど並んでいた。右側のすみにはシンクと水道があって、その横には小さな冷蔵庫が置かれている。

　冴は、さっきの首どもが出現した霊れい道どうを探すため、室内を霊れい査さしてみる。

　やっぱり扉の内側に閉じかけた霊道があった。狭い霊道に無理矢理顔を突っ込んでいるらしく、幾つもの乱れた髪の頭部が穴につかえていた。

　何か扉を突き抜けて侵入し、反対側の壁から抜け出した者がいる。数日前――おそらく一週間にはならないだろう。冴はそう判断した。

　冴はスカートのポケットから折り畳んだ紙を出した。開くとハガキほどの大きさの、二枚のお札ふだだ。

　冴は裏に貼はり付けた両面テープのシールを剥はがし、扉と壁に貼り付けた。

「このまま一週間、貼ったままにしておいてください。一週間経たったら回収しに来ます。その頃には霊道はすっかりふさがっていますよ」

「それまでは、危ないんですか？」

　孝一が不安そうに訊きく。

「いえ。霊道そのものは、このお札で封じてあります。周りの空間が収縮して霊道を閉じてしまうまでに一週間かかるんです。その間、お札を剥がさなければ、この部屋を使っても大丈夫です」

　冴がそう言うと、孝一はほっとした顔になった。

　二人のやりとりを腕組みして訊いていた怜が口を開いた。

「ねぇ。ちょっと訊いていいかな」

「どうぞ」

　冴さえは頷うなずく。

「どうして霊れい道どうが開いちゃったの？」

「何かが通ったんです」

　冴が答えると、恵けい子こが悲鳴を上げて身を縮めた。

「何かってなにぃ～！」

「強い力を持った霊よ」冴は恵子にニヤリと笑いかけた後、怜れいに顔を向ける。

「生いき霊りようか死霊かの判断はつかないけど、そこそこの力を持った霊がここを通り抜けたので、霊道が開いてしまったんだと思います」

「そうだったの……。ともかく、ありがとう」

　怜は言って、丸椅い子すの上に置いた鞄かばんの中から分厚い洋封筒を出す。

「足りなかったら言ってね」

　と言って、冴に差し出した。

　冴は押し頂くように受け取ると、「領収書は？」と訊きいた。

「正規の帳ちよう簿ぼには載せられないわよ。《祈き祷とう料》なんて」怜は軽く笑った。

「雑ざつ費ぴで処理できるから大丈夫」

　冴は複雑な思いでその言葉を聞いた。封筒の厚さからみて、おそらく三十万円は入っている。部費じゃないお金で処理できて、さらに足りなければまだ出せるなんて……。そういう金銭感覚の生徒たちとともに暮らしているのか……。

　冴は溜ため息いきをつきたくなったが、「ご用の節はいつでも」と言って営業用の笑みを浮かべた。

「ねぇ、部長」怜は鷹おう揚ように頷いている孝こう一いちに言う。

「冴さんたちに特別部員になっていただいたら？　色々面白い体験談をしてもらえるかもよ」

「それは、いいアイディアだね」

　孝一は手を叩たたいた。

　暁あかつき明みよう星じよう学園では、中等部、高等部、大学部の垣根を越えた特別部員制度がある。スポーツにしろ学問にしろ優秀な者はより高いレベルの活動が許されているのだ。

　恵子は隣で『ラッキー』と冴に囁ささやいた。どうやら冴にくっついて高等部に出入りし、孝一ともっと近づきたいという魂胆らしい。その想おもいが素直に顔に出ていた。

「ありがたい申し出なんですけど、中等部の部活動がありますんで……」

　冴は言って恵子の手を引っ張り、後ずさりながら、

「また、一週間後に来ます。その前に何かあったら、連絡してください」

　冴は頭を下げると、恵子を引っ張って逃げるように高等部の部室棟の階段を駆け下りた。



「なんで断るのよ、冴！　心霊関係の活動なら、あんたの専門じゃない」

　中等部の中庭まで戻ったところで、ふくれっ面をして恵けい子こが言った。あちこちの教室からブラスバンド部の練習の音や、演劇部の発声練習の声が聞こえてくる。体育館やグランドからは運動部の活気ある練習の声が聞こえた。

「柔道の練習をさぼるとウチの婆ちゃんがうるさいの！」

「ケイコだけ特別部員になろうかなぁ～」

　引き返そうとする恵子を冴さえは引き戻した。

「あんただって漫画研究会まんけんがあるでしょ！」

「いいの。ケイコ、幽霊部員だし」

「そりゃ、絵が下手だからだろ！　練習してうまくなろうって、思わないかなぁ」

　冴がそう言うと、恵子は眼に涙を溜ためて唇を震わせた。

「ひっどぉーい。そこまで言わなくてもいいじゃない。あんた、ケイコに百どう目め鬼き先輩を取られるのが悔くやしいんでしょ！」

　恵子の顔が歪ゆがみ、みるみるうちに大粒の涙が頬ほおを流れ落ち、ビービー泣き始めた。

　中庭を行き来する生徒達が驚いた顔で二人を見る。通りかかったシスターが何ごとかと声を掛けようとしたので、冴は「男にふられたんです」と言い放って、恵子を引っ張って校舎の陰に逃げ出した。

「あたし、ふられてなんかいないわよぉ！」

　と、恵子はさらに声を上げて泣いた。

「悪かった！」冴は手を合わせて謝る。

「あの部室にはまだ、なんか引っかかることがあるのよ。だから近づかないでね。特別部員はそれが解決してから考えてよ。ね」

「ひっかかること？」

　しゃくりあげながらも、恵子は好奇に満ちた眼を冴に向けた。

「よく判わからないんだけど、霊れい道どうが通ってたほかに、何かあるような気がするの。だから、それがはっきりするまであの部屋に近づいちゃだめだからね」

　真剣な顔で冴が言うと、恵子は怯おびえたように頷うなずいた。

「じゃあ、部活行って来るから」

　冴は恵子の頭を撫なでると、小走りに校舎の西にある武道館に走った。
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　斎いつ宮き家は女所帯である。

　冴の父は彼女が幼い頃、家を出ていた。

　離婚したのではない。

　埋蔵金探しに出かけたまま、家に寄りつかないのだ――と、母の仁ひと美みや祖母のトシ江えから聞いていた。聖ひじり塚づか市に来たのは小学校低学年の頃。それ以前には父の生まれ故郷であった大阪にしばらく暮らしていたが、父の記憶はその地での数コマに限られ、顔さえ覚えていない。父の写真は仁ひと美みとトシ江えが全部焼いてしまったので、思い出しようがなかった。

　祖母は祈き祷とう師しをやっていた。父も若い頃から修行をして、冴さえが産まれる頃までは祖母と二人で祈祷所を経営し、結構繁はん盛じようしていたらしい。母はずっと保険外交員をしていた。

　そう……。冴が高校に入学するまでは、母も祖母もちゃんと働いていたのだが……。

「ただいま！」

　と言って冴が玄関を開けると、

「冴！　ちょっと来なさい！」

　と、母の声が響き渡った。

　冴は首をすくめて母がいるはずの書斎へ行く。

　冴の家は古い木造の二階建て。一階には六畳二部屋、八畳二部屋があり、二階に八畳と六畳の部屋がある。

　母の書斎は二階の八畳間だった。本来は冴が自分の部屋としてもらえるはずだったものをぶんどった形で母が使っている。

　冴は古めかしく黒光りする階段を昇って、母の部屋の前に立った。木のドアに古い真しん鍮ちゆうのドアノブがついて、鍵穴は前ぜん方ぽう後こう円えん墳ふんのような形をしている。

　目下の所、冴の部屋はその隣の六畳間。祖母と母、そして冴の衣類をしまっておくウォーキングクローゼット的な使われ方をしている場所に、無理矢理勉強机とベッドを突っ込んで自分の部屋にしていた。

　幾つも並ぶハンガースタンドにはクリーニング屋のビニール袋から出されないままの衣類がぶらさげてあり、異様な洋服のジャングルと化している。そこに祖母の和服用のタンスが収まっているものだから、冴の居住スペースはとにかく狭い。

「失礼しまぁす」

　冴は言ってドアを開けた。冴の母は、窓際の両袖机の前で太いモンブランの万年筆を握り、原稿用紙を見つめながら難しい顔をしていた。机は窓に背を向けた形になっていて、書斎に入ると執筆中の母と正面から向かい合う形になる。

　母――斎いつ宮き仁美は、原稿から顔を上げた。長い髪を茶色に染めて派手な縦カールをかけている。どこに外出するわけでもないのに、化粧も濃い。もっと薄化粧にすれば清せい楚そで上品な美人になるのにと冴は思うが、口にしたことはない。逆襲が怖いからだ。

　仁美はエッセイストである。今のところ“〝自称”〟という但ただし書がきがつくが。

　二年ほど前、マイナー雑誌の懸賞エッセイに応募して最優秀賞をとり、賞金二十万円を手にしたのがいけなかった。

　それまで勤めていた保険会社を辞め、エッセイでご飯を食べていくと宣言したのである。

　しかし、家計を支えるほど仕事の依い頼らいがあるわけでもなく、やむなく家族三人の食い扶ぶ持ちはもっぱら冴が稼いでいた。

「ちょっとそこにお座りなさい」

　仁ひと美みはモンブランのペン先で机の前に置かれた椅い子すを指した。ベルベットで張られた椅子も、母が使っている机も、この古い家を買ったとき置きっぱなしになっていたものだ。

　冴さえは言われたとおりに、スプリングの形が座面の中央に浮きあがった椅子に座った。ギシッと椅子が軋きしむ。

「迷惑なのよ」仁美は言った。

「無む縁えん仏ぼとけが家の中一杯になってるでしょ？」

　冴は首をすくめて書斎の中を霊れい査さすると、母が言うとおり、たくさんの無縁仏がひしめいていた。

　本棚の上には小学生程度の男の子と女の子が三人ずつ座って、天板からはみ出しそうになっている。床を這はう老婆や、敬礼を繰り返す帝国陸軍の軍人。母が原稿を書いている机の上には全裸で胸に包丁を突き立てた若い女が横たわっていた。

　斎宮流の祈祷の特性から、無縁仏や未成仏霊が集まってくるのは仕方がないことなのに……。と冴は不満に思ったが、とりあえず素直に謝っておくことにした。口答えするとそれに数十倍する量の説教をくらうことになるからだ。

「ごめんなさい……」

「さあ、早くこの人たちに引き取ってもらって。あたしは霊能力ゼロの人だけど、見えなくても満員電車の不快感はひしひしと感じているのよ」

　仁美の周囲にはサラリーマン風のスーツ姿の男が数人、体を密着させるように立っている。たしかにあれでは霊感が無くても息苦しく感じる。

「それじゃ、今から除じよ霊れいしてきます」

　冴は椅子を立って書斎を出、階下に降りた。

　一階の奥の八畳が御み霊たま部べ屋やと呼ばれる祈き祷とう室になっていた。もともとは、祖母のトシ江えが使っていた祈祷所であった。以前は腕のいい霊れい媒ばい師し、祈き祷とう師しとしてけっこう商売繁はん盛じようしていたのだが……。

　仁美が会社を辞めるのと時を同じくしてトシ江は引退した。冴は年金を家計に繰り入れてくれるものとばかり思っていたが、トシ江はそれを全部自分の小遣いとし、足りなくなると冴にせびるのだ。

　御霊部屋の手前にトシ江の部屋がある。タンス類はすべて冴の部屋に入っているので、八畳間を贅ぜい沢たくに使っている。

　冴が御霊部屋に入ろうとすると、「おかえり」と、襖ふすまの向こうからトシ江の声が聞こえた。同時に結構な音量で夕方のニュースの音声も流れてくる。トシ江の部屋には五十インチのプラズマテレビがある。それも、冴の稼ぎで買ったモノであった。

「婆ちゃん。テレビの音、小さくしてよ。これからお勤めだから」

　冴は御霊部屋の襖を開けながら、襖の向こうのトシ江に言った。

「婆ちゃん、トシをとってしもうて、耳が遠くなったのじゃ。冴ちゃんのかわいい声、ぜ～んぜん聞こえん」

　と、とぼけた返事が返ってきた。

「ふざけんなよ。この強欲婆ぁ」

　と、冴さえが小声で言った瞬間、襖ふすまががらりと開き、異様に小柄な老婆が顔を出した。

「冴ちゃん。言葉に気をつけるのじゃぞ」

　和服をきちんと着付け、半白の髪を後頭部で団子に結った老婆は、皺しわだらけの顔の中の鋭い目を光らせて言った。

「たいへん失礼いたしました」

　冴は言って御み霊たま部べ屋やに滑り込み、ピシャリと襖を閉めた。

「最近の若い子はほんとに困ったものじゃ。親の顔が見てみたい」

　というトシ江えの声が聞こえた。

「お母ちゃんなら、二階にいるよ～」

　冴は薄暗い御霊部屋で、制服を脱ぎながら言った。

「そういう意味ではないわ！」

　トシ江がブツブツ言いながら自室に引っ込んだ気け配はいがした。

　冴は舌を出して笑いながら、入り口の鴨かも居いに掛けてある衣え紋もん掛かけの、白い袖長白はく衣いと緋ひの袴はかまを下着の上にまとう。白い水みず引ひきを口にくわえ、長い髪を後頭部で檀だん紙しで包む。そしてくわえていた水引を取り、手際よく縛った。

　仕上げに白いはちまきをして、冴は一歩足を進めた。

　窓を分厚い遮しや光こうカーテンで塞ふさいだ御霊部屋の中には重苦しく線香臭い空気がこもっていた。

　御霊部屋にも無む縁えん仏ぼとけが浮遊していた。あるものは生前の姿をとり、ある者は大きな人ひと魂だま状になってふわふわと漂ただよっている。

　部屋に入ってきた冴を見つけて、壁際に立っていたスーツ姿の男がよろよろと近寄ってきた。高いところから墜落したのか、左肩が異様に低い位置にあって、左手の指先が膝ひざの位置にある。左の顔面は大きく陥没し、イチゴジャムをまぶしたように弾はじけている。男は、冴に憑ひよう依いしようと右手を伸ばして来た。

　冴は無視して歩く。

　男の、紫色に腫はれた手が冴の肩に触れた。

　すると、青白く細い稲いな妻づまが、男の手を覆おおった。痰たんがからんだような唸うなり声をあげて、男は手を引っ込めた。

「観かん自じ在ざい菩ぼ薩さつ　行ぎよう深じん般はん若にゃ波は羅ら蜜みつ多た時じ……」

　冴は般はん若にや心しん経ぎようを唱えながら、部屋の奥にある祭さい壇だいに歩み寄る。マッチを擦すって左右に置かれた大きな蝋ろう燭そくに火を灯ともした。

　オレンジ色の柔らかい光に、部屋の中がぼうっと照らされる。

　祭壇には不ふ動どう明みよう王おうや摩ま利り支し天てんなどの仏像が置かれていた。古い銅どう鏡きようや曲まが玉たまの首飾り、カーリーやガネーシャの神像、果てはキリストの磔たつ刑けい像までが置かれ、無国籍状態だ。

　祭さい壇だいの前には護ご摩ま壇だんの火か爐ろがあり、その手前の禮れい盤ばんと呼ばれる修しゆ法ほう者の座に冴さえはすわった。そして、般はん若にや心しん経ぎようを唱え続ける。

「依え般はん若にや波は羅ら蜜みつ多た故こ……」

　無む縁えん仏ぼとけが一人、また一人と、冴の背後に回り正座し、合掌して頭をたれてゆく。

「……般若心経」

　祭壇に合掌し、一礼したあと後を向くと、狭い部屋に数十人の無む縁えん仏ぼとけが重なり合ってひしめいていた。

「さて、ここへは成仏させてもらえると思って来たの？」

　霊たちは頷うなずいた。

「聖徳太子様は、働かざるモノ喰うべからずと仰おつしやった。それは生きてる人間のことだけど、霊になったからって、その原則は変わらないのよ」

　霊達は理解したのかしないのか、だまってうなだれている。

「だからね、成仏させてほしいんだったら、働いて欲しいわけよ。あたしの助手をつとめてくれるんだったら、成仏させてあげるよ。どう？」

　霊たちは身じろぎもしない。

「あたしは拝み屋だから、誰かに取り憑ついている霊を清め成仏させる《浄じよう霊れい》や、言うことをきかない悪霊を強引に追い出す《除じよ霊れい》なんかが仕事なの。リスクはあるから、あんたたちでチーム作ってもいいよ。さぁ、あたしの手伝いしてくれる者だけ残って。あとは帰ってちょうだい」

　冴がそう言った瞬間、御み霊たま部べ屋やに集まっていた無縁仏たちはいっせいに消えた。

　冴は肩をすくめる。

「まぁ、こんなもんよね」

　冴を手伝うということは、他の霊にたてつくことになる。万が一冴が負ければ、自分たちに災さい厄やくが訪れることを知っているからだった。

　たとえて言えば一般市民に暴力団との闘いを頼んでいるようなものなのだ。怖おじ気けづいて逃げ出す霊の方が多い。

「ま、これでしばらくは無縁仏も溜たまらないわね」

　冴は蝋ろう燭そくを消すと、装しよう束ぞくを脱いで下着姿のまま制服と鞄かばんを抱え、御霊部屋を出た。女所帯なので気兼ねすることなくそのまま二階へ向かう。

「はしたない格好して！」

　とトシ江えの声がした。襖ふすまは閉まっているが、祖母には冴の姿が見えているのだ。

「あたしに注意するんだったら、お母ちゃんが風呂上がりに真っ裸で家の中歩くのも止めてくれなきゃ駄目じゃん！」

　冴は襖に向かって舌を出すと、自分の部屋に駆け上がった。



    

  
    
      


　　第二章





　　　“〝彼”〟はエメラルドグリーンのリノリウムの廊ろう下かに立っていた。

　　　　目の前には《心霊研究部》のプレートが出たドアがある。

　　　　前回感じた自分を安心させてくれる心地よい音楽のような霊波動は、今日は無い。

　　　　ここに来ればその正体を確かめられると思ったのだったが、当てが外れた。

　　　　――あれ？

　　　　邪霊が詰まって閉じなくなった霊れい道どうが完全に塞ふさがれている。

　　　　霊道は自然に閉じてしまうものではない。一旦開いてしまえば、冥めい界かいの者たちが次々にそこを行き来し、森の踏み分け道のように固まってしまうのだ。

　　　　空間にまだ痕こん跡せきは残っていたが、誰かが封じてしまわなければ、こんなにはならない。

　　　　興味を感じて部屋の中に入ろうとした。

　　　　ドアをすり抜けようとしたがうまく行かない。分厚いウレタンマットにぶつかるような抵抗感があって、体が押し戻されてしまった。

　　　　いつもなら、どんな壁でも、水を潜るようにすり抜けてしまえるんだけど……。

　　　　部屋に侵入できない理由はただ一つ――。

　　　　ドアの横の壁に手を当てる。するっと肘ひじまで壁の中に滑り込んだ。

　　　　頷うなずくと、壁をすり抜けて部屋の中に入った。今度は入念に霊道を閉じる。

　　　　――やっぱり。

　　　　ドアにお札ふだが貼はられている。向かい合う壁にも同じものが貼られていた。

　　　　お札に指を触れてみようと思った。

　　　　お札から数センチの所で指先にピリピリとした刺し激げきを感じた。

　　　　見ると、お札と指先の間に紫に輝く細い稲いな妻づまが何本も発生していた。

　　　　凄すごい力を持った人が、ごく簡単に行った封印……。と、感じた。

　　　　――若い女の人だ……。

　　　　髪の長い細面の少女の顔が見えた。

　　　　――この人なら助けてくれるかもしれない！

　　　　その思いが体を駆けめぐった。

　　　　眼を閉じ、その少女の居場所を探る。

　　　　――ここからちょっと離れた場所にいる……。

　　　　ともかく、あの髪の長い少女の近くに行こうと思った。

　　　“〝彼”〟はそこから跳んだ。



　　　“〝彼”〟が現れたのは、通称《空中回廊》。中等部の校舎の二階から体育館の二階へ通じるチューブ状の渡り廊ろう下かだった。濃いブロンズ色をしたポリカーボネイトのカマボコ型の屋根がついていた。屋根を透かした赤せつ褐かつ色しよくの光が黄たそ昏がれのような薄暗がりを作り出している。

　　　“〝彼”〟は少女の残像を探した。

　　　　それは香水の残り香のようなもので、人が移動した後にしばらく漂ただよい続ける痕こん跡せきである。

　　　　廊下には無数の残像――人が行き来した痕跡が入り混じっていた。

　　　　しかし残像には個性があり少女のそれは紫色に輝く水の流れのように見えた。

　　　“〝彼”〟は追った。

　　　　霊れい道どうを閉じることも忘れて――。



　　　　１



　《空中回廊》の中央の空間がクッと歪ゆがんだ。光が妙な具合に屈くつ折せつして、波打った鏡に映ったような景色を作り出してゆく。

　その中央に黒い染みのようなものが現れた。それは空間に出来た綻ほころび――“〝球形の穴”〟だ。

　不気味な音が《空中回廊》に響きはじめた。

　洞どう窟くつの中に轟とどろく、無数の獣けものの雄お叫たけび。

　遠く聞こえていたそれは、しだいに大きくなっていき、ポリカーボネイトの屋根を激しく振るわせた。球形の穴から黒っぽい靄もやとともに異様な臭においが漂い出す。

　不気味な叫び声に驚いて、中等部の校舎から空手着を着た男子生徒三人が《空中回廊》に走ってきた。体育館の二階は第一武道場になっていて、柔道部と空手部が部活動に使用している。

　三人の空手部員は異様な音と振動に気づいて足を止めた。生なま臭ぐさく甘酸っぱいにおいに顔をしかめて口元を掌てのひらで覆おおう。

　ポリカーボネイトの屋根がビリビリと音を立てて震えている。霊能力を持たない三人には邪霊の声は聞こえない。

「地震か？」

　一人が言った。

「風で揺ゆれてるんだろう……」

「気持ち悪いから、一階の渡り廊ろう下かから行こう」

　三人は頷うなずき合って《空中回廊》を後にする。

　三人には見えなかったが、その時《空中回廊》に産まれた球形の穴からは、次々に邪霊が姿を現していたのだ。

　髪を振り乱した若い女。床を這はいずるように進む背広姿の中年。頭が半分吹き飛び、脳の残ざん骸がいを床にこぼしながら歩く少年――。

　人の姿を失ってしまったものたちもいる。

　幾つもの邪霊が融合し、動物の霊まで取り込んでしまった異形のものたちである。

　頭に牛の角をもち、膨ふくれあがった顔に不規則に並んだ幾つもの目があり、腕も脚も生物の規則性を無視して生えているもの。

　自動車ほどの大きさで、乱れた長い毛をザワザワと蠢うごめかせながら床を這うもの。

　邪霊たちは球形の穴からせり出すように床におり、折り重なるように《空中回廊》を埋め尽くしていく。冥めい界かいから出現したばかりで現実世界の方向感覚が無いために、それらは回廊の出口を見つけられないでいるのだ。

　出現し続ける邪霊たちに押し上げられ、頑丈なはずのポリカーボネイトが軋きしみ、細かい亀き裂れつがあちこちに現れる。

　歪いびつな形に屋根が歪ゆがんでいく。

　邪霊のひとつ――骸がい骨こつに薄皮を貼はりつけたような姿をしており、開いた口に長い牙きばが何本も突き出ている――が“〝彼”〟の描いた軌跡を見つけた。

　虹のような色合いの煌きらめく帯――。それは美味な霊界エネルギーをたっぷりと持った者独特の軌跡だった。

　邪霊はぎくしゃくとした動きでそれを追った。緑がかった粘ねん液えきが、濡ぬれて体表に張りついた毛の束から滴したたる。摺すり足で進む邪霊の足跡は、ナメクジが這った痕あとのように床に糸を引いた。



「ヤァ！」

　冴さえの気合いが武道場に響いた。

　長身の冴の体がすっと沈み込み、後頭部で結った長い髪がふわりと揺ゆれる。

　その瞬間、巨漢の男子柔道部員の体が宙に浮いた。地響きをたてて青畳の上に背中から落ちた。

　みごとな背負い投げだ。

　組み合って自由に技を繰り出す練習方法――《乱取り》の最中である。

　だが、部員たちの気合いや受け身の音の中に、拍手の音が混じった。

　冴は舌打ちした。

　武道場の畳の外に百どう目め鬼き孝こう一いちの姿があった。にこにこ微笑しながら手を叩たたいている。

　ちょっといい男だったから、部室の除じよ霊れいを引き受けたのだったが、孝一はそれ以来冴につきまとっていた。

　どうやら冴さえの霊力の強さに驚き、研究対象とすることに決めたらしい。中等部に研究協力の申請書を書き、受理されたということだった。邪魔にならないならば、授業中でも中等部の教室への出入りも自由になったと、本人が嬉しそうに語っていた。

　つまり、副理事長の息子となれば“〝なんでもあり”〟ということか。

　そして、高等部は単位制なのをいいことに、授業のない時間は冴の教室に入り浸るようになったのだ。

　クラスの女子は複雑な心境のようだった。孝こう一いちがすぐそばにいることは大歓迎のようだが、冴が目的であるということには嫉しつ妬との炎を燃やしている。

　後の席にプリントを配るために振り向くと、孝一は決まってにこやかに微笑ほほえみ、手を振る。その瞬間にクラスの女子生徒全員の冷たい視線を全身に感じてしまう。

　学校だけならまだしも、部活動をしている体育館にも出没するし、下校も一緒に歩きたがる。

　鬱うつ陶とうしいからやめてくださいと言うと、数メートル離れてついてくる。ストーカー以外のなにものでもない。

　さすがに家の中にまで上がり込むほど図々しくはなく、玄関先で手を振りながら帰っていくが……。

　本ほん條じよう恵けい子こは「玉の輿こし～！」と羨うらやましがったが、冴は迷惑だった。

　美形は好きだが、つき合っている相手でもない男にずっとつきまとわれるのは嬉しくない。

　冴は、きつい顔をして孝一を振り返り、

「静かにしてください」

　と、言った。

　孝一は首をすくめ「すみません」と答えたが、柔道部や空手部の女子部員の多くが、いっせいに冴に非難の視線を浴びせていた。

　しかし、面と向かって文句を言わないのは、武道に関しての冴の天才的能力をよく知っているからだった。

　文句が言えないのはそればかりではない。冴の長い髪についてもそうだった。

　激しい動きを伴う柔道では、長い髪は邪魔である。寝技ではなおさらで、腰までの長さがあれば技をかけているうちに髪が体にからみついてしまう。そういう理由でショートカットにしている女子柔道部員の中で、冴の長い髪は異質である。

　入部当時、長い髪は邪魔だから切れと顧問に言われたが「あたしは畳に背中をつかないから大丈夫です」と、その指示を拒否しつづけている。そして、言葉通り冴は一度も背中を畳につけたことはない。

　誰も冴を投げ飛ばすことが出来ないのだ。五段をもっている顧問の教師でさえ、引き分けに持っていくのが精一杯。三回に一回は一本負けをしてしまう。

　おまけに、必ず立ち技で勝負をつけるからと、寝技の練習もしない。

　生意気な奴だと周囲は思ったが、顧問、コーチまでもが冴さえに敵かなわないとあっては誰も文句を言えなかった。

　今の冴の練習相手はもっぱら巨漢の男子部員で、しかも百キロ以上の生徒ばかりだった。

　それほどの強つわ者ものであったが、冴は大会に出場したことがない。いつ仕事が入るか判わからないからである。

　それでも柔道部に入部しているのは祖母トシ江えの命令だった。除じよ霊れいには体力が必要。それも肉弾戦で相手をねじ伏せる類の筋力が必要なのである。冴が幼い頃は、町道場を借りたり神社の境内を使ったりして、トシ江や母の仁ひと美みが相手になり斎いつ宮き流柔術の稽けい古こをつけていた。だが、冴が小学校高学年になったとき、二人ではどうしても歯が立たなくなり、中学校に入学したら柔道部に所属するようにと命令がでたのである。

　冴に倒された男子柔道部員は、悔くやしそうな顔をして立ち上がり、冴に対たい峙じする。

「お願いします」

　と言って、冴の襟をとる。身長一メートル八十を越える男子部員は、楽々冴の奥襟を取った。本来ならば中学生の柔道で奥襟を取ることや関節技をかけることは危険なので、禁じられていたが、冴はあえて相手に奥襟も取らせるし関節技も使わせていた。実践的な格闘技の訓練と考えているからだった。

　男子部員は強引に奥襟を取った手を下に押しつけ、冴の頭を下げさせようとした。

　冴はスルリと懐ふところに滑り込み、右裾すそを掴つかんで引きざま、左脚を刈かった。

　支えを失った巨体が後に倒れる瞬間、冴は後頭部に異様な感覚をおぼえた。

　毛穴がきつく収縮し、毛が立ち上がって行く……。

　近くで霊れい道どうが開いたらしい。

「ごめん。ちょっと用事思い出した」

　冴は対戦相手を放り出し、武道場を飛びだした。

　校舎との連絡通路、《空中回廊》の方から異様な気け配はいが漂ただよってくる。

「あっ冴さん！」

　と言いながら孝こう一いちが後を追った。
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　　　　轟ごう音おんを発してポリカーボネイトの屋根が吹っ飛んだ。粉砕した樹脂板のかけらとともに、あふれかえった霊たちは壊れた回廊からこぼれだしていく。

　　　　異形の邪霊も、人間の姿を保っている未成仏霊、無む縁えん仏ぼとけも、苦手な直射日光から逃れようと集団の内側へと逃げ込もうとするため、霊の集団は歪いびつな球形となって蠢うごめいていた。

　　　　数人のスーツ姿の男の霊が、慌あわてたように回廊の外壁を這はって、影を探す。空中を浮遊する制服姿の女子学生は、無意味な叫びを発しつつ、回廊の中に戻ろうとする。下の通路に落下したものたちは、石畳の通路を這はいずりながら植え込みの影に隠れた。

　　　“〝彼”〟を追っていた骸がい骨こつのような邪霊は、《空中回廊》を出て、照明の消えた薄暗い武道場の廊ろう下かに飛び込む。

　　　“〝彼”〟は虹色の軌跡を描いて、前方十メートルほどを小走りに進んでいる。

　　　　邪霊は背後に気け配はいを感じて振り返った。そこには同じく軌跡を見つけた他の邪霊たちの集団が迫っていた。

　　　「ガッ！」

　　　　骸骨のような邪霊は一声叫ぶと“〝彼”〟に向かって跳んだ。後に続く邪霊たちも次々にジャンプした。

　　　「うわっ！」

　　　“〝彼”〟は、急にのしかかってきた重みに驚き、叫んだ。

　　　　数十、数百の邪霊たちが折り重なって行く。

　　　“〝彼”〟の持つ霊界エネルギーを吸い尽くそうとしているのだった。



《空中回廊》の方で激しい破裂音が轟とどろいた。

　冴さえは速度を上げる。

《空中回廊》に通じる武道場の廊下の明かりが消えていた。窓の少ないそこは薄暗く、非常口を示す緑色の案内板の明かりが心細げに灯ともっているだけだ。

　何かを感じて冴は立ち止まった。

　異様な臭においがした。蛋たん白ぱく質しつが腐っているような甘酸っぱい臭い……。

　冴は呼吸を整えて霊れい査さする。

　すると、暗い廊下の中央に、巨大な球が浮いているのが観みえた。

　差し渡し三メートルほどの球は、下は床に上は天井に触れそうな大きさだった。

　表面はでこぼこしていて、邪霊の動きに合わせて蠢うごめいている。異形の邪霊たちが蝟い集しゆうして出来ている球なのだ。

　冴は唇を引き結び、人差し指と中指を揃そろえ刀とう印いんを作り、上下左右に線を引くように九く字じを切った。冴は斎いつ宮き流浄じよう霊れい術を用いて、邪霊たちの塊かたまりを除霊しなくてはならない。

「臨りん兵ぴよう闘とう者しや皆かい陣ちん裂れつ在ざい前ぜん」

　これで場は浄きよめることができた。

　次に内ない縛ばく印いん――両手の指を組み合わせ掌てのひらの内側に折り込む――を結び、真しん言ごんを唱える。

「ナマクサマンダ　バサラダンセン　ダマカラシャダソワタヤ……」

　邪霊たちの動きが停まった。

　両の人差し指の先端を合わせ、残りの指を組み合わせて、剣けん印いんを結ぶ。

「オン　キリキリ。オン　キリキリ」

　冴さえが唱えるたびに、邪霊の球の色が、まるで霜が降りたように白く変化して行く。

「冴さん」

　間の抜けた声が呼びかけた。

　百どう目め鬼き孝こう一いちだった。

「来るんじゃない！」

　孝一は驚いて頭を抱え床に伏せた。

　冴が叫んだ途端、緊張が断ち斬きられ邪霊の球への呪じゆ縛ばくが解けた。

　弾はじかれたように球がほどけ、恨みを込めて邪霊たちがいっせいに冴に飛びかかって来た。

　冴は刀とう印いんを結んで空中に三角を描き、その中央に素早く不ふ動どう明みよう王おうの梵ぼん字じカンマーンを書く。斎いつ宮き流除霊術の一つ《早伏せ》である。霊の成仏を目的とする浄じよう霊れいとことなり、《早伏せ》の除霊は霊をうち砕き、完全に消し去ってしまう乱暴な法なので、冴は緊急の場合以外使うことはないが、今は別だ。

　空中に紫色に輝く三角形が浮かびあがった。

　水牛のような姿をした邪霊が猛もう然ぜんと冴に飛びかかった。

　冴の描いた三角形に角が触れる。

　その瞬間、邪霊の体は数倍に膨ふくれあがった。

　轟ごう音おんを発して邪霊は砕け散る。

『ごめん！』と、冴は心の中で叫んだ。

　救われることなく砕け散った、破片が黄金色の光を放ち四散した。

　横合いから太い腕が冴の体を払う。

　一瞬早く、冴は飛び上がって空中に早伏せの三角を描く。真っ赤な鬼の姿をした邪霊の額に紫の三角が貼はりついた。

　絶ぜつ叫きようを上げた鬼の頭部が破裂する。

　黄金色の光が吹雪のように周囲を舞う。

　浄化された邪霊の破片は、それ自体が除じよ霊れいの呪物となり、残った邪霊たちに降り注いだ。

　黄金色の光に触れた邪霊たちは、次々に膨れあがって爆発していく。

　細かい金色の光が空間に吸い込まれていく。

　邪霊たちが消え去った後に、丸くうずくまった人影が残った。

　冴は油断無く身構える。

　うずくまっているのは邪霊のようなおぞましい姿ではなく、小学生くらいの子供だった。

　小学部の児童が紛れ込み、邪霊の標的になってしまったのか――？

　冴は一歩近づいて足を止めた。

　生身の人間ではない――。

「生いき霊りようだ……」

　冴は一目見てそう判断した。

　死んだ者たちの霊とは異なり、生霊は細部まで鮮明である。触れれば体温を感じることもあるくらい、実体に近い。霊感のない者でも、普通の死霊よりもその姿を捕らえやすい。

　どうやら、孝こう一いちにもその姿が見えているらしく、少年のいるあたりに眼を向けてブルブルと震えていた。

「その子は……？」

　孝一が訊きいた。

　その声に驚いたように、少年は身を起こした。冴さえと孝一を交互に見る。

「怖がらなくてもいいんだよ」

　冴は少年に優しく言った。

　怯おびえた表情はそのままだったが、少年の生いき霊りようは小さくうなずいた。



    

  
    
      



    

  
    
      　怯えたような、すがるような瞳が冴の眼を覗のぞき込んだ。

　ゾクッと背中の産うぶ毛げが立った。

　いつか見たことのある瞳……。

　強烈な既視感デジャビューだった。

　いつだったろう……。いつ、この瞳を見たのだろう……。

　今は、そんなこと考えている場合じゃない。

　冴は気を取り直して少年に訊いた。

「坊や、どこから来たの？」

　少年は口を開き掛けた。しかし、ハッとしたように後ろを振り返ったかと思うと、姿が朦もう朧ろうとかすみ始める。

「待って！」

　冴さえは駆け寄ったが、もう少年は跡形もなく消え去り、霊れい道どうの痕こん跡せきも消えていた。

「幽霊を見ちゃった……」

　と泣きそうな声を出す孝こう一いちを放ったらかしにして、冴は《空中回廊》に向かった。

　少年を襲っていた邪霊たちが出てきた霊道の気け配はいを感じたのだ。

「待って下さい。冴さん……。一人にしないで！」

　後ろで半べそをかいた孝一の声が響くが放っておく。

　冴は《空中回廊》の前で立ち止まった。

　屋根が壊れた連絡通路の中央には、さっき見たのと同じような邪霊の球が浮かんでいる。邪霊たちは直射日光を恐れて内側へ内側へと移動していて、まるで鮫さめに襲われる小魚の群のようだと冴は思った。

　さっきの少年が出現した時に出来た霊道から這はい出した邪霊たち――。これらを浄じよう霊れいした後、霊道を塞ふさがなければならない。

　冴は斎いつ宮き流浄霊術を行うために再度気合いを入れて、空中に九く字じを切った。
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　あの少年は何を振り返ったのだろう？

　冴は家への帰り道、ずっとそのことを考え込んでいた。

　自分が開けた霊道から溢あふれ出した邪霊たちを振り返った？

　いや……。違う。

　あの振り返り方は、まるで悪戯いたずらをしている場面で背後から声を掛けられたような……。そんな感じだった。振り返った後ろ姿しか見えなかったが、おそらく驚いた表情で“〝相手”〟を見ていたに違いない。

　だとすれば、彼の体がある場所……。そこでの出来事が霊れい体たいを通じて再現されたか……。

　生いき霊りようは本体が正常な意識を持って活動している最中でも抜け出すことがある。だがそんな時、生霊は単純な行動しか出来ない。

　たとえば、強い憎しみを持った相手の所に生霊として跳んだ場合、生霊は『憎い』とか『苦しめてやりたい』とかいう意識しか持ち得ない。そのため、行動は単純だ。

　だが、あの少年の場合、それは当てはまらない。

　あれだけはっきりとした意識を持つ生霊ならば、本体は昏こん睡すい状態にあるはず。

　肉体に残った、かすかな意識が何かを感じ、生霊が反応した――。ということか。

　彼は何を見て驚いたのか……。

　冴は考え続けた。



　無防備な様子で歩いている冴さえの後を、本ほん條じよう恵けい子こと百どう目め鬼き孝こう一いちが追っていた。

　恵子は、《空中回廊》が壊れたと聞いた直後、冴が関係するのではないかと心配になって武道場に行った。そして、女子更衣室前でオロオロする孝一を見つけた。冴が更衣室から出てこないと言う。恵子が中に入ろうとするとドアが開き、制服に着替えた冴が出てきた。

　冴は恵子が呼びかけても返事もせずにどんどん歩いていく。しかたなく、孝一と二人で冴の後をついて歩いているのだった。

「まるで何かに取り憑つかれているみたいだな……」

　孝一は言った。

「やめてくださいよぉ。百目鬼先輩。冴に取り憑く悪霊なんて、ちょー強力な奴に決まってます。本当に取り憑いているんなら、地球は滅亡しちゃいますよぉ。きっと、考えごとをしてるんです。時々あるんです。そういうこと。だから、しっかり者のケイコがついていないと……」

「しっかり者ね……」孝一は呆あきれたように微笑する。

「だけど冴さん、あんなに無防備で、後から誰かに襲われたらどうするんだろう」

「武道の達人だから、大丈夫だと思いますけど……。試してみます？」

「試すって……」

　孝一が言うと、恵子は前を歩く冴に小走りに近づいた。

「えいっ！」

　恵子は手に持ったカバンをいきなり冴の側頭部目掛けて叩たたきつける。

　だが、冴はすっと動いて、数センチの差で攻撃をかわした。

　空振りしたカバンの重さで、はずみのついた恵子の体は一回転した。その勢いを借りて、もう一度、今度は冴の顔面にカバンを叩きつける。

　冴は上体を後に逸そらして軽く攻撃をかわす。しかし、恵子など眼中にないかのように歩き続けている。

「もういいよ、恵子くん。冴さんは考えごとをしていても攻撃を避けられるって判わかったから」

　恵子くん……。恵子はムッとした。

　なんで冴が『冴さん』であたしが『恵子くん』なの？

「冴ぇ……。あんたなんか、こうしてやる！」

　恵子は助走をつけて冴の背中に飛びかかった。

「あっ、恵子くん。駄目だって！」

　孝一が叫んだ途端、冴の体が素早く横に動いた。

　宙に浮いた恵子の体は一回転し、スカートがめくれて白い下着があらわになる。お尻の部分にアニメの熊のキャラクターが大きくプリントされていた。

　もろに見てしまった孝一の顔が真っ赤になった。

「あ……。パンツ……」

　恵けい子こは前方の路上に、無様に転がった。

　歩道にひっくり返った恵子の横を、眉まゆ根ねに皺しわを寄せて何か考え込んでいる冴さえが何の反応も見せずに通り過ぎる。

「冴ぇ～！　あんたって人は！　本当は気づいてるんでしょ？　今の《隅すみ返がえし》とか《空気投げ》とかいうやつでしょ？　あたし、あんたが顧問の先生を投げるとこ、見てるんだからね！　わざとケイコにそんな技かけたわね！　よくも百どう目め鬼き先輩の前で恥かかせてくれたわね！」

　恵子は正面から殴なぐりかかる。

　冴の脚が恵子の脚を払う。

　恵子は再び宙を舞い、後から駆け寄ってきた孝こう一いちに抱きかかえられ、今度は転倒を免れた。

「冴ぇ！　こら！　待ちなさい！　勝負だぁ！」

「落ち着いて、恵子くん！　駄目だったら！」

　孝一に羽交い締めにされながら、恵子はなおも冴に突進しようとした。



　少年は誰を見て驚いたのか……。

　そう考え続ける冴が我に返ると、そこは自宅の玄関前だった。

　戸外はすでに日が暮れて、自宅の玄関灯が白っぽい光を投げかけている。

　狭い前庭の踏み石に足を乗せたとき、買い物用のトートバッグを手にした母仁ひと美みが玄関を開けて姿を現した。

「お帰り。あら？」

　仁美は愛想良く微笑ほほえんで冴の背後を見た。

　一瞬、冴は何か良くないモノを引きつれて来たのかと思った。

　気がつかずに歩いていたなんて迂う闊かつだ。

　冴はゾッとして振り返った。

「――百目鬼先輩。……恵子」

　冴の後にぴったりと寄り添っていたのは、百目鬼孝一と本ほん條じよう恵子だった。

　振り返った冴に、二人は同時に話しかけた。早口でまくし立てる言葉が絡からみ合って、まるで意味がとれない。

「ひとりずつ喋しやべって！」

　冴が怒鳴ると孝一は気け圧おされたように黙った。

「ずっと心配してついて来たんだからね！」恵子は顔を真っ赤にして怒っている。

「話しかけても振り返りもしないんだもん。悪霊にでも取り憑つかれたんじゃないかと思って、心配したんだよ！」

「学校はあれから、警察が来たり消防が来たり、生徒が校庭に一時避難させられたり、大変だったようです。理事会では、とりあえず原因不明としてうやむやにする意向らしいですけど」

　孝こう一いちが言った。

「ちょっと、冴さえ」仁ひと美みは冴の袖を引っ張る。

「百どう目め鬼きさんって、あの百目鬼物産の？」

「ええ」

　孝一は顔を曇らせて短く答える。冴は親子関係がうまく行っていないのだと直感した。

「まぁ。わたくし、冴の母でございます。初めまして。どうぞお上がりになって。汚い家ですけれど」

　仁美は先に立って家の中に戻っていった。

「実は、ぼくは止めたんですけどね……」

　と、孝一が言いかけたので、恵けい子こは慌あわてて彼のローファーの爪つま先さきを踏んづけた。

「え？　なんですか？」

　冴は小首を傾かしげる。

　恵子は孝一のネクタイを掴つかんで引っ張り、その耳元に囁ささやく。

「ケイコが攻撃したこと冴に言ったら、先輩があたしのパンツを無理矢理見たことをみんなに言いふらしますからね！」

「無理矢理って……」

　慌てる孝一のネクタイを離すと、恵子は泣きそうな顔をしながら冴に向き直った。

「冴に取り憑つく悪霊だったら、もう誰にも手がつけられないって……、世界の終末が訪れるんだって……。ケイコも百目鬼先輩も、ビビリまくってたんだから！」

「いや……。そりゃ、大げさよ」

　冴は苦笑しながら恵子にハンカチを渡す。

「そうですよねぇ」孝一は照れたように頭を掻かいて言った。

「ぼくも、大げさなって思ったんですけど」

　仁美がどたどたと玄関に降りてくる。

「さあ、どうぞ！　お茶の用意ができましたから」

「いいの。母さん。先輩も恵子も、すぐ帰るから」

「なに言っとる。冴」仁美の背後から祖母のトシ江えも姿を現す。

「先輩には礼をつくすものじゃ。せっかく来てくださったのを追い返そうなどと、不届き千万」

　トシ江の言葉を受けて、恵子も言い放つ。

「ケイコだって、お茶ぐらいのませてもらう権利はあるからね。死ぬほど心配したんだから」

　悪霊に取り憑かれたあたしを心配したのか、それとも世界の終末を心配したのかと突っ込みたくなったが、冴は黙って硬い笑顔を浮かべた。

「勝手について来たんだから……」

「問答無用！」

　トシ江えの凛りんとした声が夜気を震わせた。帰宅途中の近所の中年サラリーマンが驚いたように四人を見ている。その顔があっという間に好奇心に溢あふれていく。

　名門暁あかつき明みよう星じよう学園の中等部と高等部の制服を着た男女が、玄関先で老婆に一喝されている。興味をそそる場面には違いない。

　ここは家の中に入れた方が得策らしい。

「しかたないから、寄って行ってください」

　やれやれと思いながら、冴さえは孝こう一いちの背を押す。恵けい子こは勝手知ったる友達の家で、さっさと右手の客間へ入り込んでいった。
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　孝一と恵子は八畳の客間できちんと正座をして、周囲を眺めていた。変へん哲てつのない和室である。床の間には古めかしい水墨画が飾られている。

　茶とお菓子を運んできた仁ひと美みを追い出して、冴は孝一の向かい側に座った。

「ここでお祓はらいするんですか？」

　孝一は訊きいた。

「普段は、祈き祷とうを依い頼らいしに来たお客たちの待合室として使ってる部屋よ」

　恵子が茶を啜すすりながら言った。

「恵子くんはよく遊びに来るの？」

「時々。だけど、ここに通されたのは初めて。いつもは冴の部屋だから」

「冴さんの部屋も興味ありますね」

　孝一が言う。こころもち鼻の下が伸びている。

「冗談はやめて」

　冴はブスッとして言った。

「冴が嫌なんだったら、百どう目め鬼き先輩、こんどケイコの部屋を見てほしいわぁ～」

　恵子が言うと、孝一は苦笑しながら曖あい昧まいな断りの言葉を口にする。

　冴は溜ため息いきをついて二人のやりとりを見ていた。

　孝一に初めて合ったときは顔の造作にときめいたが、けっきょくそれだけ。まとわりつかれることで気持ちは引いてしまった。

　美形の男につきまとわれるのが鬱うつ陶とうしいなんて、自分は普通の恋愛などできそうにないと冴は悲しくなった。

「で、百目鬼先輩から聞いたんだけど、《空中回廊》に幽霊が出たってほんと？」

「幽霊っていうより、生いき霊りようのね」

「ふーん、そうなんだ。あの子は生霊だったんだ。暁明星学園になんの用事だったんだろう？」

　孝こう一いちが言った。

「さあ……」

　冴さえは心霊研究部と何か関係があるとにらんでいた。部室に開かれた霊道に残っていた個性と、共通のものがあの少年から感じられたのだ。

　しかし、それは黙っていた。臆病者の孝一がどんな反応をするか判わかったものではない。

「《空中回廊》が壊れたのも、そいつのせいなの？」

　恵けい子こが訊きく。

「そう。現れたときに霊れい道どうが開いて、冥めい界かいから邪霊がたくさん這はい出して来たんだ。《空中回廊》に邪霊が一杯になって、屋根が吹き飛んだんだと思う。だけど……」

　冴は考え込む。

　還かえるときの霊道はしっかり閉じていた。

　あの少年は霊道の閉じ方を知っていたのだ。

　おそらく、何かに気を取られて霊道を閉じ忘れて、心霊研究部の部屋や《空中回廊》に邪霊が溢あふれ出したのだ。

　冥界や霊のことをよく知る少年――霊能者か？

　生いき霊りようというよりも肉体から幽ゆう体たい離り脱だつした霊と考えるべきか？　なにかの目的を持って幽体離脱をし、暁あかつき明みよう星じよう学園に現れたのかもしれない。

「どうしたの？」

　急に黙り込んだ冴に、恵子は心配そうに訊いた。

「百どう目め鬼き先輩も言ってたけど、なんの用で学園に来たんだろうって」

「そいつが来た道を追えないの？」

　恵子が訊いた。

「追う……。その手があるわね」

　冴は頷うなずいた。

　少年が開いた霊道に使い魔を跳ばせば、その出口を探らせることができる。

「今から行ってくる」

　冴は立ち上がった。

「ケイコも行く！」

　と、恵子は勢いよく立ったが、孝一は「えっ？」と言って青ざめた。

「恵子。あんたは百目鬼先輩を家まで送ってよ。ずいぶん怯おびえてるようだから」

「そんな！　百目鬼先輩も行くでしょ？」

「いやぁ、ぼくは、ちょっと」

　恵子に腕を引っ張られた孝一は意地でも立つもんかと、座布団にしがみつく。

「じゃ、そういうことで」

　冴は言うと客間を飛び出し、玄関でローファーを突っかけて外に出た。
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　冴さえの家から暁あかつき明みよう星じよう学園まではバス停三つ。走ればすぐの距離である。

　冴は学園の正門から少し離れた場所で立ち止まった。大おお谷や石いしの塀の陰から様子をうかがう。

　中等部の正門の大きな鉄の門扉は閉じていた。門の両側には円筒形の警備員詰め所があって、煌々こうこうと明かりが灯ともっている。夜間でも左右に二人ずつ、合計四人の警備員が詰めている。裏門も同様。そして、東京ドーム十個分の敷地を誇る学園の周りは高いフェンスで囲まれていた。学園の敷地には遠方から入学してきた学生のための寮がある。良家の子女が多いので誘ゆう拐かいを恐れ、警備は厳重だ。

　中等部も高等部も、職員室に明かりが灯っていた。高等部は教室にもちらほらと明かりが見え、体育館から部活動をする音が伝わってくるが、中等部の教室棟は真っ暗である。

　さて、どうやって中に入ろうか。

　忘れ物だと言って入ることもできる。まだ七時を少し過ぎたばかりだから、不自然ではない。しかし、中等部や小学部の生徒にはずっと警備員がついてくるので面倒だ。

　高等部と大学部にもそれぞれ正門があって、こちらは学生証のチェックだけで出入りできる。遅くまで部活動をしていたり研究をしていたりする高等部や大学部の学生達には、いちいち警備員の見張りはつかない。

　冴は、孝こう一いちを連れてくれば良かったと後こう悔かいした。副理事長の息子だから敷地内には顔パスで入れるだろうし、心霊研究部の活動だとでも言えば完かん璧ぺきだ。中等部の自分でも特別部員とでも言ってもらえれば問題はない。

「しかたがないな。忍び込むか……」

　冴は正門を離れ、フェンス沿いに死角を探した。

　しばらく走ると、広い空き地に面した場所に出た。街灯からもはずれていて、人家は遠い。

　冴はフェンスの鉄棒に手を掛け、ローファーをはいたまま、スルスルと棒を昇った。

　頂上までたどり着くと槍やりのようになった部分の下を両手で掴つかんで、スカートがめくりあがって下着が露あらわになるのも構わずに、ゆっくりと倒立した。フェンスの最上部には赤外線センサーがついており、その光線を遮らずに飛び越えなければならない。脚が真っ直ぐ天を向いたところで、冴は体のバネを使ってフェンスの内側に飛び降りた。一流の男子体操選手なみの動きである。

　着地したのは高等部の校舎の裏手にある植え込みの陰だった。

　ここから中等部の《空中回廊》の下に行くには高等部の教室棟と特別教室棟の間を抜けるのが早い。

　冴は石畳の上を足音もたてずに走った。

　用心のため物陰から物陰へ、体を隠す。

　時折、部活動を終えた高等部の生徒達が正門を目指していく姿に出合ったが、誰も冴さえには気づかなかった。

　五分ほどで《空中回廊》の下に出た。

　黄色地にＫＥＥＰ立入　ＯＵＴ禁止の文字がプリントされた警察のテープが周囲に張られているが、壊れたポリカーボネイトの残ざん骸がいは撤去てつきよされていた。

　夜空にぼんやりと浮かぶ《空中回廊》には、まだ霊れい道どうの影響が残っていた。それが冴の眼にはうっすらとした白い霧や景色の揺ゆらめきとして映っている。

　冴はジャケットの内ポケットから護まもり袋を取りだした。紐ひもを解いて中から白く小さな和紙の切り抜きを取り出す。

　犬の形をした切り抜きだった。式しき神がみの一種で斎いつ宮き流では犬いぬ形かた代しろと呼んでいる。

　口の中で小さく呪じゆ言ごんを唱え、ふっと息を吹きかけると、石畳の上に置いた。

　犬形代は、風に煽あおられたかのようにふわふわと宙を舞い、《空中回廊》の中に落ちた。

　冴は犬形代――使い魔の視線と自分のそれをシンクロさせるために眼を閉じて呼吸を整えようとしたその時、背後から足音が聞こえた。

　冴は舌打ちして近くの植え込みに飛び込み、息を潜めた。

「冴！　さ～え！」

　と、聞こえてきたのは恵けい子この声だった。三つの懐中電灯の明かりが校舎の角を曲がり左手から近づいてくる。

　三つ……三人？

　百どう目め鬼き先輩と恵子と……もう一人はだれ？

　三人組は常夜灯の明かりの中を通り過ぎた。

　百目鬼孝こう一いち、本ほん條じよう恵子、そして心霊研究部副部長の長は谷せ川がわ怜れいの姿が闇の中に浮かびあがる。

　冴はゴソゴソと植え込みの陰から這はい出した。

「ヒャァ！」

　恵子が驚きの声を上げる。孝一は腰が引けていた。

「冴さん、そこにいたの」

　怜は落ち着いた声で言った。

「ついてくるなって言ったでしょ」

　冴は恵子を睨にらむ。

　恵子は孝一の後に素早く隠れながら口を開きかけた。

「言いたいことはよ～く判わかってる。心配だったって言うんでしょ？　だけどね、素人が側にいるとすご～く邪魔なのよ」

「ごめんなさいね」怜が言った。

「校門の所で偶然、ケイコさんと百目鬼くんに会ったの。心霊研究部員としてぜひ、冴さんの除じよ霊れいの現場を見たかったんで、二人に頼み込んで連れてきてもらったの」

「いやぁ、怜れいくんがどうしてもって言うんで。ぼくは駄目だって言ったんですけど」

　孝こう一いちはわざとらしくハッハッハと笑いながら頭を掻かいた。

「怜先輩、ずいぶん遅い下校だったんですね」

　冴さえは言った。

「部室で調べ物をしてたの」

　怜は肩をすくめた。

「それにしても冴。門番の警備員さんたち、あんたが通ったこと知らなかったよ」

　恵けい子こが言う。それを訊きいて孝一が頷うなずく。

「そう。だから正門の警備員には後からもう一人、中等部の女子学生が来るかもしれないって言ってから、入って来たんです」

「どうやって入ったの？」

　怜が訊いた。

「いろいろと方法はあるんです」冴はさらっと答えて、真剣な顔で三人の顔を見回す。

「ええと、そこで見ててもいいけど、何が起こるかわからないのが、オカルトの世界です。何かあったらさっさと逃げてくださいね。あなたたちを護まもる余裕も無い場合がありますから」

　怜は生なま唾つばを飲み込みながらうなずいた。

　恵子と孝一は無意識に二、三歩後退してうなずく。

　冴は前方の闇に浮かびあがる《空中回廊》に向き直った。

　もう一度眼を閉じて精神を集中させる。

　犬いぬ形かた代しろは、閉じた霊れい道どうの前で冴からの命令を待っていた。

　前方の景色がときおり揺ゆらめく。それは真夏の大地に立つ陽かげ炎ろうのように見える。霊道が開いていた余波が残っているのだ。霊は通り抜けられないが、小さな犬形代であれば通れるほどの隙すき間まがそこには存在している。

「行け」

　冴は囁ささやいた。

　犬形代は、ふわりと宙に浮き、揺らめきに接近した。

　水面に落ちた紙のように、犬形代は空間の揺らめきに貼はりついた。

　一、二度ゆらゆらと動いたかと思うと、犬形代は揺らめきの中に吸い込まれた。

　内側は、朧おぼろな赤い光に満ちていた。

　あちこちから叫びとも慟どう哭こくともつかない声が遠く近く聞こえている。

　でこぼこの壁面を持つ洞どう窟くつ――あるいは腸管などの内臓の中のようにも思える。

　そこを犬形代は宙に浮いたまま進んでいく。背中に記された隠いん形ぎようの呪じゆ言ごんのために、霊道にうろつく霊たちには発見されずにすんでいた。

　犬形代は、冴の記憶の中にある少年の気け配はいの特徴をもとに、その軌跡を探った。それは警察犬が容疑者の臭においを追う姿に似ていた。

　軌跡はまっすぐ金色の細い糸のようになって続いていた。

「やはり、霊能者だ」

　と、冴さえは思った。一般の人間の霊であれば黄色、緑、青の範囲で軌跡は発光する。紫や金に発光しているのは、僧侶や霊能者たちの霊である。

　冥めい界かいから金色の軌跡の匂いに誘われて、霊達が集まって来る。自分を救ってくれるかも知れない者の匂い――彼らはそう感じているのだ。

　軌跡の終点が見えてきた。トンネルの出口のように輝いて見える。

　犬いぬ形かた代しろは一気にそこへ飛んだ。

　光の中に飛び込んだというのに、出た先は闇の中だった。

　明かりを消した部屋の中だと冴は思った。

　目を凝らすと、すぐ前にベッドがあるのが判わかった。誰かが寝ている。

　あの少年だ……。

　霊れい体たいの姿よりもずっと痩やせている。ベッドの脇には点滴のスタンドがあって、ビニールパックの栄養剤がぶら下がっていた。

　少年は病気なのか……？

　突然、目ま映ばゆい光が射し込んだ。

　冴は犬形代に、物陰に隠れるように命じる。

　右手に光り輝く長方形が現れた。その中を黒いものが蠢うごめく。

　ドアが開いて廊ろう下かの明かりが差し込んだのだ。

　黒い影は――。

「看護婦さん……」

　犬形代の眼を通して冴が見たのは、若い女性看護師の姿だった。

　看護師は、ベッドの横に立って枕元の明かりを灯ともし、少年の耳の穴に体温計を当てる。すぐにピッという音がし、看護師は数値を見て頷うなずいた。次に血圧、脈拍を調べ、点滴の落ち方を確認した後、ドアに向かった。

「行け」

　冴は命令した。タンスと壁の隙すき間まに入り込んでいた犬形代は看護師の後について、彼女と共に部屋を出た。

　和風の広い廊下である。犬形代が嗅かいだ檜ひのきの芳ほう香こうが冴まで届いた。そのほかに濃厚な香こうのかおり。大量に線香を焚たく寺院の内部のような匂いだと冴は思った。

　そう思って見ると、左右の大きな襖ふすまには仏教説話に出てくる虎に我が身を与える釈しや迦かの姿や、十二神将の図などが描かれていて、寺の廊下を歩いているような感じだった。

　犬形代は看護師の後について廊下を進む。

　広い家である。ちょっとした段差を越えると、廊下は洋風になった。緋ひ色の絨毯じゆうたんが敷き詰められている。

　その時、廊ろう下かに黒い影が伸びるのが見えた。犬いぬ形かた代しろの背後からである。

「しまった……！　方向転換だ！　戻れ！」

　冴さえは命じた。

　犬形代は前足を軸にして、後ろ脚を半回転させ、方向転換した。

　黒い影が上から覆おおい被かぶさる。

　踏まれる！

　冴は犬形代とのシンクロを断ち切ろうとしたが、間に合わず背中に巨岩が落下したような衝撃が全身に走った。

　冴は思わず片膝ひざをついた。

「冴！」

　駆け寄ろうとする恵けい子こを怜れいが後から押さえつける。

「大丈夫よ。ちょっと踏んづけられただけ」

　冴は言って頭を振りながら立ち上がった。

「踏んづけられた？」

　孝こう一いちが訊きく。

「犬形代に気づいて踏みつぶした奴がいるの」

「その犬形代って、式しき神がみのようなもの？」

　怜が訊いた。

「そう」

　冴は三人に近づきながら頷うなずいた。

「だとすれば、相手は形かた代しろが何であるか知っている者ね」

　怜は真剣な顔で言った。

「知ってると思う。あの少年は強い霊能力を持っているようだから、その身近にオカルトに精通している者がいてもおかしくない。それに、家の中は、寺か金持ち新興宗教の本山みたいな造りだったわ」

「新興宗教……」恵子がしかめっ面をする。

「監かん禁きんされた信者なのかな……。あの子」

「本体の方は点滴を受けてたわ」

　冴が言った。

「病院で？」

　と、怜が訊く。

「いえ。その寺みたいな建物の中よ」

「どこか判わかるの？　その寺みたいな建物が建っている場所」

　と、怜。

「犬形代を途中で踏みつぶされたから、はっきりとは判らない。だけど、そう遠くない感じがしたから、この街の中にある建物だと思うの」

「助けてあげなきゃね」恵けい子こが言った。

「きっと、冴さえを頼って学園まで来たのよ。この人なら助けてくれるって」

「そうかしら……」

　冴は首を傾かしげた。きっかけは何か別のことだったのではないだろうか？

　確かに《空中回廊》に出現したのは、あたしの気け配はいを追ってのことだったかもしれない。

　だが、心霊研究部に霊れい道どうを開けてしまったあの日、少年は別の理由であそこに現れたはずなのだ。

　恵子達にはまだ、心霊研究部に霊道を空けてしまったのもあの少年だろうという推測は語るわけにはいかない。

　はっきりしたことが判わかるまで黙っておこうと冴は思った。

「ともかく、今日はもう帰りましょう」怜れいが言った。

「でも、冴さんは一緒に出られないわね……」

「来た場所から帰るから大丈夫です」

「どこから入ったんです？」

　と孝こう一いちが訊きいた。冴は黙って高いフェンスを指さす。

「嘘うそぉ！」

　と、恵子が笑った。

　冴は肩をすくめると踵きびすを返し、フェンスに向かって走った。そして、ひょいとフェンスの中程まで飛び上がると、てっぺんまでよじ登り、倒立して向こう側に飛び降りた。

　唖あ然ぜんとしている三人に手を振って、冴は家に向かった。

　犬いぬ形かた代しろを使ったせいで、少年がひどいめにあいませんように……と、祈りながら。



    

  
    
      


　　第三章





　　　“〝少年”〟は部屋の中で息を潜めていた。

　　　　さっきは突然犬が飛び込んできて、ひどく驚いた。大きな狼のような犬だったが、こちらに気づかずに看護師とともに廊ろう下かへ出ていった。

　　　　夕方は、もうすこしで、〈あの人〉と話が出来そうだったのに〈あいつ〉に邪魔された。

　　　〈あいつ〉がぼくの体の喉のどにナイフを突きつけたから、慌あわてて戻ったのだ。

　　　“〝少年”〟はベッドに横たわる自分の体を見下ろす。頬ほおがこけ、肌は白く、寝乱れた髪は脂じみている。点滴の針を刺した腕には幾つもの針はり痕あとがあって紫色になっていた。半開きの口の中には乾燥して小さくなった舌が見えている。

　　　　もどろうと思っても戻れない。

　　　〈あいつ〉が封じているからだ。

　　　“〝少年”〟はベッドの四隅に貼はられたお札ふだを見つめた。

　　　〈あの人〉なら、この状態をなんとかしてくれそうなのに……。

　　　〈あいつ〉に使われるのが嫌で、ここしばらく逃げ回っているけれど、そろそろ限界かもしれない。

　　　　夕方、〈あいつ〉は言った。

　　　『お前が戻ってこないつもりなら、この体の息の根を止めるぞ』

　　　〈あいつ〉はぼくが戻ってこないものだから、仕事にならないとすごく焦あせっている。

　　　　ぼくを殺してしまえば、本当に仕事ができなくなるはずなのに……。

　　　　もしかしたら、ぼくの替わりを見つけだしたんだろうか？

　　　　でも、それならすぐにでもぼくを殺すはずだ。そうしないのは、本当は替わりなんか見つかっていないからだ。そうじゃなければ、替わりの人がぼくより力が弱いからだろう。

　　　　なんとか〈あの人〉に会わなければ。

　　　　そして助けてもらおう。

　　　〈あの人〉の家が分かれば一番なんだけれど、ぼくは探す方法を知らない……。

　　　“〝少年”〟の本体、その閉じられたまぶたから涙がこぼれた。
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　冴さえが家に戻ると、祖母のトシ江えと母の仁ひと美みはすでに夕食を終えて自室に閉じこもっていた。

　冴の夕食はキッチンに用意されていたが、もちろん冷え切っている。

　お腹は空いていたが、まずやっておかなければならないことがある。冴は一階の奥の御み霊たま部べ屋やへ向かった。

　トシ江の部屋の横を通ったとき、中からブツブツとトシ江の声が聞こえた。

　独り言ではない。霊と話をしているのだ。

　トシ江は、成仏させてもらえそうな気け配はいに誘われて我が家を訪れる霊を部屋に引っ張り込んで、茶飲み話の相手をさせることがよくあるのだった。

　冴は邪魔をしないように「ただいま」の挨あい拶さつもせず御霊部屋に入る。

　制服を巫み女この装しよう束ぞくに着替え蝋ろう燭そくに火を灯ともした。

　祭さい壇だいの前に座り、声低く般はん若にや心しん経ぎようを唱えると、部屋の中の空気が冷たくなっていく。

　撒まき餌えに誘われる魚の群のように、般若心経が未成仏霊や無む縁えん仏ぼとけを呼んでいるのだ。

　冴の周囲にポツリポツリと赤い光が明めい滅めつし始める。

　冴は集まった霊の数、二十を数えたとき、静かに般若心経の読ど経きようを終えた。

「成仏したいの？」

　冴は合掌したまま言った。

　獣けものの唸うなりのような音に、部屋の空気が揺ゆれた。

「条件があるよ。働かざるモノ喰うべからずって聖徳太子さまも仰おつしやってる。あたしの手助けをして働いてくれたら、責任持って成仏させてあげる。ただし、相手はあんたらよりも強い邪霊かもしれない。あんたらの霊れい体たいが傷つくリスクはある。だから複数で組んで手伝ってくれてもいいよ」

　冴の周りの赤い光が一つ二つと消えていく。

　霊たちの諦あきらめの吐息が聞こえてくる。

「そんなことだから、成仏できないのよ」

　冴は毒づき、さらに三つ四つと光は消えていく。

　やがて、たった一つ残った赤い光がふわふわと冴の背後に漂ただよってきて停まった。

「あんただけのようね」

　言って、冴は合掌を解き、後ろを向いて座り直した。

「姿を現してもいいよ」

　冴が言うと、赤い光はスッと膨ふくらんで人の形を取り始めた。

　ボサボサの頭髪。黒いセルフレームの眼鏡。

　痩やせた顔に無ぶ精しよう髭ひげを伸ばし、白いシャツと灰色のズボン――。

　くたびれた中年男である。

　冴さえは少しがっかりした。

「ま、協力者が現れただけいいか」

　冴は中年男に向き合った。

「名前は？」

『……判わからない』

　中年男は首を振った。

「どこから来たの？」

『……判らない』

「そうか。死んですぐはそういうこともある。そのうち思い出すから、心配しないでね」

　未成仏霊――特に死んで間もない者にはよくある現象である。ちゃんと自分の氏うじ素す性じようを覚えている者もいるが、この男のようにすべて忘れていることもある。死のショックで記憶喪失のような状態に陥るためだ。

　ちゃんと葬儀をあげてもらっても、自分のものだと理解できないために、成仏できずさまようのだ。

「とりあえず、名前をつけようか。好きな名前はある？」

『……。思いつかない。つけてもらえないか？』

　中年男は汚れたレンズ越しに冴を見つめた。くたびれてはいるが、瞳は澄んでいて、悪い人間ではないことが判る。

「だったら、そうね“〝トオル”〟ってのはどう？」

『トオル……。それでもいい』

　中年男――トオルは頷うなずいた。

「トオル。仕事は、一人の少年を救うことよ。色々、あっちこっち跳んでもらわなければならないと思う。名前を呼んだら出てくるんだよ」

『判った。お前の名前は？』

「あたしは斎いつ宮き冴」

『なんで、その少年を救いたいんだ？』

「なんで……」

　冴は答えに詰まった。

　たいして金になる仕事ではない。

　金にならない仕事なんかしている暇はないはずなのに、何でだろう……？

　寂しそうな少年の眼が気になったから……。

　そこに自分の姿を見た気がしたから……。

　あの瞳だ。

　今、思い出した――。

　遠い昔、家族を捨てて埋蔵金探しに出掛けた父の、その眼を通して見た自分自身。

　幼い頃から強い霊能力を持っていた冴は、旅立つ父を引き留めようと思うあまり、彼の内部に入り込んでしまった。

　そして、何か、当時の自分では理解できない“〝父の事情”〟を垣かい間ま見みるとともに、彼の眼を通して、自分自身の姿をみてしまったのだった。

　怯おびえたような、すがるような瞳――。

　それがあの少年の瞳に重なった――。

　　　　――通つう天てん閣かくから見渡した阿あ倍べ野のの景色。

　　　『こんなとこ、大阪人は誰も来いへんで』

　　　　生意気な口を利きく幼稚園児の冴さえ。ビルの並びの隙すき間まに民家が蝟い集しゆうしている界かい隈わい。猥わい雑ざつであか抜けない景色ではあったが、強く故郷を感じた。

　　　　大きく温かい掌てのひらが自分の手を包んでいる。父の力強い手――。

　　　　しばらく大阪を離れるのだから見ておけと父は言った。

　　　　その声が思い出せない。



　　　　狭い風呂場で髪を洗う父。シャンプーの泡だらけの髪を真ん中で角のように立て、『ビリケンさんやで』と笑った父。

　　　　その顔が思い出せない。



    

  
    
      



    

  
    
      　　　　父ちゃん。父ちゃん。

　　　　行かんとって！

　　　　父ちゃん。

　　　　痛切に願いながらも、

　　　『もう、帰ってこんでもええわ！』

　　　　と、その後ろ姿に叫んだあたし――。



「金持ちのようだったから。救ってやったら、たんまり金をもらえるんじゃないかな、なんてね」

　冴さえは嘘うそをついた。トオルに自分の弱みを見せるわけにはいかなかった。協力者とはいえ、未成仏霊である。こちらの弱みを見つけたら、支配しようと憑ひよう依いする者もいるのだ。

『金に執しゆう着ちやくするのはよくない』

　トオルはボソッと言った。

「きいたふうな口を……」冴はカッとなった。

「この家は、あたしの稼ぎでもってるのよ！　あたしが大黒柱なの！　金に執着してなにが悪いの！」

『すまん……言い過ぎた』

　トオルは素直に頭を下げた。

「この御み霊たま部べ屋やにあんた用の位い牌はいを作って置いてあげるから、仕事が終わるまでそこに棲むのよ。あたしが呼んだらすぐに駆けつけること。いい？」

『判わかった』

　トオルがそう答えると、冴は右脇に置いた硯すずり箱ばこを開けて墨を擦すった。そして、祭さい壇だいから白しら木きの位牌を取り上げると、筆で位牌に《トオル》と書き込む。すると、冴の前に正座していたトオルの姿が揺ゆらめいて、白い霧のようになり、位牌に吸い込まれていった。

　冴は位牌を祭壇の中段に置き、般はん若にや心しん経ぎようを唱えた。
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　次の日の朝。冴は早く家を出て、暁あかつき明みよう星じよう学園高等部の文化部棟に向かった。

　午前七時。校庭では野球部やサッカー部の朝練が行われていたが、文化部棟の中は静まり返っている。

　冴は、孝こう一いちから借りていた鍵を使って、心霊研究部の部室に入る。

　霊れい道どうはほぼ塞ふさがっていたが、あの少年の気け配はいが微かすかに感じられた。

　あたしが霊道を塞いだ後に、あの少年はもう一度ここに来ている。

　冴はドアの脇の壁に手を触れてみた。

　ここから抜けたんだ。今度はしっかり霊道を塞いでいる。やっぱりあの少年は霊能力を使うノウハウを知ってる。

　でも、なぜここに？

　心霊に関する話をすれば、その“〝匂い”〟が漂ただよう。霊たちはその匂いに誘われて、その場に集まって来る。ある者は救われようとして。ある者は取り憑つこうとして。

　確かに、この部室にはその匂いがある。

　だが、強い霊能力を持つ少年があえて近づきたくなるようなものではない。

　ヒマ人が集まって怪談を楽しむレベル。その程度の匂いだ。

　では、何が少年を引きつけたのか？

　二度目の侵入は、あたしの気け配はいに誘われたのかもしれないけど、一度目は……。

　冴さえは机に注目した。

　少年の気配がここにもある……。

　机の天板に掌てのひらを当てた。

　少年に関かかわる何かがここにあったんだ。

　少年の持ち物？

　……判わからない。

　でも、確かにここに少年に関わるものがあって、彼はそれに誘われてここに来た。

　冴はじっと机の天板を見つめた。木目のプリントがほどこされた樹脂の表面には何の痕こん跡せきもなかった。しかし――。

　天板の側面に張られた樹脂の化粧板と天板の間に、わずかな隙すき間まがあった。そこに何か詰まっている。白っぽい粉のような物……。

　冴は本棚に置かれたテープカッターを取り、粘着テープを数センチ切った。そして、そのテープを化粧板の隙間に押し当て、爪で擦こする。

　テープを剥はがすと、隙間に詰まっていた白い粉が貼はりついていた。

　灰白色の微び粒りゆう子し――灰だ。

　冴はにおいを嗅かいでみる。

　微かすかに香こうのかおりがした。高級な線香などに使われている、香こう木ぼくのかおりだ。

　ここで何か儀ぎ式しきを行ったんだろうか？

　まぁ、心霊研究なんていう活動をしている部や。オカルティックな儀式をしていても不思議はないか。

　灰のついたテープを制服のポケットにしまった時、背後に気配を感じた。

「あら、おはよう。冴さん」

　後ろから声をかけられて、冴は振り返った。

　長は谷せ川がわ怜れいが立っていた。

「あっ、勝手に入り込んですみません」

「いいのよ。で、何を調べてたの？」

「あの少年、霊れい道どうを開けた後にもう一度ここに来ているようなんです」

「どうしてかしら……。何か、この部屋に執しゆう着ちやくするものでもあるのかな？」怜れいは部屋の中を見回す。

「オカルト関係の道具はいろいろあるけど……。水晶玉とか三さん鈷こ杵しよなんかあるけど……」

　三鈷杵は、インドの古武器が起源の密みつ教きようの仏具である。装飾された握りの左右に湾わん曲きよくした二本の角と中央から伸びた一本の角で構成された突起がある。

「そんなのも関係あり？」

「まぁ、そんなものが霊が寄りやすい環境を作り出していることは確かですが……。そうそう、長は谷せ川がわ先輩、ここで何か灰を使った儀ぎ式しきをしましたか？　簡単な招しよう霊れい術じゆつなんか」

「招霊術？　やったことはないわね。『簡単な』って、どうやるの？」

「仏壇なんかの香こう炉ろの灰を机の上に撒いて五ご芒ぼう星せいを書き、その中に呼び出す霊に関係のある物を置いて名前を呼ぶんです」

「へぇ。そんな方法があるの。知らなかったわ」

「この辺りに伝わる民間信仰で、四し十じゆう九く日にちに《口くち寄よせ》を行うときにやる方法です」

「口寄せって、死んだ人の霊を呼んで、言い残したことを語らせるっていうあれね？」

「ええ。こっちに引っ越してから知った方法ですけど、ある程度力のある術者が行えば、効果があります」

「霊能力がある人なんて、この部にはいないわよ」

　怜は笑った。

　冴さえは机を指さす。

「ここに少年に関係する何かが置かれていたようなんです」

「少年に関係する何か……」怜は真剣な顔で机を見つめ、冴がさした場所にそっと指で触れた。

「何があったんだろう……。誰かがここに持ち込んだってこと？」

「そういうことだと思います。それが少年に関係する物であると知っていたかどうかは判わかりませんが」

「確かめてみるわ。部員は十三名。昼休みにでも招集をかけて訊きいてみる。で、いつ頃のこと？」

「部室で妙なことが起き始めたのは少年が霊れい道どうを閉じそびれたことが原因ですから、怪異が始まった日だと思います」

「始まりは、確か先週の金曜日だったわね」

「まだ一週間もたっていませんから、覚えている可能性が高いですね」

「それがどんな物であるかは判らないの？」

「そこまでは……。ただ、少年が強い関心を持ったことだけは確かです。机に残っている気け配はいから、小さい物だということは分かります」

「男の子が大切にしている物だとすればキーホルダーとか、ゲームソフトだとか？」

「あまり限定してしまわない方がいいと思います。もしかするととても意外な物なのかもしれないから」

「そうね。判わかったわ」言って怜れいは腕時計を見る。

「まだ時間はあるけど、そろそろ中等部に戻った方がいいわよ。ゼロ時間目朝学習があるでしょ？」

「ヤバッ！　そうでした」

　冴さえは慌あわてて一礼すると部室を出た。

　文武両道で知られる暁あかつき明みよう星じよう学園中等部と高等部では一時間目の授業の前にゼロ時間目と呼ばれる自主学習の時間が設けられている。自主学習だから出席欠席は自由でいいようなものだが、学級委員長がしっかりと出席をとり、担任に報告するのが習慣になっていた。

　冴が高等部の敷地から中等部に抜けると、中等部正門から駆けてくる本ほん條じよう恵けい子この姿が見えた。寝坊して遅刻したようで、髪の毛がはねまくり、半ベソをかいている。

「恵子！　急げ！」

　と、冴は叫んで生徒昇降口にダッシュした。
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　三時間目の国語の授業中に、冴の携帯電話が振動で着信を伝えた。

　国語は担任の小こ村むら寛ひろし先生が担当していた。

　冴は小村が黒板に字を書き出すタイミングを見計らって、スカートのポケットから携帯を出し、着信したメールを読んだ。

『依い頼らい人にんから電話。今日の午後一時に来らい訪ほう。早退してくるように。　母より』

　と画面に文字が並んでいた。

　夕方とか夜とか、授業が終わってから来てもらえばいいのに……。冴はしかめっ面をして携帯をしまう。

　客の要望に応こたえるのが商売人。と、母は言う。学校側にも冴の“〝職業”〟については説明をし、理解を得ている。そのために相応の寄付をしたのだと母は言っていた。

　午後一時ならば、四時間目まで授業を受けてからではギリギリだ。

　冴は授業終了と同時に小村に駆け寄った。

「先生。すみません。家からの呼び出しがありましたので、早退させてください」

「お前も大変だな」

　小村は古くさいデザインの丸眼鏡の向こうから気の毒そうな目つきで冴を見た。

「仕方がないです。大黒柱ですから」

「理事会に話は通っているけれど、あまり休みすぎると修了・卒業認定会議にひっかかっちまうから気をつけろよ」

　小村は言って、抱えた出席簿を開き、冴の欄に四時間目からの《事故欠》を書き込んだ。病欠以外の家庭の事情は《事故欠》扱いになる。

　小こ村むらは備考欄に《家事手伝い》と書き込んだ。

「いいなぁ、冴さえ。公認でサボれるんだもの」

　いつの間にか背後に立っていた本ほん條じよう恵けい子こが羨うらやましそうに言った。

「本條」小村が呆あきれた顔で言う。

「お前の場合、出席日数より、成績の方で修しゆう卒そつ認にん定てい会議にひっかかりそうだからな」

　小村の言葉に、恵子は唇をわななかせて泣きそうな顔になった。
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　訪ねてきたのは身なりのいい婦人だった。年の頃は四十代後半といったところか。仕立てのいい淡いピンクのスーツに黒真珠のネックレス。客間に背筋を伸ばして座っている。

「それで、どういったご用件でしょう？」

　巫み女こ装しよう束ぞくに着替えた冴は婦人――名刺には加か宮みや麗さち子ことあった。住所はこの近くの高級住宅街だったが、肩書きも職場の名前も記されていない。ただ、名刺の紙がかなり高そうな和紙だったので、旦那が結構な金持ちなのだろうと冴は判断した。

「わたくし、斎いつ宮き冴ともうします」

「あなたが……霊れい媒ばい師しさん？」

　麗子は意外そうな顔をした。

「ええ。若くてご不満ですか？」

　冴が客と対峙すると、たいてい真っ先に相手の口から出てくるのが「あなたがわたしの相談を受ける人なのか？」という質問だった。

　客は“〝それらしさ”〟を求める。頑固そうな顔をしたオジサンやオバサンの方が頼もしく見えるらしい。それも出来るだけ脂ぎって強欲そうで、宝ほう飾しよく品ひんをたくさん身につけている方が信用されるのだと、こころある同業者の多くが嘆いている。

「不満というわけではありませんが、少々驚きました」

「それで、ご用件は？」

　冴が訊きくと、麗子は脇に置いたバッグの中から紫色の袱ふく紗さに包まれたものを座卓に滑らせた。

　薄っぺらいものが入っているようで、袱紗には厚みがない。礼金を先渡しするわけではなさそうだ。

　麗子は袱紗を丁寧に開いた。

　紫の縮ちり緬めんに包まれていたものを見るなり、冴はすっと片膝ひざを立てて身構えた。

　袱紗にはくしゃくしゃになった犬いぬ形かた代しろが包まれていたのだ。

「これはあなたが放った式しき神がみですわね？」

　麗子は静かに訊いた。

「もしそうだと答えたら、どうするつもりですか？」

　冴さえは麗さち子このどんな動きにも対応できるように、全身の隅々にまで気を行き渡らせる。

「咎とがめるために来たのではありません」と言った麗子の体からは殺気や闘気は感じられない。

「これはある場所のゴミ箱から拾ってきたものです。これは斎いつ宮き流の犬いぬ形かた代しろ。このあたりで斎宮流といえば、ここしかありませんので訪ねて参りました」

「斎宮流をご存じでしたか。あなたのご職業は？」

「ある団体のお世話係とでも言いましょうか。その団体の創設者の妻だったものです」

「あの少年との関係は？」

　冴は単刀直入に訊きいた。

「母です」

　麗子はあっさり答えた。

　冴は膝ひざを降ろして座り直す。

「あの少年に何があったんです？　長い時間、体から抜け出したままだと戻れなくなることもあります」

「あの子――加か宮みや雄ゆう紀きは交通事故に遭って昏こん睡すい状態が三年ほど続いています」

「それで生いき霊りようとして抜け出ているんですか……」

「亡き夫、加宮紀のり夫おはその事故で亡くなりました」

「加宮……紀夫。もしかすると《気高き眠りの会》の創設者？」

　冴はその名に覚えがあった。

　加宮紀夫はエドガー・ケーシーの再来と呼ばれる霊能力者だった。

　エドガー・ケーシーは一八七七年アメリカに生まれた霊能力者である。催さい眠みん術じゆつで眠りに落ち、病人の治療法をアドバイスしたり未来予知をしたりという《リーディング》を得意としていた。リーディングで語られた言葉は助手の手によって記録され、一万五千件に及ぼうというカードが現在でも保存されている。

　加宮紀夫も、自己催眠で眠りに入り、質問者の疑問に何でも答えていたという。

　冴自身はやったことがなかったが《気高き眠りの会》の教きよう祖そがリーディングを得意にしているというのは知識として知っていた。

「確か、教きよう祖そが亡くなって組織も解散したと聞きましたが……。雄紀くんが跡を継いだのですか？」

「事故から数日して、雄紀はうわごとを言うようになりました。眠ったままでしたので寝言のようなものかと思いましたが、試しに色々な質問をしてみると、それに対する答が返って来ることもあるのです。しかし、脳波は昏睡が続いていることを示しています。そこで、わたしは兄の柳やなぎ沢さわ幸こう哉やを呼びました。わたしは何の力もないのですが、兄は修行をして霊力を得、祈き祷とう師しとして活動しておりました。《気高き眠りの会》は夫の霊力によって維持していた会でしたから、彼以外に霊能力者はいなかったのです」

「そして、雄紀くんが脱だつ魂こん状態であることを発見したのですね」

「そうです。兄は、雄ゆう紀きの生いき霊りようは事故のショックで体から抜け出してしまったようだと言っています。兄は雄紀の霊力に着目して託たく宣せんのようなことをやらせてみました。高い確率でそれは当たりました。兄はそれ以来、雄紀の生霊を手なずけ利用して《気高き眠りの会》を復活させました」

「お兄さんは、生霊使い……」

　死霊と違って生きた人間と同じ思考パターンを持っている。だから悪意を持たない生霊は御ぎよしやすい。助手の生霊を使って依い頼らい者の相談を受ける霊能者を冴さえは何人か知っていた。彼らは《生霊使い》と呼ばれている。

「そうです。雄紀は父の血を濃く引いていて、強い能力をもっていますから、依頼者の色々な相談にも答えることができます。」

「でも、その雄紀くんが、なぜ暁あかつき明みよう星じよう学園に？」

「逃げ出したんです」

　麗さち子この表情が硬くなる。

「逃げ出した？」

　たしかに、自分の体が植物状態で快かい復ふくの見込みがないなか、生霊として漂ただよいながら依頼者の相談を受けるというのは、小学生ではなくとも耐え難いことには違いない。

「最近兄は、素性の良くない方たちの相談も受けるようになってきました」

「素性の良くない人たち……」

「呪じゆ詛そを依頼されることも多いようなのです」

「人を病気にしたり殺したりする呪のろいですね……。それはまずいですね」

「雄紀はそれを嫌って逃げ出したのです。それ以来、時々自分の体の無事を確かめに戻るだけでどこかに行っています。兄もそれほど強い能力を持っているわけではないので、『戻らないと体を傷つける』と脅おどすだけで……。雄紀はますます彼のそばには寄らなくなりました。そして大人おとなは信用できないと思ったのか、わたしの呼びかけにも応じません」

「雄紀くんの姿が見えるのですか？」

「ぼんやりした影程度には」

「それで、お母さまはどうなさりたいのです？」

「雄紀をちゃんとした病院に入れて、治療を受けさせてやりたいと思っています。体がよくなれば、生霊も体に戻れるのではないかと……。今は住み込みの看護婦が栄養剤の点滴を行うだけで、治療らしい治療はされていないのです」

「それで、わたしは何をすればいいでしょう？」

「雄紀を護まもってほしいのです。これ以上、望まない役割を背し負よわせたくありません。雄紀の体の方は、わたしがなんとか屋敷から連れ出します。ちゃんとした病院に入院させて、治療を受けさせ、もしできることならばあなたのお力を借りて雄紀の生霊を元の体に戻してやりたいと……」

　麗子はハンカチで目頭を押さえる。

「判わかりました。やってみましょう」

「ただ……」

　と麗さち子こは顔を曇らせる。

「なにか？」

「わたしは雄ゆう紀きと血が繋つながっていません。夫紀のり夫おの先妻の子供です。それでもわたしは本当の子供と同様に可愛がって来たつもりですが……。兄の仕打ちがあって、雄紀はわたしも警戒しています。わたしの依い頼らいで連れ戻そうとしているということは、しばらくあの子には伏せて置いて頂きたいのです」

「承知しました」

「それで、最初になにをなさるの？」

「もう一度雄紀くんに会ってみます。名が加か宮みや雄紀と判ったので召しよう還かんできます」

「ここへ？」

「御み霊たま部べ屋やでもできなくはないですが、やはり、最初に現れた高等部の心霊研究部部室が一番でしょう。彼はあそこに二度も現れています」

「でも、雄紀が現れても、体はまだ兄の手元にあるわ……」

　麗子の顔がくもる。

「彼とこれからの打ち合わせをするために会うのです。あなたのお兄さん――柳やなぎ沢さわさんも霊能力者であるならば、雄紀くんにも充分用心してもらわなければなりませんから」冴さえは背後の棚から数枚の護ご符ふを出して麗子に渡した。

「それから、雄紀くんの体を連れ出したら、隠れ家にこれを貼はっておいてください。雄紀くんの体を置いた部屋の壁面と天井、出入り口、窓、それぞれに一枚ずつです。それでお兄さんの霊能力をもってしても、雄紀くんの姿を見通すことはできなくなります」

　冴は麗子を安心させようと、できるだけ優しい笑顔を作った。

「ありがとうございます。これは当とう座ざの費用としてお使い下さい」

　麗子がバッグから出したのは分厚い茶封筒だった。三百万ほどの厚みがあると冴はふんだ。

「それではお預かりします」

　冴の語尾ははしたなく震えてしまった。



　　　　５



　午後二時半。高等部ではまだ授業が続いていて、文化部棟に人影はなかった。

　冴は心霊研究部の部室に入り、机の上に道具を並べた。

　まず丸い銀のメダル。三角を二つ重ねたソロモンの印章が刻まれている。そして、招しよう霊れい用の図を描いた羊よう皮ひ紙しを机の上に敷く。四角、丸、四角と三重に囲まれた余白にびっしりと筆記体の祭さい文ぶんが書き込まれている。

　西洋魔術の招しよう霊れい用具であった。

　斎いつ宮き流降こう霊れい術じゆつは古今東西の術を吸収しつつ完成されていったもので、御み霊たま部べ屋やと同様に節せつ操そうがない。

　冴さえの呪じゆ言ごんで、部室の壁には加か宮みや雄ゆう紀き限定の霊れい道どうが開いている。

　壁から十センチほど離れた場所に黒い靄もやのような塊かたまりが浮いている。それが霊道だった。

　その霊道は加宮雄紀の名前や冴が抱いている彼の印象が鍵となっていて、最新のセキュリティーシステム同様、個こ体たい識しき別べつができなければ通り抜けができないのだ。

　冴は加宮雄紀が現れるのをじっと待った。

『母さんは信用できない』

　背後から声が聞こえて、冴は振り返った。

　あの少年――加宮雄紀が本棚の前に立っていた。冴の用意した霊道を使わずに、現れたのだ。後の本棚がぼんやりと透けて見えていた。

「こんにちは。雄紀くん。あたしは斎宮冴っていいます」

　冴は雄紀に向き直って言った。

『母さんに会ったんだろう？　母さんの臭においがプンプンする』

　雄紀は鼻っ柱に皺しわを寄せた。

「お母さんはあなたを心配しているのよ」

『心を読んだ？』

「あたしは読心術はできないわ」

『なら、確実なことは言えないじゃないか。まぁ、ぼくも読めないんだけどね』

「あたしはあなたを助けたいのよ」

『お金のため？』

　雄紀は唇を歪ゆがめて嘲ちよう笑しようを浮かべる。

　自分より年上の者にかなりの警戒心をもっているようだ。

　ここで嘘うそをついてはならない。霊とはいえ、少年の心は傷だらけでちょっとした刺し激げきが激痛を産み出す。

　痛みを与える者を彼は信用しない。

「お金のためもあるわ」

『それなら、柳やなぎ沢さわのおじさんと一緒だ』

　雄紀は吐き捨てるように言う。

「お金がなければあたしたち一家は食べていけないのよ。なんなら、覗のぞいてみる？」

　冴は自分の日常生活を心に思い浮かべた。

　たとえ霊れい体たいであっても、憑ひよう依いをしなければ相手の心を読みとることはできない。だから冴は雄紀の意識が融合しやすいように心を開いた。

　――埋蔵金探しのために家族を捨てた父のこと。

　働かない母と祖母――。

『大変なんだね……』

　雄ゆう紀きは同情するように言った。

「わかってくれた？」

　冴さえは苦笑しながら言う。

『うん』

　雄紀は頷うなずいた。

「あなたは、なんでこの部室に現れたの？」

『なんだか懐かしい“〝音”〟のような“〝揺ゆれ”〟のようなものをこの部屋から感じたんだ』雄紀は言葉を切って長机に歩み寄る。

『ちょうど、ここ。ここに木箱が乗ってた。掛け軸や茶道の茶碗を入れたりするような、白い木の箱』

「桐きりの木ね。どのくらいの大きさだった？」

　冴が訊きくと雄紀は指で小型のマッチ箱を縦に二つ並べたような大きさの空くう隙げきを作って見せた。

『このくらい。その中から気持ちのいい振動が出ていたの。でも中に何が入っていたかは判わからない。手に取ろうと思ったら、霊れい道どうから変なものが出てきそうになって、慌あわてたから』

「そう……。何が入ってたんだろうね」

　桐の小箱に入っていたもの――。

　誰かが雄紀をおびき寄せようとして置いたのだろうか？

　しかし、なぜ？

　おびき寄せようと考えるのは、おそらく柳やなぎ沢さわ幸こう哉やとかいう生いき霊りよう使いくらいだろう。

　それならば、わざわざ暁あかつき明みよう星じよう学園でなくてもいいはずだ。

　心霊研究部の部室は、日頃から怪異談を語り続けている空間なので、霊道が開きやすいことは確かなのだが……。

『冴さん。ぼくはどうすればいいんだろう？　柳沢のおじさんに捕まえられたら、また人を呪のろう手助けをしなきゃならなくなる』

　冴を見つめる雄紀の眼は、父を見つめていた自分と同じ光をたたえていた。

「あなたが自分の体に戻れないのは、たぶんおじさんが何かの仕掛けをしているからよ。それさえなんとかなれば、あなたは体に戻れる。お母さんがあなたの体を家から運び出すって言っていたから、それまではどこかに隠れていて」

『でも、おじさんが脅おどすんだよ。戻ってこないとお前の体を切り刻むって』

「できないわ」冴はきっぱりと言った。

「もし本気なら、とうの昔に実行しているはずだもん」

『そうかな……』

「あなたはどこかに隠れて絶対に出てきちゃだめ。そうだ。合い言葉を決めましょう」

『合い言葉？』

「そう。誰かがあたしのふりをして呼び出すかもしれないから。だから、二人にしかわからない合い言葉を決めて、それを言わない呼び出しには応じないの。あたしと雄ゆう紀きくんとの秘密の合い言葉」

『それ、面白そう。何にしよう？』

　雄紀が初めて微笑ほほえんだ。

「そうだ。“〝カンイチロウ”〟なんてどう？」

『なに、それ。誰の名前？』

　雄紀がクスクスと笑った。

「あたしの父さん」

『ああ。宝探しの人？』

「そう。ろくでなしオヤジ。あたしや家族以外は知らない名前よ」

『判わかった。カンイチロウ出て来いって言われたら出てくればいいんだね？』

「そう。絶対、雄紀って名前で反応しちゃ駄目よ」

『判った。約束する』

　雄紀は右手の小指を立てて差し出した。

　冴さえは微笑んで頷うなずき、霊れい体たいの雄紀の小指に、そっと自分の小指を絡からめた。微かすかな体温を感じた気がした。

　雄紀の姿は指切りをしたままゆっくりと不鮮明になり、やがて消え去った。

　あとは加か宮みや麗さち子こが雄ゆう紀きの体を屋敷から連れ出すのを待てばいい。それがうまく行けば、たいした面倒もなく、雄紀の魂は肉体に戻ることが出来る。

　冴さえはそっと部室を出た。



　放課後の心霊研究部。外はすでに黄たそ昏がれが迫っている。

　ドアが静かに開いた。

　黒い人影が部室に入り後ろ手にドアをロックする。

　そして素早く長机に歩み寄ると、音を立ててガムテープで机の裏に張りつけたものを剥はがした。

　長時間録音の可能なＩＣレコーダーだった。

　女はニヤリと笑うとそれを鞄かばんに入れ、ドアのロックを解除した。
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　冴さえが自宅の近くまで来たとき、異様な殺気が街角から流れ出してきた。

　そっと民家のブロック塀に身を隠しながら、自宅の方に顔を出して様子を伺うかがう。

　自宅のすぐそばに黒塗りの車が止まっている。英国製高級車のベントレーだ。殺気はそこから漂ただよっている。

　これだけの気け配はいが家の側から立ち上っているのだから、霊能力のない母は無理だとしても祖母のトシ江えは感づいているはずだ。

「もう……。気がついてるんなら、電話してくれてもいいじゃない」

　冴は舌打ちした。トシ江はきっと殺気を感じながらも我関せずの体ていで、自室で渋茶でも啜すすっているにちがいない。

　冴の所には『かけられた呪のろいを解いてくれ』という依い頼らいもある。その場合、呪い返しをしなくても、施せ術じゆつ者しやへなんらかの障さわりが返る。それを恨んで物騒な者たちを差し向ける奴も少なくない。

　きっとそんな連中だと冴さえは判断した。

　どの件だろう……。多すぎて判わからないわ。

　体を張って確かめるのが一番と、冴は塀の陰から出た。なにくわぬ顔で家に向かうと、ベントレーに乗った者たちは冴の姿を見つけて車外に出てきた。

　絵に描いたようなヤクザ者である。

　五分刈り黒いゴルフパンツに派手なニットを着こんだ男と、流は行やらないパンチパーマをかけて黒のスーツに趣味の悪い真っ赤なシャツを合わせた男である。二人とも縁なしの茶色いサングラスをかけていた。

「ネェチャン、斎いつ宮き冴いうんか？」

　がに股で歩み寄る五分刈りがだみ声で訊きいた。

　冴はヤクザが生理的に嫌いだった。暴力にものをいわせて自分より弱い者をいたぶる。強い者には揉もみ手をせんばかりに低姿勢になる、そういう根性が大嫌いだった。

　そして、そういうゲス野郎に軽く扱われるのはさらに嫌いである。冴は血流がこめかみの血管を脈動みやくどうさせるのを感じた。

　お前なんかにネェチャン呼ばわりされる筋合いはない！

「だったら、なんやねん？」

　冴はドスの利きいた声で言った。大阪で暮らしていた頃の名残で、頭に血が上ると時々関西弁が出る。

「なんや、ネェチャンも関西かいな。ちょっと顔貸してもらいたいんやけどな」

「用があるんやったら、ここで話さんかい」

「そっちから条件出せる立場か」

　パンチパーマがサングラスの向こうから細い眼で冴を睨ねめつける。

「じゃかぁしい！　サンシタがなにほざいとんねん！　人様の家の前ででかい顔するんやない！　このウジ虫が！」

　冴が怒鳴った。

「なんやと、このスベタ！」

　パンチパーマが殴なぐりかかろうとするのを五分刈りが止める。

「まあまあ。落ち着かんかい。なぁ、ねえちゃん。あんまり粋いきがったらいかんがな。わしら、プロやで。プロには逆らわん方がええで」

「試してみるか？」

　冴は鼻で笑った。

　五分刈りに押さえられたパンチパーマは狂犬のように歯をむき出して暴れる。

「まぁまぁ。こっちは雇い主から『余計な手出しをすな』と伝えぃ言われとるだけやから、ねぇちゃんから『はい。判りました』いうしおらしい返事が欲しいだけやねん。ねぇちゃん、自分からことを荒立てたらあかんがな」

「おどれらやったら話が遠い。おどれらの飼い主と話さな、埒らちがあかんわ」

「しゃあないな」

　五分刈りは肩をすくめて、パンチパーマの体から手を放した。

　パンチパーマは肩を揺ゆすりながら、凄すごみをきかせた眼つきで冴さえに歩み寄る。

「ねぇちゃん。土下座して『失礼なことをして申し訳ありません』と言うたら、許したるで」

「おっさん。口、臭いで」

　冴が平然とした顔で言うと、パンチパーマの顔がパッと紅く染まった。

「下手に出てりゃあ、調子に乗りくさって！」

　パンチパーマがの右手が冴の襟に伸びた。

　冴は指先で汚いものでも摘むようにその手首をとらえた。そのまま後に回り込む。

「痛てててててててて！」

　パンチパーマは情けない声を上げながら、冴に腕を捻ひねり上げられる。

「ふざけた口たたいとると、怪け我がするで」

　冴はパンチパーマの腕をさらに捻る。

　ゴキッと音がして、パンチパーマの腕は肩の付け根から妙な角度で曲がった。

「ギャッ！」

　叫ぶパンチパーマの尻を蹴け飛とばす。

　顔面からアスファルトに突っ込んだ。そして顔に縦の擦すり傷を作ったまま、腕を押さえて喚わめきながら転げ回った。

「ねぇちゃん。なかなかやるやんけ」

　五分刈りは舌なめずりして、自分の腰の後に右手を伸ばした。

「素人相手に、拳銃チャカ出さへんと喧けん嘩かできへんのんか！　情けないやっちゃな！」

　冴は地を蹴けった。

　五分刈りが銀色のトカレフを抜いたが、その眼前に着地した冴は体を沈め、真上に脚をつきあげた。

　踵かかとが五分刈りの顎あごに炸さく裂れつした。

　のけぞる五分刈りの手からトカレフを奪い取る。

　五分刈りは口から血を噴き出しながら、仰あお向むけに道路に倒れた。

「で、飼い主は誰やねん？」

　冴は、男に馬乗りになると、スライドを動かして初弾を薬やく室しつに送り込み、銃口を潰つぶれたトマトのようになった五分刈りの口に突っ込んだ。

「ちゃんと教えてくれへんと、引金引くで」

　充血し涙の溢あふれた五分刈りの眼に恐怖の表情がよぎったとき、

「そこまでにしてもらおうか」

　と、低い声が聞こえた。

　冴は五分刈りに跨またがったまま、トカレフの銃口を声の主に向ける。

　ベントレーの横に、大柄な中年男が立っていた。ゆったりと着こなしたダブルのスーツは、紺のペンシルストライプ。ピカピカに磨き上げられたプレーントゥの靴。長めの髪をオールバックにして、広い額の下には太い眉まゆと垂れた眼があった。頬ほおに刻まれた深い二筋の皺しわに挟まれて、薄い唇が酷こく薄はくそうな笑みをたたえている。

『手伝おうか？』

　突然、耳の中に男の声が響いて冴さえは驚いた。

『ああ……。トオルか。忘れてた……』

　冴さえは心の中で呟つぶやいた。

　加か宮みや雄ゆう紀きを救うために呼んだ未成仏霊のトオルだった。位い牌はいに棲すまわせておきながら、すっかりその存在を失念していたのだった。

『傷つくなぁ……。こっちは一生懸命手伝うつもりでいるのに』

『悪い。でも、ここはあたし一人で大丈夫だから』

『そうか。いつでも呼んでくれ。手ぐすね引いて待っている』

　手ぐすねって……死語だよなぁ。さすがオヤジ世代だ。

「わたしがその犬っころたちの飼い主だ」

　ペンシルストライプのスーツの男が言った。冴がトオルと会話を交わしていることには気づいていないようだった。

「柳やなぎ沢さわ幸こう哉やと言う」

「柳沢幸哉……。そんな名前、覚えないなぁ。どこのヤクザや？」

　冴はとぼけてみせる。

　柳沢は生いき霊りよう使いだという話だったが、トオルとの会話に気づかないということは、死霊への感受性は低いのだろう。霊能力者にはそれぞれ得意分野があって、オールマイティーという存在は希まれである。

「あんたも犬っころを使ったろう？　だからこっちも犬っころを使った。そう言えば判わかるだろう」

　柳沢は加宮麗さち子このことを持ち出さない。彼女が来たことはまだ知られていないんだ。よっしゃ。とぼけたれ。

「ああ。あんたか。うちの愛犬を踏みつぶしたんは」

「踏みつぶしたとは人聞きの悪い。迷い込んできたから丸めてゴミ箱に捨てただけさ。しかし、あんたは呼び戻したろう？　一旦わたしに封じられた形かた代しろを動かすなんてたいしたもんだ」

　麗子が拾ったとは考えてもいないようだった。好都合。

「で、その柳沢幸哉さんが、あたしに何の用なん？」

「これ以上、あの子に構うな。あんたも拝み屋なら、この商売には色々な呪物がつきものだと承知しているだろう？　悪霊と取り引きすることもある。けっしてきれいごとだけですむ商売じゃない。だから、お互いのためにアンタッチャブルということにしないか？」

「あたしはやましい商売をしてるつもりはないで」

「まぁ、考えておいてくれ。あんたが下手な動きをすれば、あんただけでなく家族や、ひいては加か宮みや雄ゆう紀きまで災難に巻き込むことになる」

　柳やなぎ沢さわは言って口を閉じ、じっと冴さえを見つめた。そして、肩をすくめる。

「さて、それじゃあ、うちの犬っころを返してもらおうか」

　冴は五分刈りの男の上から降り、手にしたトカレフのスライドを動かして、弾だん倉そうの弾たまをすべて弾はじき出した。そして、側そつ溝こうのドブ泥の中に銀ピカの拳けん銃じゆうを捨てる。

「帰るぞ！」

　柳沢が一声怒鳴ると、五分刈りとパンチパーマは弾かれたように立ち上がった。それはまるでバネ仕掛けの人形のような動きだった。

　それを見て、霊を抜かれて操られているのだと冴は気づいた。

　普通に生活している人間に対しても、術をかけることができるのか……。冴の背筋に寒気が走った。油断をしていればこちらも危ない。

　ベントレーの運転席側に向かったパンチパーマが、突然ブロック塀に体当たりを始めた。

　二度、三度。外れた右肩を塀にぶちあてる。

　四度目にゴキッという音がして、外れていた肩が元に戻った。柔道の猛も者さが肩を脱だつ臼きゆうしたときに行う荒療治である。パンチパーマにそんなことをする度胸はなさそうだったので、それも柳沢が操ってさせているのだと思った。

　パンチパーマは運転席に乗りこみ、車をスタートさせた。

　冴はベントレーが街角を曲がるのを見届けると、自宅へ駆け戻った。



　　　　２



「ばあちゃん、なんで助けてくれなかったの？」

　開口一番、冴はなじった。

　トシ江えの居室である。五十インチのプラズマテレビには夕方のニュースが流れていた。

「なに？　ヤクザの方をかいな？」

　トシ江は煎せん餅べいを囓かじりながら戸口の冴を振り返った。

「ヤクザを助けてどうすんのよ。あたしの方よ。あたしの方！」

「あんただったら大丈夫だと思うて、のんびりと渋茶を啜すすっとったのじゃ」

　祖母トシ江は豪快に笑った。

「ほんとに薄情だなぁ……」冴はぼやく。

「で、柳沢幸こう哉やって知ってる？」

「修しゆ験げん道どう系の拝み屋だったと聞いとる。主に呪じゆ詛そを多く引き受けていたようじゃ」トシ江は現役を引退した今でも広い拝み屋関係のネットワークを持ち、色々な情報が集まってくるのだ。

「呪のろいにも色々あって、一番簡単なのは呪いのお札ふだを使う符ふ呪じゆ。人形や相手の毛髪を用いる厭えん魅み。式しき神がみや管くだ狐きつね、犬いぬ神がみなどの動物霊を使う使し鬼き神じん法ほう。複数匹の虫や動物を共食いさせ、最後に残った個体を呪物として使う巫ふ蠱こ。呪者の数だけ方法があると言っても過言ではないのじゃ。だが、獣けものよりも死霊よりも強力なのは人の生いき霊りようを使った術じゃ」

「なぜ生霊が強力なの？」

「死霊も鬼神も、魔道に墜おちた動物も、冥めい界かいからのエネルギーしか使えない。しかし、生霊は現実世界からも冥界からも、そして“〝他の世界”〟からも力を引き出すことができるのじゃ」

「他の世界って？」

「平行世界……。いわゆるパラレルワールドじゃよ。量子力学でも平行世界の存在は多世界解かい釈しやくという仮説としてとなえられておる」

　多世界解釈は、量りよう子し力りき学がくという物理学の仮説の一つであり『可能性の数だけ世界が存在し、それがさらに可能性の数だけ枝分かれしていく』という考え方である。

　生霊は、その無限の世界からエネルギーを引き出してしまう。トシ江えはそう言っているのだった。

「それだけではないのじゃ。ゼロ振動というものがある。何もない真空にもエネルギーが存在しているのじゃ」

　トシ江はさらにまくし立てる。

　拝み屋と最新物理学は相容れないもののように思えるが、トシ江はオカルトと物理学を結びつけて語るのが大好きだった。

　だが、冴さえにとってみればそれば「どうでもいいこと」で、真しん言ごんで悪霊が浄化される仕組みを知ることよりも、それを使いこなすことの方に興味があった。

「真空に大きなエネルギーを加えると、何もないはずの場所から電子と陽子が飛びだして来るのじゃ。これを真空のエネルギーという。宇宙を生み出した大本のエネルギーなのじゃ。宇宙は誕生の十のマイナス三十四乗秒の間に、十の四十三乗もの大きさに膨張した。これは宇宙のインフレーション理論と言うが、この時のエネルギーと同じ真空のエネルギーが、我々の霊能力の源という説もある……」

「量子力学ね……」冴は訳が分からなくなって苦笑した。

「つまり、他の方法よりも生霊を使った方が色んな所からエネルギーを得られて、強い力を発揮するってことね」

「冴、もう少し勉強せなあかんぞ」トシ江はしかめっつらをする。

「押入の中に最新物理学の本がある。何冊か持っていって勉強せい」

「あっ、それはあとでね。で、どうやって人間から霊を抜くの？」

　冴はトシ江の向かい側に座って菓子鉢の煎せん餅べいに手を出す。トシ江の手が飛んで来て、冴の手の甲をパチンッと叩たたいた。

「《御み霊たま函ばこ》という銀の函はこを使うのじゃ」

「御み霊たま函ばこ？」

　冴さえは紅くなった手の甲をさすりながら訊きいた。

「ほれ、西遊記に出てくる金角銀角の瓢箪ひょうたんみたいな力を持っておる」

「ああ『孫悟空！』と呼ばれて『おお！』と返事したら吸い込まれたって、あれ？」

「そうじゃ。御霊函は一度生いき霊りようを入れるとその形を記憶する。あとは自在に出し入れできるのじゃ。お前も気をつけるのじゃぞ」言って、トシ江えは小首を傾かしげる。

「おまえ、今、どんな仕事をしとるのじゃ？　先日いらしたご婦人の依い頼らいなんじゃろうが」

　いつもは冴の仕事に興味を示さないトシ江だったが、生霊使い柳やなぎ沢さわが関かかわった仕事だと知って、心配になったのだろうか。

　やはり身内なのだなと、冴はちょっと暖かい気持ちになって、ざっと経緯を語った。

「なるほど――」トシ江は肯うなずく。

「柳沢幸こう哉やの妹は、確かに加か宮みや家に嫁いでおる。加宮紀のり夫おが事故で死に、息子の昏こん睡すい状態が長く続き、教団は崩壊の危機に陥ったんじゃ。そこで、加か持じ祈き祷とうを生業としていた柳沢幸哉が迎え入れられたのじゃ。評判の悪い祈き祷とう師しではあるが、能力は高い。教団幹部は背に腹は代えられないということで柳沢を入れたんじゃろう」

「生霊使いだから『雄ゆう紀きくんの生霊から託たく宣せんを得る』とかなんとかアピールしたのかもね」

「まぁ、そんなところじゃろうな。あるいは、妹を嫁がせた所から、柳沢の陰いん謀ぼうだったのかもしらんな。妹を嫁がせ、加宮紀夫を殺し、加宮家を乗っ取る――。加宮の妻の死も事故でな。なんだかアヤシイいう噂もあった。そこからが陰謀やもしれん。柳沢の評判から判断すれば、やりかねないことじゃ。お前に裏を知られたら厄やつ介かいだと思い、ヤクザをけしかけてきたというわけじゃ。筋は通るじゃろ？」

「通る。通る」

「うまくすれば《気高き眠りの会》をそっくりいただけるかもしれんな……」

　トシ江は顎あごを撫なでる。

「え？」

「柳沢幸哉を成せい敗ばいして、お前が二代目当主を助ければ、向こうも感謝して後こう見けん人にんにと言うてくるに違いない。あるいは、雄紀っちゅう子の生霊が体に戻れんことになったら……」

「馬鹿なこと言わないでよ婆ちゃん！　意地汚い妄もう想そうにはついて行けないわ！」

　冴は腹を立てて立ち上がったる。

「あっ、これ、冴。まだ話の続きがあるのじゃ。麗さち子こには連れ子があって……」

　トシ江は言ったが、すっかり腹を立てた冴は襖ふすまをピシャリと締めて、部屋を出た。
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　深夜、長は谷せ川がわ怜れいは心霊研究部の部室にいた。

　白々とした蛍光灯の光が室内を照らしている。部室棟は無人で深しん閑かんと静まり返っていた。

　守衛には調べ物があるから遅くなると言ってあった。誰も邪魔は入らない。

　怜れいが部室に仕掛けていたＩＣレコーダーには、冴さえと雄紀の生霊との会話が録音されていた。残念ながら音声として入っているのは冴のものだけだったが、会話の内容を把握するにはそれだけで充分だった。

　冴と雄ゆう紀きは合い言葉を決めていた。

　ＩＣレコーダーを仕掛けておかなければ知ることのできなかった重要な情報だ。

“〝カンイチロウ”〟という合い言葉を言わなければ雄紀は現れない。

　怜はニヤリと笑ってショルダーバッグの中から桐きりの小箱を出した。それを長机の上に置く。

　いくらうまく召しよう喚かんの術を使ったとしても、冴が呼び出したのではないことは、すぐに知れてしまう。だが『これ』さえあれば、雄紀は誤魔化されるだろう。

　濃密な本当の母の気配が桐の小箱から立ちのぼっている。

　小箱には雄紀の臍へその緒おが入っていたのだ。

　亡き母との絆きずなが、雄紀の判断を誤らせる。マタタビに酔った猫のようにフラフラとこの部屋に現れる。

　怜は、机の上に香こう炉ろの灰を撒まき、指先で五ご芒ぼう星せいを描く。その中央に桐の小箱を置いた。

「冴がこの方法を言い当てた時は焦あせったな」

　怜は苦笑する。彼女自身が持つ霊能力を冴に気づかれないようにするのにも苦労した。

　怜は首から提さげた霊能力封じのペンダントを外す。途端に、部屋の中に霊たちが集まり始めた。怜の力に引き寄せられて来たのだ。

「さて、始めるか」

　怜はショルダーバッグの中から銀の函はこを取りだした。

　それは、昔話の《浦島太郎》に出て来る、玉手箱のような形をしていた。銀製の函は青紫の房がついた紐ひもがかけられ、蓋ふたの上で結ばれている。それを机に置き、蓋を開けた。

　蓋には《封　加か宮みや雄紀》と彫られてあった。

　まず、雄紀にこちらを注目させなければならない。出てこないことは判わかっていたが、ここに雄紀と亡き母との絆があることに気づかせなければならない。

「雄紀。雄紀。出ておいで。あたしはここよ」

　怜は空中に呼びかけた。

　怜の頭上、斜め前方の空気が揺ゆらめいた。

　雄紀が気づいて様子をうかがおうとしている。

　怜は雄紀の生いき霊りようが姿を現す前に、素早く函を取り上げて空間の揺らぎに口を向けた。

「カンイチロウ出てらっしゃい」

　合い言葉を言った瞬間、空間の揺らめきが拡大し、空中に少年の姿がぼんやりと現れた。

　少年は怜と、その手に持たれた函を見て眼を見開いた。

「加宮雄紀！　ここに戻れ！」

　怜れいが叫んだ瞬間、雄ゆう紀きの姿は人型をした霧に変じ、函はこの中に吸い取られた。

　函の中に少年の悲鳴がこだまする。

　怜はほくそ笑んでゆっくりと蓋ふたを閉めた。



　――三十分後。怜は《気高き眠りの会》の本部にいた。加か宮みや雄紀の自宅であり、現在は柳やなぎ沢さわ幸こう哉やに乗っ取られた豪邸である。

　天井の高い応接間の、ソファーで脚を組んで、怜は柳沢と対たい峙じしていた。

「つまり、二またを掛けるってことか？」

「高い金を出す方に売るのが商売ってもんでしょう？　あたしは贅ぜい沢たくがしたいの」

　柳沢は品のいいチェックのシャツにベージュ色のニットのベスト、チノパンという姿で肘ひじ掛かけ椅い子すにゆったりと座っている。怜の短いスカートから突き出した太ふと股ももに興味があるらしく、視線は怜の顔と下半身をめまぐるしく往復している。

「才覚のある奴に片腕になって欲しい。おれの女にならないか？」

「そんなことを考えるのはケダモノ以下って証明よ」怜は冷笑する。

「それに、あたしはまだ高校生。淫いん行こう条例で捕まるわよ」

　柳沢はフンと鼻で笑った。

「で、雄紀を閉じこめた函はどこにあるんだね？」



    

  
    
      



    

  
    
      「ここに持ってくるわけないでしょ。あんたに何かされたらかなわないもの。三千万くれたら、渡してあげる」

「高いな」

　柳やなぎ沢さわは微笑しながら答える。

「三千万円でこれからの《気高き眠りの会》が安あん泰たいなら安いもんでしょ？　あんただけの力では高度な託たく宣せんは出来ないんだから」

「確かに、雄ゆう紀きは昏こん睡すいの中でも父譲りのリーディング能力を発揮する。だが、三千万と言えば、会の年間収入の三分の一強だ」

「一億しか稼いでいないわけないでしょ。おじさんが引き継いでから、大金持ちの顧こ客きやくがたくさん増えたじゃない」怜れいは笑った。

「それに宗教法人だから、税金も優遇されてて、手広く商売してるわよね」

「グッズ販売を拡張しようと思っているんだが、それをお前に任せるっていうのはどうだ？」

「今のところ、目先の利益が優先なの。そっちは少し考えさせてもらうわ」

「そうか……。判わかった。今すぐ三千万は用意できない。明日の午後まで待ってもらえないか？」

「いいわよ。だけど、変な細工をしようなんて思わないでね」

「大切なパートナー候補をどうかしようなんて思わんよ」

　柳沢は怜に右手を差し出した。

　怜は冷たい笑みでその掌てのひらを一いち瞥べつすると、立ち上がる。

「あんたが信用できる人間かどうか判るまで、握手はおあずけよ」

　言って、怜は応接間を出た。



　怜が帰った後も、柳沢はしばらく応接間に残った。

　もっと早くに処分しておけばよかった。怜も麗さち子こも――。

《気高き眠りの会》を乗っ取るために、ずいぶん遠回りをした。

　麗子を加か宮みや家に嫁がせ、口うるさい親戚を金や脅おどしでこちらに引き込み、加宮紀のり夫おを殺した。加宮家を麗子が引き継いだ時点で、二人を処分しておくのが、一番賢いやり方だったのだ。

　ちょっとした霊能力は持ち合わせているから、後々なにかの役に立つのではないかと思って生かしておいたのが間違いだった。

　本当ならば今頃、この地を去って東京の高級マンションに事務所を持ち、政財界の顧客を増やして、唸うなるほどの金に囲まれていたはずなのだ。

「おれも、まだまだ甘いな……」

　加宮紀のり夫おの信者だった者たちは屋敷から追い出した。柳沢が得意とする生いき霊りようを使った呪じゆ詛そを行うためには御み霊たま函ばこがあればこと足りる。一人を病院に送って数千万。一人を不自然なく殺せば一億入るのだ。鬱うつ陶とうしくまとわりつく信者なんか必要としない。連中がもたらす会費などたかが知れている。色々な面倒を考えれば、いっそいない方が楽なのだ。

「雄ゆう紀きの生いき霊りようを取り戻したら、今度こそあの二人は躊躇ちゆうちよせずに始末しなければ」

　柳やなぎ沢さわはさっきまで怜れいが座っていたソファーを睨にらみつけ、椅い子すを立った。
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　加か宮みや麗さち子こは雄紀の部屋にいた。

　雄紀の眠るベッドの横である。向かい側に青ざめた顔の女性看護師とこの家に古くから勤める年老いた家政婦が立っている。

　看護婦は薄いピンクの制服、家政婦は古風なメイドのように黒いお仕着せに白いエプロン。髪は束ねて後ろで団子にまとめてある。

「さあ、どうするの？　このまま柳沢の言うなりになって地獄に堕おちる？」

　麗子の声は小さかったが口調は切迫していた。いつ何時、柳沢が部屋のドアを開けて入ってくるかも知れない。

　自分はなんとか誤魔化す自信はあったが、看護師と家政婦はすでに表情が硬い。自分と結けつ託たくして何かやろうとしている、あるいはやらされようとしていることが見え見えだ。

「地獄には堕ちたくありません……」

　家政婦が嗄かすれた声で言った。

　家政婦も《気高き眠りの会》の会員であり、加宮紀のり夫おのリーディングによって、何度か地獄の様子を聞いていた。深い眠りについているはずの加宮紀夫が、明快な口調で語るその光景は、彼女の心に強く焼き付いているようだった。

「あなたは？」

　麗子は看護師に眼を向けた。

　彼女は《気高き眠りの会》の会員ではない。柳沢がどこかの病院から引き抜いてきた看護師である。オカルティックな現象には懐かい疑ぎ的てきで、この雄紀の寝室で起こる怪異も、気のせいですましていた。

　看護師は大それたことをしでかして仕事をフイにしてしまうことを恐れているようだった。それを感じ取って、麗子が言った。

「ここを出てからの働き口なら、わたしが責任を持って紹介するわ。あなた、この状態を見てなにも感じないの？　この子は医師の診察も受けられずにずっと眠ったままなのよ。ただ栄養剤を点滴しているだけでは何の解決にもならないことはあなたが一番よくご存じのはずでしょう？　看護師として見過ごしていいことかしら？」

　若い女性看護師は俯うつむいて唇を噛かんだ。

「ちゃんとしたお医者様に診ていただければ、この子は回復するかもしれない。今がチャンスなのよ」

　麗子の言葉に、看護師はついに頷うなずいた。

「判わかりました。奥様」

　その言葉を聞いて、麗さち子こは二人の立つ側に回り込み、雄ゆう紀きの体を抱き上げた。

　雄紀の体は異様に軽かった。パジャマの袖口や裾すそから出た手足は肉が落ちて枯れ枝のようだった。

　家政婦と看護師が手伝って、雄紀の体を車椅い子すに乗せる。点滴のパックは背もたれから伸びた支柱にぶら下げた。

　麗子が小さい毛布を雄紀の体に掛けると、看護師が車椅子を押した。

　家政婦がドアを開け、廊ろう下かの様子をうかがう。緋ひ色の絨毯じゆうたんが敷き詰められた廊下は、明かりは灯ともっているものの静まりかえっている。

　廊下を右に進めば、すぐにガレージの扉がある。そこには二台のワゴン車と、柳やなぎ沢さわのベントレー、麗子のベンツが停めてある。

　家政婦が前に回って廊下の曲がり角の向こうを見張る。

　看護師が車椅子を押す。

　麗子が後方を見張る。

　そうやって、なんとかガレージの扉の前にたどり着いた。

　麗子はそっと扉を開け、ガレージの照明のスイッチを入れた。数度瞬またたいて蛍光灯が灯ともる。

　コンクリート打ち放しのガレージは底冷えがした。

　麗子は先にガレージに入り、ワゴン車の後部ハッチを開けた。《気高き眠りの会》の講こう演えん会かい等がある場合に音おん響きよう機器を積んで移動する車であり、両側に棚が作られケーブルやスピーカー、マイク、ミキサーなどが並べてあった。

　看護師は、通路状になったスペースに雄紀の車椅子を入れ、ロープで固定した。そしてみずからもその横にしゃがみこんで車椅子と雄紀の体を支えた。そして家政婦が雄紀と看護師の上にブルーシートをかけてその姿を隠した。

　麗子が運転席に乗り、後部ハッチを施せ錠じようし終えた家政婦が助手席に乗った。

「行くわよ」

　麗子が小声で言った。家政婦は強ばった顔で頷うなずく。

　麗子はダッシュボードの上からリモコンを取り上げて、スイッチを押した。

　けたたましい音を響かせながらシャッターが巻き上がる。その音は数万の雷鳴にも似て、全世界くまなく響き渡っているのではないかと麗子を怯おびえさせた。

　ルームミラーに映る母おも屋やへの扉に変化はない。この音を聞きつけたにしても、まだだれも駆けつけてはこない。

　麗子の運転するワンボックスは、あっけなく門を抜けて深夜の街に走り出した。

　車のライトが道を照らす。街灯は故障中なのか、辺りは漆しつ黒こくの闇やみで、ライトの光の中にぼんやりと丸くアスファルトの道が見えるだけだった。なぜか路面のでこぼこを拾うタイヤの揺ゆれも感じられない。ひたすらに平坦な道を走っているような感じなのだ。いや、宙を飛んでいるような……。

「変だわ……」

　呟つぶやいた瞬間――。

　後部ハッチの辺りで大きな音がした。

　何かがぶつかる音――。

　女性看護師が悲鳴を上げた。

　麗さち子こはバックミラーを見た。だが闇が映しだされているだけだ。

　霊れい視し能力があれば、正体を見ることが出来るのに。麗子は思った。しかし“〝それ”〟が見えないからこそアクセルを踏み続けていられるのかもしれない。おぞましい悪霊の姿など見てしまったら、その場で柳やなぎ沢さわに降こう伏ふくしてしまいそうだ……。

　再び音がした。尖とがったものでボディーを引っ掻かく音が続く。何かが車にしがみついたのだ。

「その中から櫛くしを出して！」

　麗子は家政婦が抱えるショルダーバッグを指さした。車に乗る前に麗子が助手席に乗せたものだ。

「これでございますか？」

　家政婦は古びて飴あめ色いろになったツゲの櫛を取りだした。

「加か宮みやからもらったお守りの櫛よ。歯を一本ずつ折って使うの。魔性の者が追いかけてきたときに投げつけるんだって教えられたわ。やって！」

　家政婦は頷うなずいて、震える手で櫛の歯を折る。

　窓を開けて後方に放った。

　櫛の歯が紅く輝き、誘ゆう導どうミサイルのように大きくカーブを描きながら車の後に回り込んだ。

　絶ぜつ叫きようが上がった。獣けものの咆ほう吼こうにも似たそれは、車から転げ落ち、あっという間に遠ざかってゆく。

　しかし――。

　車の後方から側面にかけて、強い力で連打されている。

　車体が揺ゆれた。

　家政婦は焦あせって何本もの歯を一気に折ろうとした。

「気をつけて！　手を傷つけないでね！　絶対に血をつけちゃ駄目よ！」

「は……はい！」

　家政婦はうわずった声で返事をしながら、折った歯をバラバラと窓外に散らした。

　空中で櫛の歯が赤しやつ光こうを放ち、四方八方に飛んでいく。

　ボディーを連打する音がピタッと止んだ。

　静まりかえった車内には麗子と家政婦と、そしてブルーシートの中で震える看護師の乱れた呼吸音だけが響いていた。

　家政婦は掌てのひらで冷や汗を拭ぬぐった。

　掌てのひらにぬめっとした感触があった。

　視し野やのすみで何かが動いた。

　すぐ横の、開けはなった窓――。

　何かが下からせり上がって来る。

　髪――。ボサボサの髪である。

　違う――！

　家政婦は掌で顔を覆おおう。

　櫛くしの聖なるお力で魔物は駆く逐ちくされたはずだ。

　顔を覆った掌が鉄錆さび臭かった。

　ドキッとした。

　ゆっくりと掌を顔から放す。

　掌が真っ赤だった。

　右手の人差し指、その第二関節の皮膚がざっくりと切れて血が流れ出している。

　――絶対に血をつけちゃ駄目よ！――

　麗さち子この言葉を思い出した。

　家政婦の膝ひざに何か重い物が落ちた。

「ひっ！」

　驚いて見下ろすと、乱れた髪を顔に垂らした若い女の上半身が窓から乗り出している。丁度その頭が彼女の膝の上にあったのだ。

　瞬まばたきをしない真っ黒な瞳が家政婦を見上げている。

　恐怖のあまり悲鳴を上げた瞬間、女は家政婦の頭にしがみつき、そのままズルズルと車外に引き出そうとした。



　悲鳴に驚いた麗子が助手席に眼をやると、家政婦の脚が車外の暗くら闇やみに落ちていくところだった。

「血をつけちゃったのね！」

　麗子は言って、ブラウスの胸元に手をやる。紐ひもを引っ張って、小さなお守り袋を出した。

　窓からボサボサの髪の女が侵入してくる――。

　麗子は守り袋の紐を引きちぎった。白い絹きぬ織おり物もので作られた袋の中には不ふ動どう明みよう王おうの《カンマーン》という梵ぼん字じが書かれた護ご符ふが納められている。

　女の手が麗子の腕に伸びる。

　恐怖を押し殺し、女の手に守り袋を押しつけた。

　赤い光を放って、女の右腕の肘ひじから先が消えていた。

　女は黄色い歯をむき出して、麗子に掴つかみかかろうとする。麗子は守り袋を女の顔に叩たたきつけた。

　凄すさまじい絶ぜつ叫きようとともに女の姿は消えうせた。

　助手席の座面に守り袋が落ちていた。中でなにかが燻くすぶっているかのように、錦にしき織おりの布目から煙が立ち上っている。

　亡き夫加か宮みや紀のり夫おに麗さち子こが『これは悪霊を調ちよう伏ぶくする護ご摩まと同じ効果を持つお守りだ』と渡された物だった。

　守り袋から炎が上がった。

　麗子は腕を伸ばして守り袋の千切れた紐ひもをつまむと、数度振り子のように振って窓から投げ捨てた。

「ナウマクサンマンダ　バサラダンセン、ダマカロシャダソワタヤ……」

　真しん言ごんを唱える。

　得え体たいの知れない物たちの咆ほう吼こうが巻き起こった。

　それは螺ら旋せんを描くようにしばらく車の周囲を回っていたが、空気に溶け込んでいくかのように消えた。

　急にフロントガラスの向こう側の景色が変わった。

　ライトが照らす一本道は消え、加宮邸の前庭の景色が現れた。エンジンが止まり、車は停止していた。現うつし世よに戻れたのだ。

　ライトの光こう芒ぼうの中に、柳やなぎ沢さわ幸こう哉やの姿があった。



    

  
    
      



    

  
    
      　今のが結けつ界かいというものか……。麗子は口中がカラカラに干上がっているのを感じた。

　一方、結界を破られた柳沢は眉まゆを吊つり上げて怒りの表情を見せている。

　麗さち子こはイグニションキーを回し、再度エンジンをかけた。アクセルを踏み込むと、勢いよく排気音が吹き上がる。

　タイヤが砂利を弾はじき飛ばし空転したと思った瞬間、車は弾かれたように飛び出した。

　危険を察知した、柳やなぎ沢さわが左に転がる。その真横をすり抜けて、麗子の車は門に突進した。

　ルームミラーに、立ち上がった柳沢の姿が小さくなる。しきりに両手を組み合わせて印いんを結んでいるのが見えた。

　しかし車には何の変化もない。夫のお守り袋が柳沢の邪魔をしているのだと麗子は思った。

　麗子の車は今度こそ本当に門を抜けて深夜の街の中に走り出した。



　　　　５



　闇やみの中に古めかしい電話機のベルが響き渡った。

　冴さえは反射的に飛び起きて、枕元のスタンドを灯ともす。

　冴の携帯電話の呼び出し音だ。着信のサイン、加か宮みや麗子の名前が明めい滅めつしている。

　冴は周囲に柳沢が放った式しき神がみがいないことを霊れい査さで確認した後、電話に出た。

「はい。斎いつ宮き冴です」

『雄ゆう紀きを連れ出したわ』

　麗子の声は周囲を気にしているのか、押し殺したように聞こえた。

「今、どこですか？」

　麗子は市内の大きなホテルの名を言った。そこの最上階のスイートルームに身を潜めているという。

「柳沢が知らない場所なんですね？」

『よく使うホテルよ』

「すぐに見つかっちゃいますよ」

『別の場所も考えたけど、心細くて……。このホテルなら信頼がおけるし……。それに、あなたに言われたとおり護ご符ふを貼はってあるわ』

「判わかりました。では、今から向かいます」

　冴は電話を切ると、すぐに御み霊たま部べ屋やに降りて巫み女こ装しよう束ぞくや祈き祷とうの道具を入れたボストンバックを手に持ち、母の寝室のドアをノックする。

「お母ちゃん。仕事よ。車、出してちょうだい」

　室内でゴソゴソと物音がして、爆発したような寝ね癖ぐせ頭もそのままに、母親が眠そうな顔で現れた。

「場所は？」

　母の声は不機き嫌げんそのものだったが、冴が住所を言うと頷うなずいて玄関に向かった。

　いつもは冴の仕事に冷淡な反応しか示さない母だった。日中の仕事にはタクシーを使えと素っ気ない。しかし、夜間、急に仕事が入った時などは、必ず運転手として動いてくれる。

　日中は多くの人が活動していて、邪霊が冴さえの動きを捕らえて攻撃することは難しい。しかし、深夜は彼らの領域りよういきで、冴に対して容易に攻撃をしかけてくる。そんなとき、民間のタクシーに乗っていると防ぼう御ぎよの方法も限られてくる。だが、冴の母仁ひと美みの車は幾つかの護ご法ほうで護まもられており、安全に移動できるのだ。

　いつも自分勝手な生活を謳おう歌かしている祖母や母が、どんな基準で冴を手伝うと決めているのか皆目見当がつかなかったが、時折見せるその優しさめいたモノにほろりとさせられることがある冴であった。

　月光の下、仁美の運転する車は、聖ひじり塚づかの山やま手のてにある大きなホテルのそばに停まった。

　仁美は冴と荷物を車から降ろすと、眠そうな顔で「じゃ、頑張って」と言い置き、帰っていった。

　冴はボストンバッグを抱えてフロントマンに目礼すると、エレベータに向かった。麗さち子こから話が通っているらしく、若い男性のフロントマンは軽く会釈しただけでなにも言わずに冴を通した。

　エレベータで二十階へ向かう。

　時間がない。柳やなぎ沢さわはすぐにここを見つけだしてしまうだろう。こっちが雄ゆう紀きの霊れい体たいを体に戻すのが先か、柳沢がここに駆けつけるのが先か……。

　エレベータの扉が開くと、麗子が待っていた。フロントマンが冴の到着を伝えたのだと冴は思った。

「遅くにごめんなさいね」

　麗子は言いながら廊ろう下かを歩く。

「雄紀くんは大丈夫ですか？」

「看護師が一緒だから。でも、屋敷を出るときに兄に見つかっちゃって」

「よくご無事で」

「夫から教えられていた術を色々使ってなんとか逃げてきたわ」

　麗子は一番奥まった部屋のドアを開けた。

　入るとそこはリビングルームだった。右手のドアを開けると、広いベッドルームに薄暗い照明が灯ともされていた。

　二つあるベッドの手前側に、羽毛布団にくるまれて雄紀が横たわっている。その横の点滴のスタンドの側に、不安そうな顔をした若い女性看護師が座っていた。

　冴はベッドに歩み寄って雄紀の顔を見た。生いき霊りようとなってさまよっていた少年と同じ顔だ。

「雄紀くん。今、助けてあげるからね」

　冴は言った。そして首を傾かしげ、寝室の中を見回した。

「どうしたの？」

　麗子が訊きく。

「雄ゆう紀きくんの気け配はいがないんです。大人おとなを警戒していましたから、近づかないのかもしれません」

「あたしまで警戒されているのね」麗さち子こは悲しそうな顔をした。

「隣で待っていればいいのかしら？」

「できれば」

　と、冴さえは言った。

　麗子は看護師に目め配くばせして、寝室を出る。

　冴はベッドの横の床に、ボストンバックの中から雄紀を召しよう還かんするために使う道具を出す。

　古い青せい銅どうの香こう炉ろ。燭しやく台だい。

　雄紀とは打ち合わせをしているので、簡単な道具立てでいいはずだったが――。

　冴は近くに雄紀の気配がないことがだんだん不安になってきていた。

　雄紀に何かがあったのではないか？

　冴は太い百目蝋ろう燭そくを燭台に立て、マッチで灯をともす。火を灯ともした小さい練れん炭たんを香炉に置いて香こうを振りかける。

　白い煙が漂ただよいだし、甘い香りが立ち昇った。

　冴は合い言葉を使って雄紀を呼ぶ。

「カンイチロウ。カンイチロウ。ここにはあたし一人よ。安心して出てきて」

　冴は声を掛けた。

　しかし、雄紀からの返事はない。

　おかしい。冴は焦あせりを感じる。

　本格的な召還をしなければならないのか……。

　その時、冴の耳に微かすかな声が聞こえた。

『冴。冴。おれだ』

　冴が手伝いのために召還した未成仏霊“〝トオル”〟の声だった。

「トオル、どうしたの？」

『あんたの呼び掛けに微かに答える声を聞いた』

　肉体を持つ冴よりも、未成仏ではあっても霊れい体たいだけのトオルの方が、霊の放つ波動への感受性は強い。

「なぜ現れないか判わかる？」

『向こうの霊波動が弱すぎてよく判らないが……。誰かに捕らわれているようだ』

「柳やなぎ沢さわ幸こう哉やに？」

　冴は驚いて訊きいた。

　柳沢が雄紀の生いき霊りようを捕らえているのだとすれば、厄やつ介かいなことになる……。

　冴が舌打ちしたとき、ドアが開き青い顔をした麗子が部屋に入ってきた。

「どうしました？」

　冴が訊くと、麗子が唇を震わせながら応こたえた。

「今、兄から電話があったの……」

「柳やなぎ沢さわ幸こう哉やから……。電話に出ちゃったんですか？」

　優れた霊能力者であれば、電話で会話しただけで相手がおおよそどのあたりにいるのかを感知できる。

「わたしじゃなくて、看護師にかかってきて……。止めたんだけど間に合わなかったの。それでわたしに替われと言われて……」

　看護師にまで注意を与えておかなかったのはこっちのミスだと冴さえは反省した。

「で、柳沢はなんと？」

「雄ゆう紀きの霊れい体たいを捕らえたって。肉体の方を返さなければ、霊体を消滅させるって言ってたけど……」

　その言葉に、冴はなにかちぐはぐな感覚を抱いた。

　柳沢が雄紀の霊体を捕らえた？

　いつ？

　麗さち子こが雄紀の体を屋敷から連れだした後にすぐ？

　雄紀の霊体をそんなに簡単に捕らえる方法があれば、柳沢はとうにやっているはず。

　だとすれば、麗子が雄紀の体を運び出す前にすでに捕らえていたのか？

　それならば、麗子の行動を牽けん制せいする大きな切り札ふだとなる。もっと早く、彼女に知らせているはずだ。

　……柳沢以外の誰かが雄紀を捕らえたのか。麗子があたしに依い頼らいしたように、柳沢は雄紀が警戒心を持たない第三者に、霊体の捕ほ獲かくを命じた――。そういうことだろうか？

　だが、どうやって？

　雄紀の体を奪だつ取しゆされた直後だなんて、あまりにもタイミングが良すぎないか？

　それとも、柳沢のハッタリだろうか……。

　だが、トオルは雄紀の霊体が誰かに捕らわれていることを感知している。

「本当にそんなことできるの？」

　麗子の質問が冴の思考を途切れさせた。

「霊体を消滅させることを、ですか？」

「ええ」

「依いら頼い者しやにたちの悪い霊が取り憑ついていて、こちらの説得に応じようとしない場合、消滅させる法を行うことがあります」

「生いき霊りようにも効果があるの？」

「霊体であるかぎりは」

　冴が答えると、麗子は唇を噛かみしめた。

「どうしたらいいの……。冴さん」

「雄紀くんの霊体を消滅させれば、柳沢も大きな商売の元を失うことになります。ハッタリですよ」

「でも、雄ゆう紀きの霊れい体たいは向こうの手の中にあるのよ……」

「あたしが、取り戻して来ます」

　冴さえはきっぱりと言った。

「お願いします……。あなただけが頼りなの」

　麗さち子この頬ほおに涙が伝った。

「あたしが出かけたらすぐにここを引き払ってください。この場所は柳やなぎ沢さわに知られた可能性がありますから」

「わかったわ。でも、新しい隠れ家をどうやってあなたに教えればいいの？」

「雄紀くんを救い出してから、彼に案内してもらいますよ。自分の体がある場所は、自分がよく知っています」

　冴は床に並べた道具をバッグにしまいながら言った。



    

  
    
      


　　第五章
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　冴が部屋を出て数分後、ドアがノックされた。

　出かける準備をしていた麗子と看護師はドアに眼をやった。

　もう一度、ノックの音が響く。

　看護師は雄紀を座らせた車椅い子すの後に立ち、寝室に移動させようとした。

「ちょっと待って」

　麗子はドアに歩み寄り、スコープで廊ろう下かの人物を確認したのち、ドアを開けた。

　長は谷せ川がわ怜れいが入って来た。

「こんな場所、すぐに探り出されるわよ、母さん」

「言われるまでもないわ」

　麗子は言った。冴の前では見せたことのない冷たい笑みを口元に浮かべている。

　怜は車椅子に歩み寄り、眼を閉じた雄紀の顔を確認して言う。

「ひどい母さんよね。柳沢のおじさんよりたくさんお金をだしてくれることになったら、すぐに戻れるからね」

「いちばんひどいのはあんたじゃなくて？」

「あたしより、あたしに『自分の女になれ』って言った柳やなぎ沢さわおじさんの方がずっとひどいと思わない？　自分の妹の娘にむかってさ」

　怜れいがそう言うと、麗さち子この顔が凍った。

「兄さん、そんなことを……？」

「まぁ、昔から、そういう人だったけどね。ケダモノよりも倫理観が無い人。ねぇ雄ゆう紀きくん」

　雄紀の髪を撫なでる怜の腕を、麗子は強く引いた。

「怜。ちょっとこっちにいらっしゃい」

「乱暴はよしてよね。雄紀の霊れい体たいはあたしが預かっているんだからね」

　怜は不満げに言いながらも、麗子に引っ張られて隣の寝室に入った。

　麗子はドアを閉め、さらに奥に向かう。

「なによ。看護師に聞かれたくないのはわかるけど……」

　怜は麗子に押されてバスルームに入った。

　麗子は後ろ手にドアを閉める。

　そして、ゆっくりと怜に向けて伸ばした手にはブローニング社製の小型自動拳けん銃じゆうが握られていた。太く短い消音器サイレンサーが銃口に取りつけてある。

「何の真ま似ねよ……」

　怜はうわずった声で言う。

「ここを使えばあんたが来てくれるだろうと思ってわざと選んだのよ」

「どういう意味？」

「雄紀を閉じこめた御み霊たま函ばこの場所をおっしゃい」

「あたしが脅おどしに屈すると思うの？　馬鹿馬鹿しい。交渉決裂ね。あたしは柳沢おじさんの味方につくわ」

　怜は言ってバスルームを出ようとした。麗子の手が飛び、頬ほおを思い切り叩たたいた。

　怜はよろけてバスルームの床に座り込む。

　軽い脳のう震しん盪とうでも起こしたのか、怜は顔を両手で覆おおったまま、しばらくの間うずくまっていた。指の隙すき間まからポタポタと血が滴したたった。

「やったわね……」

　やっと上げた顔は鼻血で紅く染まっていた。

「バスルームに連れてきた意味が分かったでしょ」

「いい気にならないでよね」

　怜は立ち上がる。

　麗子は躊躇ちゆうちよいもなく引き金を引いた。

　消音器を通った鈍い銃声がバスルームに響く。

　タイルの上に真しん鍮ちゆうの薬やつ莢きようが落ちる乾いた音が続いた。

　怜れいは脚をすくわれたように前のめりに倒れる。

　左膝ひざの辺りからゆっくりと血が流れ出した。

「痛い……」

　怜が呻うめき、体を起こして左膝を抱えた。

　麗さち子こを見上げる眼には恐怖の色が満ちていく。

「いい？　怜。わたしは本気なの。目的のためなら、実の娘だろうがなんだろうが、痛めつけることも厭いとわない。だって、一度だけの人生ですもの。誰かのために我が慢まんして、耐えて生きるなんてごめんなのよ」

「だから、あたしを父さんに押しつけたわけだ」

　怜は食いしばった歯の間から声を出す。

「その通りよ。あんただって、同じことを考えて、柳やなぎ沢さわおじさんとあたしを秤はかりにかけたんでしょ？」

　麗子の銃口は、怜の額に向いていた。

「さあ、幾つか仕事をしてもらうわ。まず、柳沢おじさんに電話を掛けて」

「……おじさんに？」

「斎いつ宮き冴さえがそっちに向かったって。柳沢おじさんが雄ゆう紀きの霊れい体たいを捕らえていると思っているよってね」

「闘わせるつもりなのね？」

「あなただって考えたでしょ？　わたしにもあんたにも騙だまされる馬鹿女をどう使おうかって。柳沢おじさんと闘わせるのが一番でしょ。どっちが倒れるにしろ、片方もふらふらよ。こっちの手間が少なくてすむわ」

「悪党ね……」

「あんたに言われたくないわ。だけど、あんたより一枚上手だったことは確かね。さあ、傷が痛くてもうまく喋しやべるのよ。柳沢おじさんに感づかれたら命は無いからね」

　麗子は言った。

　怜はジーンズのポケットから携帯電話を出す。

　麗子はサッとそれを取り上げた。

「下手な小細工をされるかもしれないから、メールの方がいいわね」

　麗子は言いながら、素早くキーを押して偽情報の文面を打つ。

　今回の件で、怜のメールの特徴は掴つかんでいる。

　怜に、臍の緒を使って雄紀をおびき出すように指示したのは麗子だった。それらはほとんどが携帯電話のメールで行われた。

　自分と実の母を繋つないでいた絆きずなに引き寄せられて現れた雄紀を御み霊たま函ばこを使って捕獲する。御霊函は新品が《気高き眠りの会》の倉庫にたくさん保管されている。柳沢幸こう哉やが用意した物だが、管理が杜ず撰さんなので、何個か持ち出しても気づかれはしなかった。

　もし、臍へその緒おでおびき寄せる方法が失敗しても、次の手があった。

　斎いつ宮き冴さえである。

　怜れいが通う学校の中等部に霊能者冴がいることは知っていた。

　心霊研究部の部室に怪異が起こると言って冴を招まねけば、必ず強い力を持った霊が通り抜けた痕こん跡せきを見つけるだろう。そうすれば、冴はその正体を確かめようとする。そして眠れる霊能力者、加か宮みや雄ゆう紀きに行き当たる。そして《気高き眠りの会》を柳やなぎ沢さわ幸こう哉やが牛耳っているのを知り、雄紀を救おうとするに違いない。

　雄紀が霊れい道どうを閉じ忘れて邪霊が出現してしまったのはイレギュラーだったが、こちらの存在をぼやかしてしまうには好都合だった。

　冴が柳沢をどの程度まで追いつめるかは判わからなかった。いっそのこと殺してもらえればこちらの思うつぼだったが、そこまでは期待できない。霊力を奪ってもらえれば、あとはこちらでいかようにも料理できる。

　それで《気高き眠りの会》はわたしのもの。雄紀の生いき霊りようは体に戻し、優れたリーディングを行う霊能力者として会に君くん臨りんさせる。

　もともと、柳沢の陰いん謀ぼうで仕組まれた再婚だった。最終的には柳沢が会の頂点に立つことになっていた。

　柳沢はギャンブルや投資など、何かにつけ勝負に出るのが好きだ。大きく勝つこともあったが、それに数倍して負けることもある。下手をすると遠からず会の財産を食いつぶしてしまうに違いない。

　それよりは雄紀の後こう見けん人にんとして慎ましく、そして長く、甘い汁を吸い続ける方が性に合っている。

　唯一の誤算は、実の娘の裏切りだ。

　怜がまだ幼いころからから、麗さち子こは親子の情じよう愛あいよりも同どう族ぞく嫌けん悪おを抱く方が多く、今更娘を傷つけてもたいして心は痛まない。

　いや……。血を流して苦しそうな表情をしている怜を見るとゾクゾクとした興奮さえ感じるくらいだ。

　麗子は何度か文面を確かめてメールを送信した。

『斎宮冴がそっちに向かった。雄紀の生霊は柳沢おじさんが捕らえていると思っているようよ。何かにつけて邪魔な奴だから始末した方がいいわ。冴を引き込むなんて、母さんも余計なことしてくれたものね。　怜』

「さて、雄紀の所に案内してもらいましょうか」

　麗子は言って、怜にタオルを放り投げる。

　怜は顔にかかったタオルを取り、膝ひざにきつく巻いた。

「雄紀の御み霊たま函ばこを手に入れたら、あたしを殺すつもりでしょう？　誰が案内するもんですか」

「あんたが案内してくれなかったら、不幸な母の演技を続けて冴に探し出してもらうわ。早いか遅いかの違いだけ。あんたが案内したくなければ、ここで死んでもらうだけのことよ」

　麗さち子この言葉に、怜れいは唇を噛かみしめて立ち上がった。

「こんな格好でフロントの前を通れば、警察に通報されるわよ」

「馬鹿ね」麗子は笑った。

「田舎はね、何事にも金持ちや名士が有利な環境なのよ。ここで地元の名士がしでかした不ふ祥しよう事じが外に漏れてしまえば、商売が成り立たなくなるのよ。血を流しているのがあたしなら話は別だけど、あんたが血を流していても助けてくれと叫んでも、ホテルマンは見て見ぬ振りをするわよ。なんなら試してみる？」

　麗子は拳けん銃じゆうを振って怜を促す。

　リビングに戻った怜の血まみれの姿を見て看護師は絶望的な表情をしたが、なにも言わなかった。

　そして、麗子の言葉通り、脚を引きずり廊ろう下かに血けつ痕こんを残しながら歩く怜を見ても、フロントは表情一つ変えなかった。そして最後尾を歩く麗子に極上の笑みを見せて「行ってらっしゃいませ」と言ってみせたのだ。
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　柳やなぎ沢さわ幸こう哉やは《気高き眠りの会》本部の中にある寝室で怜からのメールを受けた。

　以前は加か宮みや紀のり夫おが使っていた寝室は十畳ほどの広さがあり、セミダブルのベッドとアンティークな机、書棚が置かれていた。

　斎いつ宮き冴さえは、妹麗子が雇ったのか……。てっきり偶然、この件に関かかわってきたのだとばかり思っていたが。

　しかし、麗子にも霊能力はある。冴に会えば見抜かれるはずだが……。

　そういえば麗子は雄ゆう紀きを連れ出すとき、頑かたくなに“〝自分の技”〟を使おうとしなかったな。

　霊能力者が自分の力を使えば、必ずその痕こん跡せきが体に残る。それは星ほし屑くずのようにきらめきながら降りそそぐ光点の群れだったり、体の表面を走る細い稲いな妻づまだったり、香こう木ぼくのような薫かおりだったりと、人それぞれ異なる。

　麗子は残り香のようなそれが体に残ることを防ぐために、紀夫が遺のこした呪物だけを使ったのか。

　哀れな母親役に徹するために……。

　柳沢は文面を見るとすぐにベッドから降り、グレーのスーツに着替えると、祈祷室に急いだ。

　加宮紀夫が生きていた頃は数十人の信者――紀夫は『会員』と呼んでいた――が寝起きして賑にぎやかだったが、柳沢が雄紀の後こう見けん人にんとして本部に入ってからは住み込みの者たちを色々な理由をつけて追い出した。食費だけでも馬鹿にならない出費だからである。

　以後、使用人は秘書を二人と雄ゆう紀きの世話をする看護師だけを住まわせている。

　広い邸内は静まりかえっていた。

　日常的に招しよう霊れいや除じよ霊れい、浄じよう霊れいを行う場所である本部には霊達を引き寄せやすい場ができあがっている。しかし、特殊な結けつ界かいを張っているために召しよう還かんされた霊以外は邸内に侵入できないようになっていた。

　柳やなぎ沢さわは古い橋のように中庭につきだした渡り廊ろう下かを通って、八角形のお堂の扉を開けた。

　柳沢が本部に入ってから作らせた祈き祷とう室で、二十畳ほどの広さがある。白しら木きで貼はられた壁面からは真新しい檜ひのきの匂いがしている。

　祈祷室は中程で御み簾すで仕切られている。その奥に雄紀を寝かせて置く寝台があった。手前には柳沢が腰掛ける豪華なロココ調の椅い子す。それに向かい合うように依い頼らい者が座るソファーがあった。

　柳沢が壁のスイッチを押すと、床が割れて下から密みつ教きようの祈祷に用いる護ご摩ま壇だんがせり上がってきた。三角形に組んだ調ちよう伏ぶく護ご摩まの火か爐ろである。敵に対する呪のろいを行う専用の火爐であった。

　柳沢は急いで禮れい盤ばんに座り護摩の火爐に火を灯ともした。

　護摩壇の前に座って、左に積み上げてある木製の形かた代しろを取り上げて筆で呪じゆ言ごんを書き込む。

　次々と呪言を記した形代を火爐の中に入れていく。練れん炭たんから移った火が、やがて形代の山を舐なめる炎となった。

　柳沢は護摩壇に並べた容器から抹まつ香こうを一つまみ取ると、炎に振りかけた。

　細かい火花が炎の中ではじけ、重く甘い香りが立ち上った。

　煙が身をくねらせる亡者のように天井に向かって立ち昇る。

　口の中で低く呪言を唱える。柳沢が修しゆう験げん道どうの修行をしていた頃に習い覚えた邪霊の使し役えき法だった。

　護摩壇に置かれていた一本の剣つるぎを取り上げた。古こ墳ふん時代に用いられていた剣を模して作らせたものだった。真っ直ぐな両刃の剣には黄金の柄と環頭の飾りがついてる。

　柳沢は剣で横ざまに炎を斬きる。

　斬られた炎は不思議なことに刃の上に乗った。

　柳沢は剣の上で燃えあがる炎を右手の空中に移動させ、さっと剣を引く。

　呪法によって炎は人ひと魂だまのように空中で燃え続けているのだ。

　柳沢は何度も炎を斬っては空中に移し替える。やがて祈祷室の中は空中でチロチロと燃える炎で一杯になった。

　柳沢は座ったままくるりと後を向き、浮かんでいる炎を見回した。そして低く一言言い放つ。

「敵は斎いつ宮き冴さえ」

　炎の群れがゆらりと揺ゆれた。そして次の瞬間、いっせいに消え去った。
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　ホテルから麗さち子この車で二十分ほど北に走ると、周囲は雑ぞう木き林ばやしや田畑に囲まれた田園地帯となる。ルートを東に取り、さらに進んで丘きゆう陵りゆう地帯の坂を昇ると、眼前に住宅街が現れる。高い生け垣や高級石材の大おお谷や石いしの塀に囲まれた大邸宅のが多い。

「ここよ……。早く病院へ連れて行ってちょうだい」

　怜れいはとある西洋館の前にさしかかったところで呻うめくように言った。

「看護師に手当てしてもらったでしょ。もう少し我が慢まんなさい」

　麗子は冷たく言った。

　月光の下、邸内には明かりはない。

　怜の友達の家である。その友達は東京都内に引っ越したので、この家はいま無人であり、別荘にでも使ってと友達から鍵を預かっているということだった。

　麗子は看護師に門を開けるように命じた。

　――しょせん、金持ちの感覚は判わからない。

　背の高い鉄格子の門扉を看護師が開けると、麗子は苦い思いで屋敷の車寄せまでワンボックスを進めた。

　麗子と柳やなぎ沢さわ幸こう哉やは修しゆう験げん道どう系の拝み屋の家に生まれた。大きな組織を持たない町の拝み屋は高度経済成長の好景気にも縁が無く、兄妹はいつもひもじい思いをして過ごした。

　大人おとなになって、祈き祷とう師しとして結構な収入を得るようになっても、気の利いた金の使い方はできなかった。

　もうこの街には帰ってくることがないのに家を残しておく感覚。そしてそれを赤の他人に『勝手に使って』と鍵を与える感覚。それが麗子には理解できなかった。娘の怜は当然のことのように“〝金持ち”〟という身分を謳おう歌かしている。

　そのあたりも、我が子であるのに強い憎ぞう悪おを抱く原因にもなっているような気がした。

　車を停め、拳けん銃じゆうで怜を促しながら玄関に立つ。

　怜は鍵を開け、大きな木製の扉を押した。微かすかな軋きしみを立てて扉が開く。

　広い玄関ホールには月光が差し込み、明かり取りの窓の格子のシルエットが落ちている。

　怜は照明のスイッチを押した。吹き抜けのホールの天井からつり下げられたシャンデリアに明かりが灯ともった。綺き麗れいなカットのクリスタルガラスが小さな虹色の光を反射している。

　怜はホール正面にある大階段の裏側に脚を引きずりながら入った。

　木の腰こし板いたを押すと、カタンと音がして内側に開いた。地下室に向かう隠し扉のようだった。

「ワインセラーよ」

　怜は言って階段の明かりをつけた。

　漆しつ喰くい壁が下まで続いている。

　麗子は看護師と車椅い子すで眠る雄ゆう紀きをそこに残して怜とともに階段に足を乗せた。

　地下に降りると壁と床は石組みに替わり、木の棚がずらりと並んでいた。ほこりを被かぶったワインの瓶が積み上げられている。

　三十畳ほどある地下室の、一番奥にそれは置かれていた。

　古い机の上に、三つの銀色の御み霊たま函ばこがあった。

　中央の函からは雄ゆう紀きの気け配はいがわずかに漂ただよいだしている。残りの二つは、何か不都合があったときの予備として《気高き眠りの会》の本部からくすねてきたものだった。

「本物ね」

　麗さち子こは言った。

「判わかったら、早く病院へ連れてってよ。貧血を起こしそうなの」

　背中を見せたまま言う怜れいに、麗子は銃口を向けた。

　麗子は無造作に引き金を引いた。

　鈍い音とともに怜の背中に穴が開いた。

「さよなら、お母さま……」

　怜が囁ささやくように言った。その声は嘲ちよう笑しようを含んでいた。

　怜は数歩よろめき、部屋の隅に仰あお向むけに転がった。

　罪悪感は無かった。ほんの少し苦い思いが胸にこみ上げたが、それも軽い胸焼けのように通り過ぎていった。
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　途中の路地で巫み女こ装しよう束ぞくに着替えた冴さえは、ボストンバッグを担いで、深しん更こうの街を走っていた。

　袖長白はく衣いに緋ひの袴はかま。長い髪は後頭部で檀だん紙しで包み、水みず引ひきでとめている。

　麗子の隠れていたホテルから走り続けて約二十分で《気高き眠りの会》の本部に着いた。

　石垣と漆しつ喰くい、上部に瓦かわらを乗せた高い塀が続いている。時代劇に出てきそうな門の左右には篝かがり火びが灯ともされていた。

　異様に静かだった。

　冴の小砂利を踏む足音さえ何かに吸収されて鈍く響いている。

　小砂利？

　冴は足元を見た。聖ひじり塚づか市の市街地はすべてアスファルトで舗装されているはずだ。しかし、冴が走る道は小砂利が敷き詰められた土の道である。

　どこかで何者かが作った異世界、結けつ界かいの中に入ってしまったのだ。

《気高き眠りの会》本部の道を挟んだ向かい側には家がなかった。漆しつ黒こくの闇やみが蟠わだかまっている。道と闇との境界はぼんやりと滲にじんだようになっていた。

　柳やなぎ沢さわ幸こう哉やが造り出した結界に違いない。本気で事を構えるつもりなのだ。誰にも邪魔されず、自分が有利に闘うために結界を造った。

　かえって好都合だ。周りに気兼ねなく闘える。

　冴さえは速度を落として門前に立つ。深呼吸をして乱れた息を整えた。

　二つの篝かがり火びが揺ゆれるたびに、門の影がユラユラとゆらめく。

　冴は、髪が乱れないように白い鉢はち巻まきをすると、ボストンバッグの中から独どつ鈷こ杵しよを出した。そしてバッグは道の端に放り投げる。

　独鈷杵は、古代インドの武器の形を模した密みつ教きようの法具である。左右に槍やりの穂先のような鋭い部分をもつ道具で、中央の柄の部分はくびれて細かい装飾が彫り込まれている。素材は黄おう銅どう。冴の独鈷杵は室町時代に造られたもので弘こう法ぼう大だい師しが使っていたものだと、これをくれた祖母トシ江えは言っていた。

　冴は悪霊や邪霊の調ちよう伏ぶくを行う際、よくこの独鈷杵や穂先の部分が三本になった三さん鈷こ杵しよを用いる。

　冴は、真っ直ぐ独鈷杵を門に向けた。

「ナマク　サンマンダバサラダン　カン……」

　口の中で不ふ動どう明みよう王おうの真しん言ごんを唱える。

　大きな音がして、門扉が揺れた。

　しかし、内側にかんぬきが掛けられているらしく、開かない。

　冴はもう一度独鈷杵を門扉に向けた。

「ナマク　サンマンダバサラダン　カン！」

　さらに真言を唱えた瞬間、巨大な拳こぶしに叩たたかれでもしたように、連続して門扉が揺れた。

　轟ごう音おんを建ててかんぬきが折れ、門扉が内側に吹っ飛んだ。

　同時に門内から煙の塊かたまりのようなものが幾つも飛び出してきた。

　それは巨大な首だった。髪を振り乱した男の首である。頭頂部を剃そったそれらは、武者の大首であった。

　冴は一歩引き、独鈷杵を構える。

　その背後から、金色に輝くものが飛び上がった。

　首の一つに襲いかかり、雲のような靄もやのようなそれを噛かみちぎり叩き伏せたものは、金色の狼の姿をしていた。

「トオル、格好良すぎ」

　冴が苦笑する。

　残り一つの大首は冴に迫り、もう一つは狼に大口を開けて襲いかかった。

　狼はその口の中に飛び込み、内部を食い荒らす。砕けた霊れい体たいを取り込み、狼は一回り大きくなった。

　冴は飛びかかってくる大首に向かって、独鈷杵を突きだし、真一文字に横よこ薙なぎにする。

太た刀ちで斬きりつけるイメージだ。

　大首はイメージ通り真っ二つに断ちきられて、地面に落ちた。それを金色の狼が食い尽くす。

「トオル、行くよ！」

　冴さえは言って門の中に走り込んだ。



　磨き上げた銅どう鏡きようの表面に、《気高き眠りの会》の門を突破した冴の姿が映っていた。式しき神がみとして放った鴉からすの眼が捕らえた映像だった。

　鏡を凝ぎよう視ししているのは加か宮みや麗さち子こである。まだ体温の残る娘の亡なき骸がらが側に転がっていた。

　近くに待機して仕上げに備えなければならない。

　麗子は鏡と仕上げに必要な道具を大きなショルダーバッグに詰めると地下室を出た。

　玄関ホールで車椅い子すで眠る雄ゆう紀きとともに待っていた看護師に、適当な部屋で休んでいるように言うと、麗子は外に出て車に乗った。

　目指すは《気高き眠りの会》本部。冴か柳やなぎ沢さわ、どちらかが倒されたときが勝負。あるいは力が拮きつ抗こうして二人とも疲ひ弊へいしきった時――。

　麗子はほくそ笑んでイグニションを回した。



　　　　５



　暗い廊ろう下かには等間隔に一本足の燭しよく台だいが立ち、太い百目蝋ろう燭そくが大きな炎を揺ゆらめかせている。

　冴は強い邪気を感じて、立ち止まった。

　黄金の狼の姿をしたトオルも、冴の隣で立ち止まり、低い唸うなりを上げる。

『油断するなよ、冴』

「それはこっちのセリフよ、トオル」

　冴は腰を落として身構えた。

　廊下の奥から風が吹いてきた。最初微風だったそれは、やがて袴はかまの裾すそを翻ひるがえすほどの暴風となり、強烈に生なま臭ぐさいにおいを吹きつけてきた。

　重い物を引きずるような音が廊下の曲がり角の向こうから聞こえてきた。

　床から天井まで達する黒い物がせりだしてきた。

　髪の毛である。何かを引きずる音と共に、それは冴とトオルの方へ向きを変えた。

　巨大な妖よう女じよだった。乱れた髪を引きずりながら、廊下を這はってくる。背中は天井板を擦こすっていた。

　冴もトオルも知らないことであったが、それは変わり果てた加宮家の家政婦の姿だった。柳沢が操る邪霊たちによって車から引きずり出された後、まだ息があるうちに霊れい体たいを抜かれたのである。

　そして、柳沢の修しゆ法ほうによって操られ、魔物の姿をとって冴たちの前に現れたのだ。

　妖女の背中に押し上げられて天井がミシミシと鳴った。

　冴は独どつ鈷こ杵しよを突き出した。

　すると妖よう女じよは恐怖に眼を見開き、あとずさる。

　冴さえの霊力が独どつ鈷こ杵しよを通して鋭い光の刃に変じた。常人には見えないそれは、しかし邪悪な力に支配された者には己を消滅させる紫の光として映る。

　その瞬間、黄金の狼は妖女の喉のど頸くびに食らいついた。

　鈍い音を立て牙きばが喉に突き立つ。真っ黒な粘ねん液えきが噴き出した。

　ドブ泥のような臭においとともに、廊ろう下か全体に飛び散った。

　しかし、冴の周りだけは、眼に見えないドームに護まもられ粘液を浴びることはない。

　妖女は叫んだ。白目を剥むき仰のけ反ぞった頭が天井を突き破る。

　頬ほおの半ばまで口が裂け、犬けん歯しが長く伸び、皮膚が青黒く変わっていく。

　トオルはひとかたまりの肉塊を食いちぎると、床に着地し、姿勢を低くした。

　トオルめがけて妖女の手が飛んできた。

　待ちかまえていたトオルはその手首に噛かみつく。

　骨を砕く音を立てて、トオルは手首を噛み千切った。

　食いちぎられた手首から漆しつ黒こくの粘液をまき散らしながら、妖女は仰け反らせた頭を振り下ろし、冴に突進した。

　冴は横に構えた独鈷杵を一いつ閃せんさせる。



    

  
    
      



    

  
    
      　妖女の口を真一文字に切り裂いた独鈷杵の光は、一気にその体を断ち斬きった。

　真っ二つになった妖女の体はそのままの勢いで、廊下に叩たたきつけられ滑っていく。

「　カーン　！」

　冴さえは、廊ろう下かに突っ伏した巨大な妖よう女じよを振り向きざま、空中に不ふ動どう明みよう王おうの梵ぼん字じを描く。

　湿った音を立てて妖女の体が破裂する。

　飛び散った大量の肉片は瞬時に黒い粒子に変じた。粒子は無数の蝿はえとなって、龍の体のようにうねりながら廊下を飛ひ翔しようし、屋敷の奥へと飛んでいく。渦巻く羽音が空気を震わせる。

　冴と金狼は蝿の渦を追った。

　廊下の角を曲がると、腐ふ乱らんした体をもつ死霊の群が立っていた。ボロボロの衣服をまとい、赤黒く膨ふくれあがった体から爛ただれたような皮膚を垂れ下がらせている。

「邪魔をするな！」

　冴はスピードを緩めずに死霊の群れに飛び込む。

　独どつ鈷こ杵しよの光が縦横に煌きらめき、斬きられた死霊は赤い光を飛び散らせて消滅していく。

「トオル！　雄ゆう紀きくんを探して！」

『判わかった』

　金狼は床を蹴けって飛び上がり、太い前足で死霊を蹴け散らし、腹を突き破り、首を噛かみ落とす。そして、廊下の分岐点から冴とは別方向に走り去った。

　冴は廊下の突き当たりの広間に飛び込んだ。

　数百畳はあろうかという板敷きの大広間である。その中央に、幾つもの青白い鬼火に護まもられるようにして柳やなぎ沢さわが立っていた。

　腕組みをして冴に冷笑を向ける柳沢はグレーのダブルのスーツに磨き上げられた黒の革靴を履いている。

　広間には何かの唸うなりのような音が満ちていた。

　冴はチラッと天井を仰ぎ見る。

　鬼火の青白い光がぼんやりと照らす天井――、冴の頭上五メートルほどのそこは、真っ黒な波打つもので覆おおわれていた。

　蝿である。

　さっき倒した妖女から生まれた無数の蝿たちが飛び回り、嵐の海のようなうねりを形作っているのだ。

「雄紀くんを返せ」

　冴は柳沢に視線を戻し、独鈷杵を構えながら言った。

　柳沢は怪け訝げんな顔をしたが、

「……なるほど。そういうことか」

　と、肯うなずいた。

「なんにしろ、お前を倒さなくては先に進めんようだな」

　柳沢は腕組みを解き、右腕をゆっくりと真上にのばした。

　蝿の羽音が高まった。

　幾つもの群れに分かれた蝿はえが、黒い触しよく手しゆのように冴さえに襲いかかる。

　視し野やが渦巻く黒点の群れに覆おおわれた。

　冴は右手に持った独どつ鈷こ杵しよを床と水平にし、口の中で真しん言ごんを唱える。

　独鈷杵の左右の突起が紫色に輝きだす。

「エイッ！」

　と、気合いを入れると左右に長さ五十センチほどの光の刃が伸びた。斎いつ宮き流祈き祷とう術で用いる。独どつ鈷こ双そう刃じんの剣つるぎである。憑ひよう依いされた人間を傷つけることなく悪霊を切り裂く剣とされるが、邪霊や術者が放った式しき神がみにも効果がある。

　冴は剣で空間を十字に切り裂く。

　刃に触れた蝿たちは熾おき火びのような光を発した。それは連鎖反応的に広がり、部屋を埋め尽くしていた蝿はいっせいに燃え上がった。

　眩まばゆい光が部屋の中を満たした次の瞬間、板敷きの大広間は消え去って、冴は二十畳ほどの座敷に立っていた。

　左の視野のすみで逃げ出す柳やなぎ沢さわの姿を捕らえた。

「待て！　柳沢！」

　叫んでその後を追おうとしたとき、女の声が凛りんと広間に響き渡った。

「斎宮冴！　柳沢幸こう哉や！」

　冴は声の方を振り返った。

　柳沢も、驚いたように足を止めて声の方に眼をやった。

　そこには哀れな母の仮面を剥はぎ取った麗さち子こが立っていた。

　両腕に蓋ふたをはずした、銀色の函はこを抱え、冴と柳沢にその開口部を向けている。

　函の周囲がゆらゆらと揺ゆらめいた。真夏の陽かげ炎ろうのようなそれは、一瞬の後に凶悪な赤しやつ光こうを放つ渦となった。

　危険信号が頭の中に鳴り響いていたが、冴の体は眼に見えない鎖に縛られているかのように動かない。

　視野が黒く狭きよう搾さくした。

　顔が冷たくなり、冷や汗が小さな水玉を作った。

　奈な落らくの底にどこまでも墜落していくような感覚――。

　冴は意識を失った。



　いつ意識が戻ったのか判わからなかった。

　眼を開けているつもりでも漆しつ黒こくの闇やみの中。加えて重力を感じない。音も無い。

　まだ夢の中にいるのだと言われればそんな気もする。

　冴は無駄と知りつつ周囲を見回そうとして、身体感覚が妙なことにドキリとした。

　見回そうとする意識と共に、視野が三百六十度回転したように思えたのだ。体は動いていないのに、頭はぐるりと回転した感じがあった。

　手を動かして顔を触ろうと思った。

　しかし、掌てのひらは頬ほおにふれない。

　そうか……。意識を失う直前に見た麗さち子この持っていたもの。あれが御み霊たま函ばこだったのだ。

　霊れい体たいを吸い取られてしまった。

　魂だけがあの函はこの中にたゆたっているのだ。

　トオルも一緒に吸い込まれたのだろうかと思い、声を掛けてみる。

『トオル。いるの？』

　声は出なかった。そして、冴さえの思念に答える者はない。

　トオルは逃れたか、もう一つの函に吸い込まれたか……。

　いや。名前を呼ばれたのは冴と柳やなぎ沢さわだ。

　麗子は二人の霊体を狙ねらったのだ。

　だとすれば、トオルは無事に逃れた可能性が高い。

　トオルが助けに来てくれるまで待つか――。

　冴は試しに函の内壁に近づいてみようと、頭の中に空間を移動する自分を描いてみた。

　幽ゆう体たい離り脱だつの経験は何度かあって、肉体から抜け出した後の移動はすべて思念で行うことができる。その要領で冴は函の中を漂ただよってみた。

　しかし、上下左右の感覚も無く、今進んでいるのが函のどの方向か判わからない。

　そして、いつまでたっても内壁には行き着かなかった。

　広大な宇宙空間に放り出されればこんな感じなんだろうな……。と冴は思った。

　だが、宇宙ならまだしも星が見える。

　ここでは微かすかな光や闇やみの濃淡さえ見えない。

　じたばたしても仕方がない。

　冴は移動を諦あきらめ、闇の中にたゆたった。

　生いき霊りようが抜かれて函に閉じこめられたということは、あの広間にはただ生きているだけの抜け殻となった自分が転がっているはず。

　麗子が体を処分してしまおうと思わないように祈らなければならない。

　もし、重しをつけて海に沈められたり、地中深く埋められたりすれば、体は死に、二度と戻れなくなってしまう。生霊ではなく死霊として漂ただようしかない。

　せっかく捕らえた霊能力者の霊体をほったらかしにすることはないだろう。生霊は死霊よりも引き出せる霊界エネルギーの種類も量も多い。柳沢幸こう哉やが生霊を使って加か持じ祈き祷とうを行っていたのは手軽に大きな力を得るためだ。

　麗子もきっとそうするに違いない。

　だとすれば、残された体は、とりあえず死なない程度の扱いはしてもらえるだろう。

　婆ちゃんから教わった修しゆ法ほうで何か使えそうなものはなかったかしら……。

　そうだ。雄ゆう紀きもここに閉じこめられていて逃げ出せたのだから、何か方法があるはず。

　雄紀はどうやったんだろう……。

　冴さえは闇を漂ただよいながら、その方法を考え続けた。



　柳やなぎ沢さわ幸こう哉やも闇の中に漂っていた。

　自分が得意とする御み霊たま函ばこの術であったが、函はこの中に閉じこめられるのは初めての体験だった。

「麗さち子こめ……。裏切りおって」

　柳沢は歯がみをしていた。

　雄ゆう紀きが逃げ出すことができたのは家政婦が誤って函をひっくり返し、蓋ふたが開いてしまったからだった。

　誰かが蓋を開けない限り、生いき霊りようは内側からはどうやっても逃げ出せない。

　だが、たった一つ内側から攻撃を仕掛けるチャンスはある。

　じっと孤独に耐えてそのチャンスを待つのだ。

　柳沢は胸中にふつふつと沸き上がる怒りに身を焼かれながら暗黒を漂った。



    

  
    
      


　　第六章





　　　　１



　美術室の中はシンと静まりかえり、ケント紙の上を鉛筆が走る音だけがサラサラと響いている。

　本ほん條じよう恵けい子こは画架イーゼルにかけた画板のケント紙から鉛筆を離し、溜ため息いきをついた。

　冴さえ、どうしたんだろう。今日で五日目よ……。

　仕事が入れば冴は学校を連続で休む。それは慣れっこなのだが、今回はなにか嫌な予感がした。

　少し離れた冴の椅い子すだけがポツンと空いている。もうそこに永遠に冴の姿は戻ってこない――。そんな予感が悪お寒かんと共に恵子の背筋を這はい登る。

　冴以外の三十四人は、モデル台の上に立つ美術の大おお迫さこ先生を熱心にデッサンしている。大迫先生は自作の変身ヒーロー物のコスチュームを着こんで決めポーズをとっていた。

　どうしよう……。

　百どう目め鬼き先輩にもここ数日会ってない。悔くやしいけれど、先輩は冴の力を研究したいために冴さえを追っかけているのであって、彼女がいない今は中等部に姿を現さない。

　なんだかとても心細い――。

　こうなったら、やっぱり百どう目め鬼き先輩に相談するしかないかな。

「あ痛たたたたたたたた！」

　突然、恵けい子こは叫びながら腹を押さえた。

　クラスメイトたちが驚いたように恵子を見る。

「先生。すみません。急にお腹が痛くなって……。保健室に行ってもいいでしょうか？」　恵子は顔をしかめながらモデル台に立つ大おお迫さこ先生を見る。しかし、先生はマスクを被かぶっているので、表情が判わからない。

『嘘うそを見破られたのかな……』という緊張の数瞬が過ぎた。

　大迫先生はヒーローの決めポーズの一連の動きをすると、無言でぴしっと右手を伸ばした。人差し指が美術室の出入り口を指していた。

　恵子は礼を言って腹を押さえ中腰になって美術室を出た。扉を閉めると同時に上履きを脱いで足音が響かないようにすると、生徒昇降口までダッシュし、外に出て校舎の裏側に回る。

　突然頭上からギターの音が鳴り響いて、恵子は悲鳴を上げそうになった。

　隣のクラスの高たか橋はしと遠えん藤どうが授業を抜け出して屋上でライブの練習をしていた。どちらもでかい会社の御おん曹ぞう司しで、たっぷり寄付金を出してあるので授業の抜けだしは大目に見られているという噂だ。

　声のでかいやつらだから見つかって騒がれては大変と、恵子は校舎の壁に背を擦こすりつけるように移動する。

　校舎の裏手から裏手へ移動し、植え込みの中を抜けて、恵子は高等部の敷地に入った。

　教室棟の生徒昇降口の前に立って、恵子ははたと立ち止まった。

　我が慢まんできずに百目鬼に相談しようとここまで来たが、授業中の教室にずかずかと入り込むわけにはいかない。

　え～。どうしよう……。休み時間まで待たなきゃなんないの？

　いつも友達に『おまえは反射神経だけで生きている』と言われる。思いつくとすぐに行動し、失敗するのが常だった。

　恵子は恐る恐る昇降口から高等部の教室棟に入った。上履きを持ってきていなかったので裸足はだしである。廊ろう下かに貼はられた豪華な大理石が足の裏に冷たかった。

　百目鬼は確か三年Ｄ組。

　恵子は階段を昇る。三階の真ん中あたりに教室があるはずだ。

　滅多なことでは入ることのない高等部の教室棟ではあったが、学園祭の折りに友人数人といっしょにきたことがあり、教室の配置はぼんやりと覚えていた。

　友人と共に訪れた時でさえ異様な緊張を感じたものだった。

　すれ違う生徒、追い越す生徒のすべてが大人おとなに見えた。背の高さも声も、和やかに交わされている雑談さえも、大人おとなの世界に属するものに見えたのだ。

　それが、今日は一人。学園祭でもない普通の授業日である。

　今、授業が終わったら……。

　その光景を想像して恵けい子こは凍りついた。

　チャイムが高らかに鳴った。

　教室からいっせいに机を動かす音やざわめきが溢あふれ出してきた。

『やばい……。みんな出て来る……』

　逃げだそうとしたが脚が動かない。

　教室の扉が開いた。

　ガヤガヤと高等部三年生の男女が廊ろう下かに出てくる。

「あれ？　迷子がいるぜ」

　Ｆ組の男子生徒が笑った。

　恵子は引きつった笑い顔を見せて「どうも～」と言った。

「ほんとだ」「ほんとだ」

　と、男子生徒が集団で恵子の側に寄ってくる。平均身長一メートル八十センチ。穏やかな笑みを見せながら歩み寄る彼らが恵子には巨象の群に思えた。

　甘いトワレの薫かおりの中に男臭くさいにおいが混じっていて、恵子は頭がくらくらした。

　一人が恵子の名札ふだを見ながら声を掛けてきた。

「どうしたんだい本ほん條じようさん。誰に用事？」

　そこに女子生徒が割り込んできた。

「ほら、あんたたち、かわいそうでしょ」

　彼女らも大柄である。見事にナチュラルな薄化粧。艶つややかにグロスが輝く唇。短めのスカートから形のいい脚が伸びている。

「ねぇ、誰に用事？」

　一人が言った。

「あ、あの……百どう目め鬼き孝こう一いち先輩に……」

　言った瞬間に、女子の集団の空気がさっと緊張した。

「百目鬼くんに何の用事なの？」

　硬い声で一人が訊きいた。

　しまった……。百目鬼先輩人気は中等部だけじゃなかったんだ。こりゃ、色ボケ男子に捕まるより厄やつ介かいだわ……。

　恵子は「ハハハハハハハ」と笑って後ずさった。

　様子を察した男子の一人が大きな声で言った。

「百目鬼！　本條さんって子が餌え食じきになるところだぜ！」

「餌食ってなによ。人聞きの悪い」

　女子連中は、大声で百目鬼を呼んだ男子を睨にらみつけた。

「いやいや、お姉さまたちがたいそう怖いお顔をなさっていたものですから」

　おどけた調子で言いながら、Ｄ組とは反対方向に逃げ出す体勢を整える。

「さ、いまのうちに行けよ」後からそっと声をかけられた。

「おれたち高等部の男子は、いつでも中等部の女子の味方だぜ」

　と、恵けい子この後にいた男子は舞台俳優のように一礼して言う。

「怖い同級生より、可愛い年下の方がずっといい」

　周りの男子も頷うなずき合う。

「すみません」

　恵子は言って、腰をかがめながらＤ組の方に走った。男子生徒が壁を造ってその姿が女子生徒に見えないようにしてくれた。

　恵子は男子生徒の壁にそってＤ組の出入り口までたどり着くと、そこには百どう目め鬼き孝こう一いちがしゃがみこんで待っていた。

「どうしたんだい、本ほん條じようさん。急用？」

　百目鬼も女子生徒が怖いのか、囁き声で言った。

「冴さえから連絡がないんですぅ」

　恵子は百目鬼に会ってホッとして、泣きそうになりながら言った。

「だって、仕事だろう？　しかたないじゃないか」

「嫌な予感がして、いても立ってもいられなくって……」

「嫌な予感……。本條さんのそれ、よく当たるの？」

「全然」

「なんだ。それなら心配ないよ」

「だって今まで嫌な予感なんてしたことないんだもん！」

「生まれて初めて嫌な予感を体験してるってことか……」孝一はちょっとだけ考え込み、そして頷いた。

「よし。冴さん家へ行ってみよう。お祖母ちゃんも霊能者だっていうから、何かいいアドバイスをくれるかもしれない」

　恵子には孝一のアイディアが光り輝いて感じられた。

「うん」

　強く頷いて、孝一と共にＡ組の方向に走った。Ｆ組の方ではまだ男子生徒と女子生徒の小競り合いの声が響いていた。
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　平日の真っ昼間。恵子は緊張しながら道を歩いていた。制服を着た男子高校生と一緒に街を歩くのは、緊急の場合とはいえ、ドキドキする。街路を行き来する人たちの視線が痛い。

　しかし、ほんの少し快感でもあった。

　きっと、周りの人たちは《授業を抜け出してデートしているカップル》って思うな――。

　恵けい子こは冴さえの家に向かう途中、街で一番と評判の高い店でケーキを買った。冴の祖母トシ江えへの手みやげである。

　トシ江は手みやげのランクで機き嫌げんが良くもなれば悪くもなることを数年間のつき合いで知っていたからだ。

　何か教えてもらうならば、自分の財力でギリギリの手みやげを買っていかなければならない。トシ江は霊能力を使っているのか、あるいはもの凄すごく勘がいいのか、相手の懐ふところ具ぐ合あいをたちどころに見抜く。財布の中に帰りの交通費以上の金額が入っていると、

『浄じよう財ざいというものは、払うことによって身を浄きよめる物じゃ。穢けがれた金銭を身に帯びておると、こちらの能力も半減するでのぉ』

　と言って手を差し出すのだ。

　玄関のチャイムを押すと、ドタドタと階段を降りてくる音がして、冴の母、仁ひと美みが顔を出した。

　本当ならば学校で授業をうけているはずの恵子と孝こう一いちが立っていても、不思議そうな顔ひとつせずに、

「冴は留守よ。まだ仕事が終わらないらしいの」

　と、言った。冴が仕事のためによく学校を休むので、感覚が麻ま痺ひしているのかもしれない。

「今日はお祖母ちゃんに用事なんですけど」

　と言って、恵子はケーキの包みを差し出した。

「はいはい。ちょっと待ってね」

　仁美は「お婆ちゃーん。本ほん條じようさんがネギ背し負よっていらしたわよ」と、奥に声を掛けた。そして二人を家に招じ入れると、ケーキを持ってキッチンに消えた。

　テレビから聞こえてくるのか、襖ふすまの向こうから人の声が聞こえている。

「お邪魔しまーす」

　恵子と孝一は襖を開けてトシ江の居室に入った。

　五十インチのプラズマテレビがドンと置かれていたが画面は消えている。お客さんだからスイッチを切ったのだろうと、恵子は思った。

「冴のことか？」

　座卓を挟んで座った二人にトシ江は聞いた。

「そうなんですぅ。なんか、胸騒ぎがして。お祖母ちゃん、心配じゃないんですか？」

　恵子が言った。するとトシ江は豪快に笑って、

「冴は《気高き眠りの会》っちゅう宗教団体を調べておる。だが、知らせのないのは無事な証拠っていうからのぉ。心配せんでええわい」

　と、言った。

「失礼します」と声がして仁ひと美みがケーキと紅茶を乗せた盆を持って現れた。

　トシ江え、恵けい子こ、孝こう一いちの前にケーキと紅茶が置かれる。

　珍しいこともあるもんや。と、恵子は思った。たいがい、手みやげはトシ江一人で平らげて、おもたせが出たことなど一度もない。

「冴さえが心配で授業を抜け出して来てくれたんじゃ。まず、一息入れてから学校へ戻ればええ」

　トシ江は言った。

　何か裏があるのではないかと恵子は思ったが、どんな裏なのかはいくら考えても判わからない。いつの間にかトシ江のペースに乗せられて、小一時間雑談した後で「これから用事があるから」と体ていよく追い出されてしまった。

　玄関を出ようとすると、トシ江が追いかけてきて白い布を恵子に差し出した。

「冴に会うたら、これを渡してくれ」

「これは？」

　恵子は布を受け取りながら言った。

「タスキじゃ。柳やなぎ沢さわ幸こう哉やは人の体から霊れい体たいを抜き取って使し役えきする生いき霊りよう使いじゃ。その術への対抗策じゃよ」

「タスキに何か効果があるんですか？」

　と、孝一が訊きいた。

「魂たま結むすびのまじないがかけてある。体から霊体が引き抜かれることを防ぐのじゃ。神しん道とうでも古くから使われて折るまじないじゃ」

「わかった。冴に会ったら渡します」

　恵子が言うと、トシ江は「頼んだぞ」と言って奥に引っ込んだ。



　二人が部屋を出ると、トシ江はボソッと言った。

「ケーキに混ぜた秘薬で恵子と孝一にも魂結びのまじないはかけておいた。じゃが“〝お前”〟が憑ひよう依いするのは何の問題もないはずじゃ」

　恵子と孝一は気づかなかったが、トシ江の横には“〝トオル”〟が座っていたのだ。トシ江にはチャコールグレイのパンツに綿のブルゾンを着た、風ふう采さいの上がらない中年男が自分の横に正座しているのがはっきり見えている。

　恵子がテレビの声だと思ったのは、トシ江とトオルの会話だったのだ。

　トオルは《気高き眠りの会》本部で冴と連絡が取れなくなった時、すぐに屋敷を脱出してトシ江の元に現れたのだ。それは冴との打ち合わせた行動だった。二人とも敵の手に落ちるわけには行かない。連絡が取れなくなったらすぐに家に戻ること――と。

　そしてトシ江の命令でトオルはすぐに恵子に憑依し、不安な精神状態になるようにちょっかいをだしていた。彼女の感じた嫌な予感は、トオルが造り出したものだったのだ。

「で、お前はこれからどうするね？」

『あの百どう目め鬼きという少年に憑ひよう依いします』トオルは言った。

『あくまでも彼らが考えついたような形で、冴さえを助け出します』

「もっとストレートにはできんのか？」

　トシ江えは鼻の頭に皺しわを寄せて言った。

『ストレートすぎると色々警戒されるのでね』

　トオルは言うと、畳の上にふわりと浮き上がった。
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　百目鬼孝こう一いちは、突然背筋に悪お寒かんを感じてブルブルッと身震いした。

「どうしたんです？　百目鬼先輩」

　恵けい子こが訊きいた。暁あかつき明みよう星じよう学園に戻る道の途上である。

「なんか、急に寒気がしたんだけど、もう大丈夫……」と、言った瞬間に閃ひらめいた。

「そうだ。《気高き眠りの会》に潜り込むっていうのはどうだろう。もし冴さんが捕らわれているようなことがあれば、僕たちで助け出すんだ」

「捕らわれてる？　なんでそう思うんです？」

「う～ん。なんとなく。まぁ、もし仮に、の話さ。僕たちが潜り込んだんじゃ怪しまれる可能性もあるから、執しつ事じの等々力とどろきに頼もう」

「先輩のお家には、執事がいるんですかぁ？」

　恵子の家も結構な金持ちなのだが、さすがに執事までは雇っていない。今まで執事なんて外国映画だけの存在だと思っていた恵子は本気で感動していた。

「年寄りなら、向こうも油断すると思うんだ」

「身の上相談を装って屋敷に侵入するって計画ですか」

「そう。いい考えだと思わない？」

「でも、執事さんって家の中の管理はできるだろうけど、うまく芝居してくれるかなぁ……」

「あれでも学生時代は演劇をやっていたと自慢していたから、きっと大丈夫だよ」

　孝一は携帯電話を取りだして、等々力を呼びだし迎えに来るよう命じた。



「なるほど、判わかりました」

　等々力はロールスロイスのステアリングを操りながら言った。白髪を綺き麗れいに撫なでつけ、白い口くち髭ひげを蓄えた等々力は、どことなくとぼけた表情をしていた。黒のスーツと黒の蝶ネクタイでびしっとした格好をしているが、恵子はビンテージのアロハシャツなんかがよく似合いそうだと密ひそかに思った。

「いったん戻りまして、準備をしてからすぐに出掛けましょう」

　等々力は言って、百目鬼家の邸宅がある市の東にロールスロイスを走らせた。

　百どう目め鬼きの家に行くのは初めてだったので、恵けい子こはドキドキしながら革張りの後部座席に座っていた。隣には孝こう一いちがゆったりと脚を組んで腰掛けている。それを意識するたびに、鼓動が一拍余計に鳴った。

　十分ほど走ると百目鬼邸が見えてきた。

　大おお谷や石いしの高い塀に囲まれた豪壮な西洋館である。

　ロールスロイスは大きな門をくぐって、褐かつ色しよくのスクラッチタイルの支柱に支えられた広い車寄せの下に滑り込んだ。

　等々力とどろきが運転席を降りて素早く後部に回り、ドアを開けた。

「じゃあ、応接間で待ってるから」

　孝一は等々力にそう言うと、恵子を手招まねきして屋敷の中に入った。

「お帰りなさいませ」

　紺色の古風な制服を着た若いメイドが二人、孝一と恵子にお辞儀をした。近頃のアニメや漫画に出てくるような『メイドさん』ではなく、ちゃんとしたお屋敷に仕える教育を受けた本物のメイドである。

　整った知的な顔をしたメイドたちに、恵子はチョットだけ嫉しつ妬とした。

　緋ひ色の絨毯じゆうたんを敷き詰めた玄関ホールを通って、右手に進む。孝一は葡ぶ萄どうの浮き彫りがある紫し檀たんの扉を開け「どうぞ」と恵子を招き入れた。

　悪趣味の寸前でなんとか均きん衡こうを保っている応接室に、恵子は絶句した。

　全体がロココ調の調ちよう度どで統一されている。彫刻が施ほどこされた猫足の家具。豪ごう奢しやなシャンデリア。マントルピースの上の金時計。テーブルの上には白鳥のセンターピース……。

　恵子の家にもそこそこの大きさの応接間があるが、最新のイタリア家具で統一されたシンプルな造りになっている。

　こんな部屋でくつろげるのかしら……。

　恵子はソファーに座りながら思った。

「それじゃあ、少しくつろいでいて。ぼく、着替えて来るから」

　孝一は言って、応接間を出ていった。

　すぐにメイドの一人が紅茶を持って現れた。

　銀のポットに金の縁取りのあるドレスデンのカップ……。

　超成金趣味……。

　恵子は少し幻滅した。孝一の趣味ではないのだろうが、こういう環境で育ち、それを疑いもなく受け入れているというのならば推して知るべし……。

　案の定――。

　しばらくして戻ってきた孝一の私服は最悪のセンスだった。

　花柄のシャツに、赤白ストライプのベルボトム・パンツ……。『恵子は、何を考えているの』とツッコミを入れたくなった。

「どうしたの？　紅茶、まずかった？」

「紅茶は上等のダージリンだったから、もの凄すごぉく美お味いしかったんだけど……」

「それならよかった」

　孝こう一いちは満足げに肯うなずいた。

　応接間のドアが遠慮がちにノックされた。

「等々力とどろきでございます。孝一さま」

「どうぞ」

　孝一が応こたえると、ドアが開いて等々力が入ってきた。

　年季の入ったツイードのジャケットにレンガ色のカーディガン。モスグリーンのコーデュロイのパンツ。スポーティーなモカシンのシューズ。襟元には渋いワインレッドのアスコットタイ。手に灰色のボルサリーノのソフト帽を持っていた。

　小金を持ったリタイア老人。自分の風ふう貌ぼうをよく知った服装である。

　こりゃ、執しつ事じの方がずっと趣味がいいわ……。恵けい子こは苦笑した。

「こんなものでよろしいでしょうか？」

　等々力はちょっと照れたような顔をして訊きいた。

「うん。ちょっと地味かもね。今度、一緒に服を選んであげるよ」

　孝一がもっともらしく言う。

　恵子は呆あきれて呟つぶやいた。

「それ、やめた方がいいと思う……」

　孝一には聞こえなかったらしく、にこやかに微笑ほほえんで恵子を振り向き、「じゃあ、でかけようか」と言った。



　　　　４



　トオルは孝一の中でおとなしくしていた。

　あとは等々力が《気高き眠りの会》の中に入る前に、彼に憑ひよう依いすればいい。

《気高き眠りの会》が活動を始めているのは確認している。

　トオルは、冴さえから名前と位い牌はいをもらった後、時々街をさまよい《気高き眠りの会》の様子を探っていたのだ。

　トオルが初めて《気高き眠りの会》の本部に行ったとき、中に人気はなく、門扉は固く閉ざされ、教きよう主しゆが病のためにしばらく活動を休止するむねの張り紙が貼はられていた。

　ところが、冴と連絡が取れなくなった次の日から、本部の門は開かれるようになった。が、犬いぬ形かた代しろの件もあり、気づかれる可能性があるので霊れい体たいでの侵入は危険だった。

　信者や心霊相談の依い頼らい人にんが入っていく姿をみかけたので、憑依して中に入ってみようかとも思った。しかし、トオル自身の霊波動と馴な染じまない人間に入り込めば強い拒絶反応が起こることがある。憑依された側の、失神したり幻覚を見たりという激しいその反応は、トオルにも強く影響する。また先客がいる場合も、その上に憑依することは難しい。

　孝こう一いちも等々力とどろきも、トオルの霊波動との親しん和わ性せいは高いことが判わかっている。二人をちょっとだけ操らせてもらうことで《気高き眠りの会》への侵入は容易になる。

　等々力は自分の愛車である古いレンジローバーに恵けい子こと孝一を乗せて、《気高き眠りの会》本部のすぐそばのカフェテリアに乗りつけた。

「ここでしばらく待っていて下さい。まさか本部の駐車場に孝一さまや恵子お嬢さまを乗せた車を停めておくわけにもいきますまい」

　等々力は後部座席を振り返りながら言った。

「そうだね。よく気がついた」

　孝一はそう言うと、ドアを開けるために車を降りようとした等々力を制して、自分で扉を開けた。

「恐れ入ります。それではしばらくお待ち下さいませ」

　等々力は車を降りた恵子と孝一にそういうと、車を出した。

　トオルは孝一の体をするりと抜けて、等々力の体の中に入ると、等々力はブルブルッと身震いをした。

「風邪でもひいたかな……」

　等々力は呟つぶやいた。

　前方に《気高き眠りの会》の建物が見えてきた。意外に緊張していないことを、等々力は不思議に思った。

　これから乗り込む場所には、生いき霊りようを自在に操る邪悪な霊能者がいる――。神秘的な力を信じていないわけではない。自身も何度か幽霊を見ているし、知り合いには霊れい障しようのために苦しんだ体験を持つ者もいる。

　だから、孝一から柳やなぎ沢さわ某の話を聞いたときはできるだけ関かかわりたくないと思った。そして孝一から潜入を依い頼らいされた時も、どうやって断ろうかと必死で思案したものだ。

　だが、長い執しつ事じという仕事で培つちかわれた忠実さのために、穏やかな微笑とともに孝一からの頼みを受け入れることにしたのだ。

　さっきのカフェテリアで孝一と恵子を降ろした時まで、等々力は後こう悔かいし続けていたのだが――。今は、緊張も恐怖もない。これから起こることへの期待に浮き浮きしてさえいる。

　何かが吹っ切れたというのでもない。

　今まで気づかなかった別の人格が自分の中に浮上してきたような……。

　等々力は《気高き眠りの会》の本部建物に隣接する広い駐車場に車を入れた。

　孝一と打ち合わせた“〝シナリオ”〟を思い出しながらレンジローバーを降りて、本部の玄関に向かう。

『死んだ妻が夜な夜な枕元に現れて何か訴えるのだが、何を言いたいのか判らない。妻の霊を呼び出して何が望みなのか訊ききたい』

　それが孝一の考えたシナリオだった。

「ちょっとまてよ……」

　等々力とどろきは立ち止まった。

　もし、妻の霊を呼び出す儀ぎ式しきでもされたらコトだ。妻はピンピンしていて、百どう目め鬼き家の厨ちゆう房ぼうで働いている。

　――柳やなぎ沢さわ幸こう哉やは呪じゆ詛その能力に長たけている。生いき霊りようの強力な力を利用して他人に呪のろいをかけ、殺したり大病をさせたりということをして、大金を稼いでいる。呪詛の相談は、一般の心霊相談と同じ場所では受けないはずだ。呪詛を依い頼らいする方が、本部の懐ふところ深く潜入できる――。

　突然浮かんだ思考に、等々力は少し戸惑った。

　柳沢幸哉は呪詛の能力に長けている――。そんな情報を孝こう一いちさまの口から聞いた覚えはないのだが。

『なんとかこの仕事から逃れようと、色々余計なことを考えていたから聞き逃したのだ』

　という力強い言葉が浮き上がった。

「うむ……。きっとそうなのだろう」

　等々力は肯うなずいて、歩き出した。
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　広い玄関の扉は開け放たれていた。

　大理石張りのホールに立って、等々力は奥に声をかける。

「ごめん。どなたかいらっしゃらんか？」

　右手から衣きぬ擦ずれの音がして、作さ務む衣え姿の若い女が出てきた。茶色い髪を気け怠だるげに掻かき上げて、ガムを噛かんだ口で「予約なさってます？」と等々力に訊きいた。

「いや。しておらん。予約が無ければ受けつけてもらえんのかな？」

「教きよう主しゆさまに訊いてきます」

　と言って、女はスリッパを引きずりながら奥に消えた。

　女のだらしない様子に、信者ではなくアルバイトだなと、等々力――トオルは思った。

　二、三分して、再び女が現れ「教主さまがお会いになるそうです」と言って手招まねきをした。

　等々力は誘われるままに女の後についていった。

　緋ひ色の絨毯じゆうたんを敷き詰めた迷路のような廊ろう下かを歩く。廊下の左右は襖ふすまだったり漆しつ喰くい壁だったり、木製のドアだったりしたが、外が見通せる窓はついておらず、蛍光灯の明かりが寒々しく辺りを照らしていた。

　随分広い建物だ――。トオルは冴さえの霊波動を探りながら思った。たとえどれだけ広くても、冴が捕らえられていれば彼女の発する霊波動でその場所が判わかる。

　しかし――。建物のどこからも冴の霊波動は感じられない。ここにはいないのか？

　トオルは不安を感じ始めた。

　一方、等々力は別の不安を感じていた。

　こんな迷路のような廊ろう下かを連れ回されたのでは、また案内されなければ外に出られない。

　万が一、こちらの意図がばれて逃げ出さなければならないときの用心に、等々力とどろきはあわてて今までの道順を思い出し、しっかり頭に刻み込んだ。

　幾つかの曲がり角をまがって、女は深しん山ざん幽ゆう谷こくの水墨画が描かれた襖ふすまの前で停まった。

「教きよう主しゆさま。お連れしました」

『お通しして』

　襖の向こう側から女の声がした。

　女――？　柳やなぎ沢さわ幸こう哉やではないのか？

　等々力は同時に思った。

　襖が開かれると、濃密な香こうのにおいが漂ただよいだした。

　十畳ほどの部屋だった。書院の違い棚と床の間を背景に、中年の女が座っていた。右側に大きな窓があり、中庭から明かりが差し込んでいて、女の顔を真横から照らしている。

　女は白はく衣いと緋ひ袴ばかま、水色の薄うす衣ぎぬといういでたちで背筋をのばして正座している。膝ひざの前には大きめの経きよう机づくえが置かれていた。

「どうなさいました？」

　女は小首を傾かしげて等々力に笑いかける。

「いや……。教主は柳沢幸哉師であると思っていたので……」

「ああ、兄をご存じですか」

「兄……？」

「ええ。わたくしは妹の加か宮みや麗さち子こ。兄は今、北米支部を立ち上げるために旅行中です」

「そうですか……」

「兄に出来ることは、わたくしでもお力になれると思いますが」

　加宮麗子は意味ありげに微笑ほほえんだ。

「うむ……」

　等々力――トオルは素早く考えを巡らす。

　呪じゆ詛そを依い頼らいしに来た者が、あてにしていた人物が不在だと知ったときどんな反応をするか。

　人を呪のろい傷つける、あるいは殺すという行為は、罪悪感を伴う。何人もの人間に大きな声で話したい類たぐいのものではない。

　迷うはずだ。この女に呪詛を依頼してもいいものかと。

「少し、考えたい」

　等々力は言った。

「結構ですとも。迷われるのは当然ですわ。庭でも散さん策さくなさりながら、お考えになれば？」麗子は鷹おう揚ように言って、中庭を指さした。

「もう一度申しあげておきますが、わたくしの力は兄と遜そん色しよくないとお考え下さい」

　等々力は肯うなずき、座敷を横切って中庭に向かった。窓を開けて濡ぬれ縁えんに出る。石の靴脱ぎにはサンダルが一足置かれていた。

　等々力とどろきはサンダルをつっかけて中庭に降りた。

　三百坪はありそうな日本庭園である。

　ぶらぶらと飛び石を歩きながら、苔こけの生えた庭石や枝振りのいい黒松を愛めでる。

　しばらくの間背中に麗さち子この視線が刺さるのを感じていたが、小さな池を回る小こ径みちに入ったとき、それは途切れた。

　考えを整理しなければ――。

　トオルは思った。そして新たに判わかった事実を並べてみた。

　加か宮みや麗子が柳やなぎ沢さわ幸こう哉やと同じ力を持っているというのが本当ならば、彼女も御み霊たま函ばこを使って生いき霊りようを捕らえることが出来る。

　柳沢が主であったはずの本部に麗子が教きよう主しゆとして鎮座している。

　冴さえも柳沢もあの夜以来、姿を消している。

　――そうか。柳沢も冴も麗子に御霊函はこに閉じこめられたのだ。

　――冴。冴！　どこだ？

　返事はない。やはり霊波動も感じられない。

　トオルは屋敷全体を調べるために、やむなく自分の小さな分身をつくり幾つも屋敷内に飛ばした。

　何体かが廊ろう下かを歩く麗子に出くわして、ギョッとした。しかし、麗子は気づかずに通り過ぎた。

　麗子は霊れい体たいに対する感性はあまり高くないようだ。

　トオルの分身たちは少し大胆に屋敷の内部を飛び回ってみた。

　トオルの眼には分身たちが送ってくる幾つもの映像が重なり合いながら流れて行く。

「！」

　トオルは二つの映像に注目した。

　さっき通された座敷の次の間に置かれた三つの函。そして、一番奥まった部屋のベッドに寝かされている冴と雄ゆう紀きの姿。麗子は雄紀とともに本部に戻ってきていたのだ。

　二人のベッドの脇には点滴のスタンドが立てられ、チューブが腕に伸びている。女性看護師が横に座って文庫本を読んでいた。

　意識を失って、乾いた唇を半開きにしベッドに横たわる冴の姿にショックを受けはしたが、点滴を施ほどこされている事実にホッとした。少なくとも冴の肉体を滅ぼそうという気はないようだ。

　もっとも、柳沢が――実際はその柳沢も加宮麗子に捕らえられてしまったようだが――冴を捕らえた場合の処しよ遇ぐうについては予想がついていた。

　冴ほどの霊能力を持つ者が集めることの出来る霊界エネルギーは膨ぼう大だいである。死霊にして使し役えきするよりは霊界エネルギーの収集機として活用する方法を選択したのだろう――。そうは思っていたが、気け配はいも残さず冴の姿が消えていたこの数日は気が気ではなかった。すでに死んだ身ではあったが生きた心地がしないという気持ちを実感していた。

　冴さえが点滴を受けてベッドに横たわっていると言うことは――。

『あの部屋においてある三つの御み霊たま函ばこの一つが冴か』

　トオルは分身を函はこの側に近寄らせた。

　微かすかな冴の霊波動が中央の函から漂ただよいだしていた。これだけ弱ければ数メートル以内に近づかなければ感知できない。

　右隣の函には加か宮みや雄ゆう紀きの生いき霊りようが閉じこめられているようだ。

　そして左隣には――。

　柳やなぎ沢さわ幸こう哉や。ほかの二人よりも漂ってくる霊波動が弱い。

　肉体の死とともに生霊は死霊に変質する。その過程で、人間と同様に衰すい弱じやくしていく。柳沢の霊波動には変質しつつある生霊の乱れた波が感じられた。

　おそらく柳沢は死にかけている。麗さち子こは、雄紀と冴の生霊があれば十分と考えて、柳沢の体をどこか地下室にでも放置しているのではないか？

　トオルは柳沢の体がある場所も探そうかと思ったが、断念した。

　まずは一刻も早く冴とコンタクトをとることが先決だ。

　御霊函の極微の隙すき間まをくぐり抜けて中に分身を忍び込ませるには相当の霊界エネルギーを必要とする。屋敷内に散っている分身達の力も総動員しなければならない。

　トオルは分身を全て、御霊函の置かれた部屋に集結させた。

　分身達はトオルが念じると一瞬にして霧のように拡散し、冴の御霊函を包み込んだ。

　御霊函の素材である銀には魔除けの力がある。“〝魔”〟ではないにしろ霊れい体たいであるトオルにも強い灼しゃく熱ねつ感かんを与える。

　まるで真っ赤に焼けた鉄の函を抱いているような痛みと熱さがトオルにうめき声を上げさせた。

　霊体が少しずつ溶けだし、消滅していく。

　早くコンタクトを取らなければかなりのダメージを受けるぞ……。

　トオルは御霊函の蓋ふたと本体の接触面に目に見えないほどの隙間を造り出し、その中に滑り込んだ。

　隙間を通りぬけながら、トオルは蓋に施ほどこされた特殊な構造に気づいた。死霊の稀薄なエネルギーならば透過されるが、生霊の濃密なエネルギーは遮ってしまうフィルター状の構造があった。これでは冴の生霊を隙間から連れ出すことはできない。

　すっと体が楽になった。

　函の中には広大な空間があった。

　遙はるかか彼方に紫色の光点を見つけた。高い霊能力を持つ者の輝きだ。

　しかし、今それは弱々しく明めい滅めつしていた。漆しつ黒こくの無限空間に放置され、だいぶ参っているようだ。

　冴はあそこだ。

　トオルは漆しつ黒こくの闇やみを飛ひ翔しようした。



『冴さえ。冴……』

　微かすかな呼び声に、冴は顔を上げた。

　抱えた膝ひざの上に青白く光るものがあった。

　人の形をしている……。

「トオル……」

『待たせてすまなかった』

　冴の掌てのひらに載るほどの大きさのトオルは、冴を見上げながら言った。

「ありがとう。助けに来てくれたのね」

　涙がこぼれそうになるのを必死で堪こらえたが、口から出た言葉は涙声になっていた。

『弱気になるなよ、冴。お前らしくないぞ。助け出すにはあと少し時間が掛かる。とりあえずおれが近くまで来ていることだけ知らせに来た』

「加か宮みや麗さち子こに騙だまされたわ」

　冴は唇を噛かむ。

　トオルに会えた安心感が、忘れていた怒りと屈辱感を思い出させた。

『ああ。知っている。だが、奴は欲を出してあんたの生いき霊りようも商売に使おうとしている。だからあんたの体は点滴で生かされている。おれだったら、欲を出さないで殺してしまうところだ。あんたを生かして置いたら、どんなきっかけで函はこを抜け出しこっぴどい反撃をされるか判わかったもんじゃない』

「酷ひどいこと言うわね」

　冴は笑った。

『悪徳霊能者は、まずあんたの命を狙ねらうべきだ。殺したら、あんたが自分の死を自覚する前に除じよ霊れいしちまう。それで以後の商売は安あん泰たい』

「そうかも知れないわね」

『あまりゆっくりもしていられない。加宮麗子の目を盗んで来ているもんでね。ともかく、もうしばらく我が慢まんしてくれ。哀しみに沈めば霊能力も低下することを忘れずにな。麗子の狙いはそれだ。あんたを弱らせて洗脳する気なんだ。その手に乗っちゃいけないよ』

「判ったわ。ありがとう。気持ちを強く持って待ってる」

　トオルは笑うと冴の膝から飛び上がった。

　青白い光が流星のように飛翔し、暗黒の天てん蓋がいに小さくなって消えた。

　トオルの気け配はいが遠く小さくなると、急に心細くなった。

　ついさっきまで暗くら闇やみの中たった独りでいたことが信じられないほどに、人恋しく、寂しかった。胸の奥がジンと痛んで、まるで置き去りにされた子供のように、涙がこみ上げてくる。

　トオルと話をしてしまったからだ……。

　ずっと独りなら耐えられたのだろうが、心を許せる友と会話を交わした後は……。

　心を許せる？

　冴さえは舌打ちして唇を噛かむ。相手は未成仏霊よ。心を許してどうするの……。

　そうは思っても全身を締めつける寂せき寥りようにはあらがえなかった。

「トオル！　トオル！」

　冴は叫んだ。

『どうした？　何かあったのか？』

　思わぬほど近くから、すぐに反応が返ってきた。

　トオルは普通の大人おとなのサイズになって、冴の隣に座っていた。

　冴は何と言ったらいいか判わからなくて黙っていたが、トオルはそれ以上何も訊きかずに黙って寄り添って座っている。

「何か……喋しやべってよ」

　冴は小さい声で言った。

　トオルはほんの少しの間黙っていた。何を話せばいいか迷っているようだった。

『学校は楽しいか？』

「考えた末にその質問かよ……」

　冴は苦笑した。さすがにオヤジだ。霊になっても世の父親と変わらない不器用な会話しかできないのだなと思った。

「楽しいよ」

『友達は、いっぱいいるか？』

「恵けい子こだけ。百どう目め鬼き先輩も友達っちゃあ友達かな」

『好きな男はいるのか？』

「ハハッ。いない、いない」

『女が好きなのか？』

「馬鹿いわないでよ。誰か好きになる心の余裕がないのよ」

『忙しくてか？』

「そう……。いや、違うかな……」

『詳しく訊いてもいいか？』

「うん……」

　冴は自分の心の中を探った。

　そんなことをするのは久しぶりだった。

　できるだけ自分の弱い部分は見詰めまいとして生活してきた。自分の弱点を直視した途端、どうしようもなく心が萎なえてしまいそうな気がしていたからだ。

　友達と一緒に遊びたい。おしゃれだってしてみたい。だけど、自分が稼がなければ家族が喰っていけない……。

　だから、冴は常に強くなければならなかった。

　いつも心の中にいる男性の影――。



　　　　通つう天てん閣かくから見渡した阿あ倍べ野のの景色。

　　　『こんなとこ、大阪人は誰も来いへんで』

　　　　生意気な口を利きく幼稚園児の冴さえ。ビルの並びの隙すき間まに民家が蝟い集じゆうしている界かい隈わい。猥わい雑ざつであか抜けない景色ではあったが、強く故郷を感じた。

　　　　大きく温かい掌てのひらが自分の手を包んでいる。父の力強い手――。

　　　　しばらく大阪を離れるのだから見ておけと父は言った。

　　　　その声が思い出せない。



　　　　狭い風呂場で髪を洗う父。シャンプーの泡だらけの髪を真ん中で角のように立て、ビリケンさんやでと笑った父。

　　　　その顔が思い出せない。



　　　　父ちゃん。父ちゃん。

　　　　行かんとって！

　　　　父ちゃん。

　　　　痛切に願いながらも、

　　　「もう、帰ってこんでもええわ！」

　　　　と、その後ろ姿に叫んだあたし――。



「あたし、きっとファザコンなんだ……」

　冴は照れたように笑いながら言った。

『そうか……』

　トオルは小さく頷うなずいた。

「トオル、家族は？」

『見たとおり、まだ若いうちに死んでしまったからな。苦労をかけていると思うよ。まだ思い出せないけどね』

「そうか。そうだったね」

『早く成仏して、家族を見守ってやりたい』

「そうだよね……」

　そうなんだ。はやくこの件をかたづけなければ、トオルも成仏できない。

　こんな所でメソメソしている場合でも、トオルの行動を邪魔している場合でもないんだ。

「ごめん、トオル。もう行っていいよ」

『一人で大丈夫か？　分身をおいておこうか？　何度も言うが、気弱になれば向こうの思う壺だからな』

「うん。判わかってる。トオルと話が出来て、少し元気になった」

『よし。それじゃあ、行くよ』

「早く行って。あんたが近くにいるとオヤジ臭くさいわ」

『その意気だ』

　トオルは言って、闇やみに溶け込むように消えた。

　トオルの気け配はいがすっかり消えてしまっても、冴さえの心にはぼんやりと暖かいものが残った。



　トオルは分身をすべて引き上げると、等々力とどろきの体に戻った。

　思案に暮れている等々力に、冴の居場所についての情報を囁ささやく。

　等々力にはそれが天てん啓けいのように感じられた。

　薄暗い部屋でベッドに寝かされている冴の姿と、三つ並んだ御み霊たま函ばこの映像が唐とう突とつに頭の中に閃ひらめいたからだ。

「超能力者になってしまったのだろうか……」

　等々力はかすれた声で呟つぶやく。

　二つの映像は、自分の眼で見てきたようなリアリティーを持つ上に、屋敷のどの場所であるかまで明確に判ったのだ。

　錯覚などではなく、現実を遠えん隔かく視ししたのだという揺ゆるぎない確信が等々力の中にあった。

　場所と、冴が無事であることが判れば長居は無用。あとは柳やなぎ沢さわでなければ信用できないと麗さち子こに言い放ってここを後にすればいい。

　等々力は麗子の待つ座敷に向かって、日本庭園の中を歩いた。
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　上等の客だったのに惜しいことをした。

　麗子は、レンジローバーを見送りながら小さく舌打ちした。

　本物の金持ちは立ち居振る舞いで判る。名前も名乗らずに立ち去ったあの老人の身のこなしは本物の金持ちの優雅さだ。

　そして自分の名を告げず、どのような用件であるのかも告げなかった用心深さは、成金や貧乏人にはできない思し慮りよだ。

「まぁよい。必ず引き込んでやる」

　麗子は言って、屋敷に戻る。

　柳沢幸こう哉やが《気高き眠りの会》の信者達をすべて屋敷から放ほう逐ちくしてしまったので、屋内は森しん閑かんとしている。柳沢は、一から新しい教団を打ち立てようとしていた。そんな彼にとって、先代の人柄に引かれて会員となった者たちは邪魔者でしかない。

　しかし、麗子が《気高き眠りの会》を引き継ぐならば、その会員たちは重要な金かね蔓づるになる。あまり長い間、会から離してしまえば熱狂も冷めてしまう。そうなると、付け焼き刃の信仰など脆もろくも錆さびて、自分が今まで会に支払った金も惜しく感じてしまうだろう。

　なんとか信者達を呼び戻し、兄である柳やなぎ沢さわ幸こう哉やから教わった、生いき霊りよう使いの色々なバリエーションを使い、完かん璧ぺきな下げ僕ぼくとする。財産を吸い取った後は、死ぬまでこの屋敷で働かせる。そのためにも、早いところ会を立て直さなければ。

　その“〝カモ”〟たちはいずれ呼び戻すにしても、まず家の中のことをやってくれる気の利きいた者をやとわなければ。

　麗さち子こは、ガムを噛かみながらフローリングの玄関ホールにモップがけをしている茶髪の女を横目で見ながら思った。



    

  
    
      


　　第七章
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「そうか……。その映像、冴さえさんが見せてくれたのかもしれないね」

　等々力とどろきの報告を聞いて百どう目め鬼き孝こう一いちは言った。《気高き眠りの会》本部にほど近いカフェテリアである。

「確かに」等々力は大きく頷うなずく。

「わたくしもあのような体験は初めてでしたが、疑いもなく事実であることが“〝ここ”〟で判わかりました」

　と言って胸に手をあてた。

「で、どうやって冴を助け出すの？」

　本ほん條じよう恵けい子こは言った。

「夜や襲しゆうでございましょうな」

「夜襲？　寝込みを襲うってことだね」

「さよう。パニックを起こさせてその隙すきに函はこと冴さまの体を奪だつ還かんするのでございます。屋敷の見取り図は頭の中にしっかり入ってございます」

　等々力とどろきは胸ポケットからシステム手帳を取り出すと、メモのページにすらすらと本部の見取り図を書いた。――トオルは、分身達が集めてきた情報を等々力に囁ささやき続ける。

「ここに冴さえさまと雄ゆう紀き少年の体が寝かされております。そして、ここに銀色の函はこが三つ。信者の姿はありませんでしたが、アルバイトらしい若い男女が入り口近くの部屋に詰めております。その数五名。それからこの冴さまの寝かされている部屋の近くに物騒な連中が三人」

「物騒な連中？」

　恵けい子こが眉まゆ根ねを寄せて訊きく。

「もともとは柳やなぎ沢さわ幸こう哉やが飼っていたヤクザ者のようでございますな」

「う～ん。冴さんの部屋の近くか……。騒ぎが起こったらすぐ部屋の護まもりをされてしまうな」

「冴の祖母ちゃんに頼んだらどうかしら。斎いつ宮き流武術の達人だって冴が言ってたわ」

　恵子が提案する。

「ご婦人の手を煩わずらわせなくとも、わたくしで用は足りると思いますが」

「等々力は何か武道ができるの？」

　孝こう一いちは驚いて訊いた。

「杖じょう術じゆつの心得がございます」

「杖術もできるんだぁ。凄すごいのね。等々力さんって。で、百どう目め鬼き先輩は？」

　恵子は意地悪く訊いた。

　しばらく一緒に行動するうちに、百目鬼孝一の“〝底”〟が見えた気がした。悪い人ではないが、女子生徒の大半が夢中になるような人物ではない。

　少なくともあたしはパスだなぁ。

　アイドルと一緒じゃん。外側を愛めでているうちが華ってことね。

「それでは冴さまの奪だつ還かん計画は明朝三時ということでよろしゅうございますな」

「そうしよう。でも、どうやって騒ぎを起こすのさ」

「その点は、わたくしにお任せ下さい」

　等々力は胸を張って言った。



　恵子は自宅の玄関で走り去るレンジローバーを見送った。

　加か宮みや麗さち子こがしたことは、明らかに誘ゆう拐かい・監かん禁きんであって犯罪だ。本当ならば警察に知らせなければならない類たぐいのことだ。

　等々力は自分たちだけで大丈夫だと言ったが、冴が捕らえられているという事実は冴の母や祖母に知らせておくべきではないかと思った。等々力にしろ孝一にしろ、まるでヒーローか何かになったかのように自分たちだけで冴を助けようとしている。

　それって、非現実的じゃない？

　確かに、警察に連絡したところで動きだしてくれるまでに時間が掛かるだろうし、うまく冴さえを助け出してくれるかどうかも疑問だ。

　銀の函はこの中に冴の生いき霊りようが閉じこめられているなんてことは信じてもらえないだろうし、本部の中にあるものはすべて証拠品として押収されるだろう。

　そうなれば、銀の函の蓋ふたを開けて冴の生霊を解放できるまでにどれだけの時間がかかるか判わからない。それまでに冴の体の方が力つきてしまうかもしれない。

　襲しゆう撃げきには賛成なんだけど。でも、肉親に冴の現状を知らせないのは納得がいかない。

「やっぱり、教えるべきよ。祖母ちゃんなら、襲撃よりももっといいアイディアを持ってるかもしれないし……」

　恵けい子こは意を決して冴の自宅の方向へ歩き出す。

　太陽は西に大きく傾いて、初冬の夕空はプラチナゴールドに輝いていた。
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「ほぉ。そんなことになっておるのか」

　トシ江えはニコニコと笑って渋茶を啜すすった。

「祖母ちゃん、そんなに悠長に構えてていいの？」恵子は呆あきれて言う。

「冴を助けださなきゃならないでしょ」

「修行じゃ。百どう目め鬼きの御おん曹ぞう司しがやろうとしている救出作戦とやらも、本当ならば無用に願いたいところじゃ」トシ江はにべもなく言う。

「まぁ、勝手にやってもらう分には構わんがな」

「冷たいなぁ……」

　恵子は腹を立てて立ち上がり、トシ江の部屋を出ると勢いよく襖ふすまを閉めた。



　恵子が乱暴に閉めた襖がそっと開く。冴の母、斎いつ宮き仁ひと美みが心配そうな顔を出した。

「お義か母あさん、冴は本当に大丈夫でしょうかね？」

「トオルがついておる」

　トシ江は言ったが、その表情は硬い。恵子に見せていた顔とはまるで別人だった。

「でも……」

「冴には一日も早く、独り立ちしてもらわなければならんのじゃ。わしらが放ほう蕩とう三ざん昧まいをしておるのもそのためじゃろう」

「それは判っていますけれど……」

「我が慢まんじゃよ、仁美さん。胸が裂けそうなほど辛いのはわしも一緒じゃ」

「はい……」

　仁ひと美みはトシ江の目元に涙の光を見て、ハッとしたように眼をそらした。



　深しん更こう――。恵けい子こは自宅二階の自室から、雨あま樋どいを伝って庭に降りた。黒いジーンズに黒いブルゾン。頭には黒の目出し帽のマスク部分を上げたものを被かぶっている。黒革の手袋をはめ、黒いスニーカーを履いて、恵子は庭を走る。

　庭師用の通用門を持ってきた鍵で開け、街路に出た。

　左手から二度のパッシングが閃ひらめき、エンジンの音が響いた。等々力とどろきのレンジローバーだ。

　恵子は車に駆け寄ると後部座席に滑り込んだ。

「怪盗ナントカみたいでかっこいいよ」

　と言った孝こう一いちを見て、恵子は噴ふき出しそうになった。

　絹の艶つやを持つ黒いシャツとパンツ。目元だけを隠す黒い覆ふく面めんをしている。まるで怪人二十面相のようだ……。

「いつの時代の人よ……」

　恵子が呟つぶやくと、孝一は頭を掻かく。

「いゃあ～。あまりにも時代錯さく誤ごかなって思って、帽子だけはこれを持ってきたよ」

　言って、黒いスエードのキャップを手にとって見せた。

「では行きますぞ」

　と言って車を出す等々力の服装を覗のぞき込むと、ＳスＷワＡッＴトが着るような濃紺の戦闘服と手しゆ榴りゆう弾だんのぶら下がったベストをつけ、顔はペイントで真っ黒に塗られていた。頭には黒いヘルメット。アクセルを踏む足は黒の編み上げブーツで固めている。



    

  
    
      



    

  
    
      「等々力とどろきさん、超カッコいいよ」

　恵けい子こは思わず呟つぶやいた。

「恐れ入ります。服装は常にＴＰＯをわきまえよというのが、先代からの教えでございます」

「先輩にもその極意を教えてあげなきゃねぇ」

「え？　ぼく？　そんなにセンス悪いかなぁ……」

　孝こう一いちはいたく傷ついた表情をしてシャツの胸元を引っ張った。

　レンジローバーは《気高き眠りの会》本部の裏手にある空き地に停めた。通用口の門がすぐそばに見えているが防犯カメラの視し野やの外である。

　三人は車から降りると、素早く正面に回った。正面から攻撃を掛け、屋敷を突っ切って通用口に抜けるという手はずになっていた。

　本部正面の大きな木の門は堅く閉ざされていた。

「警察の到着より早く、事を終えるのが肝要ですぞ」

　等々力は言った。

「警察？」

　恵子と孝一は同時に言って、等々力の真っ黒な横顔を見た。

　髭ひげまで真っ黒に塗ったその口元の笑みがヒクヒクと動いている。

　等々力はベストの胸元から手しゆ榴りゆう弾だんを一個外した。ピンを抜き「それでは始めます」と言って、門に放り投げた。

　バッと目ま映ばゆい光が弾はじけると同時に、轟ごう音おんが夜気を切り裂いた。

「ヒェッ！」

　恵子と孝一は凄すさまじい音にどぎもを抜かれ、頭を抱えて道路に座り込んだ。

「さぁ！　急ぎませんと！」

　等々力の声に促うながされて、二人はふらふらと立ち上がり、破壊されて煙を上げる門の残ざん骸がいを乗り越え、邸内に侵入した。

「等々力。その手榴弾はどこから手に入れたんだ？　本物じゃないか！」

　前庭を走りながら孝一が言う。

「執しつ事じは色々なコネを持っていないと勤まらない仕事でございます。若い頃、勉学のために傭よう兵へいとしてアフリカで闘ったことがございました。第二次コンゴ動乱の時には二は十た歳ちを過ぎておりましたが……」

　等々力がケロッとした顔で言った。

「等々力さん……何者……？」

　恵子は呆あきれて言った。

「またその話か」孝一はうんざりしたように言う。

「聞くたびに年齢が下がっていくぞ。第二次コンゴ動乱は六十四年あたりだから、お前は三十を越えていたはずだ」

「そうでございましたかな。ま、そんなことより、作戦を急ぎましょう」



　猛烈な音とともに部屋が揺ゆれた。

　加か宮みや麗さち子こは飛び起きて、枕元の明かりを灯ともした。

　地震ではない。テレビボードやサイドテーブルの揺れは収まっている。

　麗子はすぐにサイドテーブルの上のリモコンを取り上げ、操作した。

　テレビボード上部の扉が開き、十二個のモニターが現れる。

　玄関に取りつけられたカメラが、画面上に破壊された門の姿を映しだしていた。

　爆破されたのだ。いったい誰が？

　廊ろう下かのモニターに三人の黒づくめの人間が映った。一人がカメラに走り寄り、レンズに黒いスプレーを吹きつけた。

　誰だ？

　一人は顔を黒く塗り、一人は目出し帽をかぶり、残りの一人は目の周りだけを隠す布の覆ふく面めんをしていた。

　顔を黒塗りにしていたのは、午後に訪ねてきた老人のような気がする。

　油断した……。ただ者ではないとは思っていたが、こんなことをするとは……。

　麗子はサイドテーブルの引き出しから小型の拳けん銃じゆうを取りだした。怜れいを撃った拳銃だった。消音器サイレンサーは取り外し、発射した分の弾たまは補充してある。

　麗子はガウンを羽は織おり、寝室を飛び出す。

　こんなことになるなら、ヤクザ者をもう少し雇っておくんだった。

　廊下を玄関方向に走る麗子の後からバタバタと足音が響く。

「おかみさん、今の音はなんです？」

　三人の男が麗子に追いついて訊きいた。

　五分刈り黒いゴルフパンツに派手なニットを着こんだ男と、流は行やらないパンチパーマをかけて黒のスーツに真っ赤なシャツを合わせた男――冴さえを襲って返り討ちにあったヤクザたちだった。もう一人は坊主頭で身長が二メートルを越す巨漢で、ペンシルストライプのダブルのスーツに、襟元を大きく開けた白いシャツを着ていた。

　五分刈りの顎あごは赤黒く腫はれ上がり、前歯が二本欠けている。パンチパーマの顔には縦たて縞じま模様に細い傷が無数に入っていた。坊主頭は無傷である。

「誰かが侵入したのよ。すぐに捕まえて」

「そのチャカ、貸してもらえませんかね。おれのはちょっと調子が悪いもんで」

　五分刈りは愛想笑いをしながら言った。歯が欠けているので笑うと間抜けな顔になった。

　麗子は顔を歪ゆがめ、拳銃を五分刈りに渡した。

「しっかり頼むよ」

　言って、麗子は祈き祷とう室に向かって走った。
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　ヤクザ三人が廊ろう下かの角を曲がろうとしたとき、スッと黒い影が立ちふさがった。

　全身黒ずくめで顔にまで黒のペイントを施ほどこした男である。

「なっ、なんやお前？」

　パンチパーマが言った。

　黒ずくめの男――等々力とどろきはベルトから黒い円筒を取りだし、一振りした。

　円筒は鈍い金属音を発してスライドし、長さ六十センチくらいの棒に変化した。

「よう見たら爺じじぃやないか」

　パンチパーマは最初に怯おびえた分、大胆な動きで等々力に詰め寄った。

　等々力は無言で棒を突き出す。

　先端がパンチパーマの鳩尾みぞおちにめり込んだ。

　パンチパーマは息を詰まらせてうずくまった。

　等々力はその首筋を棒で叩たたく。床に崩れ落ちたパンチパーマの上を飛び越えて、五分刈りの前に立った。

「この野郎……」

　五分刈りが銃口を等々力に向けた瞬間、黒い旋せん風ぷうがその手を下から上へ薙なぎ払った。

　拳けん銃じゆうはクルクルと回りながら宙を飛び、等々力の手の中に収まった。

　等々力は素早くマガジンを抜くと、片手で弾たまをすべてはじきだした。拳銃もマガジンも後に放り投げる。ゴトッと重い音を立てて拳銃はパンチパーマの後頭部を直撃した。

　五分刈りは等々力に殴なぐりかかる。

　等々力は身を沈めながら、棒を突きだした。先端が五分刈りの股こ間かんを直撃する。

　五分刈りは呻うめいて股間を押さえ床に転がり、体を痙けい攣れんさせた。

　坊主頭の巨漢はその様子を見ながらゆっくりと上着を脱いだ。

　白いシャツが盛り上がった筋肉によってパンパンに張っている。

　坊主頭は腰を落とし、両手をつきだして身構えた。

　等々力は坊主頭に向かって棒を突き出す。

　分厚い掌しよう底ていがそれを弾はじく。

　右、左、上。等々力が繰り出す攻撃は、すべて坊主頭の掌底に遮さえぎられた。掌てのひらに棒が当たるたびに小気味よい音が連続した。

　坊主頭が右手の正拳を突き出す。

　等々力はさがりながら、棒で手首を打つ。

　坊主頭は一瞬顔をしかめたが、左右の正拳と高い蹴けりを連続させ、等々力に迫る。

　脚が一いつ閃せんするたびに空気を切り裂く音が響く。

　坊主頭の右脚がすっと伸びて、等々力の首を狙ねらう。

　等々力とどろきは棒を振り下ろして飛びすさった。棒は坊主頭の向こうずねに食い込んだ。

　坊主頭は悲鳴を上げて脚を引っ込める。右脚の爪つま先さきから血が滴したたった。

　坊主頭は左脚だけで立ちつくし、等々力を睨にらんだ。

　等々力は男の足元に滑り込んで左脚を棒で払う。

　地響きを立てて、坊主頭が倒れ込んだ。

　じたばたと立ち上がろうとする所に駆け寄って、思い切り後頭部を蹴けり上げた。

　長いうめき声を上げて、坊主頭は気を失った。

「歯ごたえの無いやつらでしたな」

　等々力は言って棒をスライドさせ、元の長さの円筒に戻して腰に差した。

「さて、孝こう一いちさまと恵けい子こお嬢さまはうまくやってくれただろうか……」

　等々力は頭の中に入っている屋敷の平面図にそって、孝一と恵子が向かっている御み霊たま函ばこの置かれた部屋に向かった。



　トオルは等々力の体を抜け出して孝一に憑ひよう依いしていた。パンチパーマを倒したとき、憑依して操らなくてもヤクザたちと渡り合えることを確信したからだった。

　孝一も恵子も、等々力が書いた屋敷の平面図を頼りに廊ろう下かを走っていた。入り組んだ廊下を進むうちに方向感覚を失いかけ、スピードが極端に落ちていた。

「超寒くなってきたよぉ～」

　恵子は走りながら泣きごとを言う。

「がんばれ。冴さえさんを助けるためだ」

　孝一＝トオルが言った。

　トオルは背後に幾つもの気け配はいを感じていた。

“〝よくないもの”〟が迫っている。おおかた麗さち子こが術で呼び寄せたものだろう。

　孝一の中に入ったままだと邪霊や死霊たちと闘えない……。

　気配はどんどん近づいて来る。眼に見えない触しよく手しゆがユラユラと揺ゆれながら孝一と恵子の背中に触れようとしている。

　くそっ！　心こころ許もとないが、二人に託すしかないか。

　トオルは孝一の頭頂部からスルリと上体を抜き、後を振り返った。

　異形の者たちが迫っている。

　ぼろぼろの背広を着た腐ふ乱らんした男。

　頭を割られ赤黒く乾ひ涸からびた脳味噌の断片を額にへばりつかせた女。

　鮹たこのような触手をうねらせながら、粘ねん液えきの痕あとを引きずって滑ってくる邪霊。

「後を見るな！　急げ！」

　完全に体を抜き終える前に孝一にそう叫ばせ、トオルは背後の霊たちに向かって飛んだ。腐乱した男に襲いかかりながら、トオルは黄金色の狼に変身した。



「後を見るな！　急げ！」

　突然、孝こう一いちが叫んだので、恵けい子こは悲鳴を上げながらスピードを上げた。

「あっ待って！　恵子くん！」

　叫びながら孝一もスピードを上げる。パニック寸前になりながら、孝一は辛かろうじて残っている理性で、等々力とどろきの書いた平面図を見る。

「恵子くん！　右！　右！」

　と怒鳴ると、恵子は廊ろう下かを直角に曲がった。「今度は左！」

　ともすれば恵子に引き離されそうになる孝一は必死で叫びながら後を追う。

「左の座敷！」

　孝一が叫ぶと、恵子は襖ふすまの前でピタッと停まった。

「百どう目め鬼き先輩が先よぉ！」

　恵子は泣きべそをかきながら、息を切らして追いついた孝一に言った。

「こういう……場合は……、レディー……ファーストって……なし？」孝一は膝ひざに手を当てて乱れた息を整えながら、情けない顔で恵子を見上げる。

「ジ……ジャンケンなんてのも……だめだよね？」

「だめに決まってるでしょ！　はやく入ってよ！　臆病者！」

「ぼくとしても、君にだけは言われたくない言葉だね……」

　孝一はへっぴり腰で襖に手を当て、引き開けた。
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　廊下の明かりが差し込んで、十畳ほどの和室がぼんやり見えた。正面に違い棚と床の間がある。右手が中庭。左手に襖がある。

　孝一はそっと部屋の中に入り込み、左の襖に向かう。

　その時、中庭に面した大きな窓が視し野やの隅に入った。

　黒々とした庭木のシルエットと、青黒い空。腰が引けた自分の姿が映っていた。

　そして、窓のすぐ向こうにずらりと並んだ人影――。

「見間違いだ……。見間違いだ……。見間違いだ……。見間違いだ……。見間違いだ……。見間違いだ……」

　孝一は念仏のように口の中で呟つぶやく。

　ちらっとしか見なかったが、確かに以前は人だったものだ。黄土色の顔がずらっと並んでいた。眼は落ちくぼみ、口は信じられないくらい開いて歯がむき出しになっていた。服はぼろぼろで、腕をだらっと下げ……。

　いや、一瞬視し野やのすみを過よぎっただけなのにそんなにはっきりと見えるわけがない。

　ぼくの想像の産物なんだ……。

「百目鬼先輩、早く襖を開けてよ……」

　震える声で言いながら、恵けい子こが後からしがみついてきた。

「あ……ああ、ああ、ああ。大丈夫だからね」

　孝こう一いちは窓の外の人影を無視して襖ふすまを開けた。手前の和室よりもさらに暗い部屋の中央に、テーブルがあった。その上に置かれた三つの函はこ。

「これだ……。真ん中が冴さえさんだ」

「冴……」

　恵子が中央の函を取り上げ抱きしめたとき、背後で物音がした。

　畳を擦する足音。異様に速い――。

　孝一は総そう毛け立だった。窓の外の奴らが入って来たんだ！

　ゆっくりと振り向く。

　ミイラのような姿をした十数体の霊が、畳の上を凄すさまじいスピードで這はってくるのだ。

「来たぁ！」

　孝一は叫ぶと、右手の襖に向かって走り出した。

「何が来たのぉ～！」

　恵子も叫んで後を追う。

　孝一は襖を蹴け破やぶり廊ろう下かに転がり出て、無茶苦茶に走った。

　恵子は函を抱きかかえたまま、孝一を追い、並び、追い越して走った。

「ワッ！」

　恵子は立ち停まった。

　その背中にぶつかりそうになりながら孝一も停まる。

　廊下に長は谷せ川がわ怜れいが立っていた。

「怜先輩……。どうしてここに？」

　恵子が言うと、怜はニッコリと微笑ほほえんだ。

「あたしもここに捕らわれていたの。騒ぎに乗じてなんとかロープを切って逃げ出して来たの。さぁ、出口はこっちよ」

「でも、なんで怜くんが捕まってるんだい？　こことは何も関係ないよね……」

　孝一が疑問を口にすると、怜は一瞬答えに詰まった。しかし、恵子の一言で孝一の疑問はうやむやになった。

「よかったぁ～」恵子は、歩き出す怜の後を追いながら言った。

「怜先輩が来てくれたらもう安心よ」

「怜くんも捕まってたんですからね」

　自分を頼りにしてくれないことを不満に思ったらしく、孝一は少しムッとしたように言う。怜が捕らわれていたことの疑問などすっかり忘れてしまっていた。

「ぼくらと立場は同じか、あるいは下です。騒ぎに乗じて逃げたんだったら、ぼくたちが彼女を助けたことになるじゃないですか……」

「なにブツブツ言ってるの。怜先輩だったらケイコを置いて一人で逃げたりしないわ」

「うううう」

　孝こう一いちは落ち込んだ顔をした。

「ここよ」

　怜れいは廊ろう下かの左の襖ふすまを開けた。

　孝一は部屋の中に頭を突っ込む。

「暗くて何も見えません」

「明かりをつけたら怪しまれるわ。我が慢まんして真っ直ぐ進んで」

　と、怜は言った。

　孝一、恵けい子こ、怜の順で真っ暗な部屋に入った。

　怜が後ろ手で襖を閉めると、辺りは完全な暗黒と化した。

「怜くん。どこです？」

「怜先輩……？」

　二人が呼び掛けても返事はなかった。



「くそ！　死霊になって邪魔をするか！　怜！」

　麗さち子こは祈き祷とう室の中で炎を上げる護ご摩ま壇だんの火か爐ろの中に護ご摩ま木きを放りながら言った。火爐は三角形。調ちよう伏ぶく護ご摩まの火爐である。ともかく、奴らを祈祷室に近寄らせてはならない――。

「いや……」

　麗子は眼を細め、精神を集中して怜の気け配はいを探った。

「死霊ではない……。生きておったか……」

　どんなトリックを使ったのか、あの時、背中に撃った弾丸は怜の命を奪わなかったのだ。

「くそっ！」

　麗子は何度も印いんを組み変えて呪じゆ言ごんを唱える。

　すると――。

　祈祷室前の廊下の空間に、黒い霧のような物が現れた。

　霊れい道どうである。奥から陰いん鬱うつなエコーを伴った呻うめき声が漂ただよいだしてくる。邪霊たちの蠢うごめく音も聞こえ始めた。

　剛ごう毛もうの擦こすれる音を発して、甲かぶと虫むしの脚にも似たモノが霊道から迫せり出だした。



　怜は闇やみの中でほくそ笑んでいた。母麗子は今ごろ焦あせっているに違いない。

　極悪人の母と伯父を相手にする覚悟をした時から、怜は常に防弾ベストを着用していた。最近はごく薄手で高性能のものが出ている。しかし、胴体はカバーできたが、母が脚を撃ってきたのは誤算だった。

　大けがはしたが何とか危機を脱し、麗子に一いつ矢し報いるチャンスを狙ねらっていたのだ。

　状況の変化によって、母と組むか伯父と組むかということを考えるより、自分の手を汚さずに両方を倒す手を使った方が都合がいい展開になっていた。

　どちらかについて小遣いをせびるよりも、二人を滅ぼして雄ゆう紀きの後こう見けん人にんとなる方が利益は大きい。

　徹底的に麗さち子この邪魔をしてやる。

　麗子や叔父の柳やなぎ沢さわほどではないにしろ、怜れいも多少の霊能力を持っていた。

　自らの霊れい体たいを投影する力である。物理的な破壊力はもたないが、相手に触れたり異様な姿を見せたりすることはできる。

　怜は今、市内に隠れ家として用意してあったマンションの一室の長椅い子すに横たわって、

孝こう一いちや恵けい子この前に霊体を投影している。その投影した霊体の目を通して、へっぴり腰で闇やみの中を進む孝一と恵子の姿が見えていた。

　思い切り怖い想おもいをしな……。



「怜くん！　怜くん！　悪い悪戯いたずらはやめようよ！」

　孝一が叫ぶ。

　畳を擦する足音。孝一のものでも恵子のものでもない足音だ。

「恵子くん！　怜くん！　何かいる！　こっちに来て！　手をつなぐんだ！　僕から離れるな！」

「せんぱぁい！」

　という恵子の声とともに、孝一の手を冷たい掌てのひらが握った。

　恵子は、函はこを抱える自分の手を冷たい掌が包み込むように覆おおったのでホッと安心した。重い函を抱えているので手が使えないのを察し、孝一が掴つかんでくれたのだと思ったのだった。

　足音は二人の周りをまわる。

「ハァ……」

　生なま臭ぐさい息が孝一の横顔を撫なでた。

「け……恵子くん。ぼくの手を離すなよぉ！」

　孝一は叫ぶ。

「離すなって……握っているのは百どう目め鬼き先輩でしょ！」

　嫌な予感が背筋を駆け上がる。

『あたしのてよ』

　微かすかな微かな囁ささやき声だった。

「え？　なに？」

『あたしのてよ。あたしはもうしんでいるの』

「聞こえない。聞こえない。聞こえない聞こえない。聞こえないわ！　聞きたくないぃ！」

『あたしはもうしんでいるの。あなたもいっしょにこっちにきてたのしいことしましょ』

「やめてぇ！　喋しやべらないでぇ！　ケイコの耳に息かけないでぇ！」

「恵子ちゃん」

　耳元で怜の声が言った。

「あっち行ってぇ！」

『あんたもこっちに来て、楽しいことしましょうよ』

　声と共に、冷たい手が恵けい子この胸を掴つかんだ。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　恵子は叫んだ。函はこが手から離れる。凄すさまじい音を立てて函が転がった。

　落ちた弾はずみで蓋ふたが外れた。

　目ま映ばゆい光が閃ひらめく。

　投影された怜れいの霊れい体たいは舌打ちして闇に溶け込んだ。

　転がった函の中から青紫色の光球がゆらゆらと立ち昇った。

「でたぁ～！」孝こう一いちは悲鳴を上げた。

　紫色の光球は空中で静止すると、揺ゆらめきながら人の形を造った。

　冴さえである。紫色の光を放つ冴は裸だった。

「わぉ……」

　孝一は、現在の状況も忘れて冴の裸をまじまじと見つめた。

「恵子。百どう目め鬼き先輩。行くよ！」

　冴が言うと、襖ふすまが吹っ飛び、暗黒の部屋に廊ろう下かの明かりが流れ込んだ。冴の姿は照明の下でも紫色に輝いていた。

　冴は宙に浮いたまま、泳ぐように廊下を進む。恵子と孝一はその後を追う。

「百目鬼先輩、見ちゃだめ！」

　恵子は、紅い顔をして走る孝一の頭をひっぱたいた。

　孝一の視線は前を漂ただよう冴のお尻のあたりに吸い寄せられていたのだ。

「す、すみません……」

　孝一は下を向いて恵子に手を引かれながら進んだ。



　　　　５



　冴が二人を導いたのは、冴と雄ゆう紀きの体が寝かされている部屋だった。

　ドアを開けると、怯おびえた顔の看護師が椅い子すから飛び上がった。

　冴は巫み女こ装しよう束ぞくのままベッドに眠る自分の体を見つけると、真上の空間に横たわるような姿勢をとった。

　紫色に輝く霊体はゆっくりと下に降りていく。そして、冴の肉体に重なった。

「ウウウウン」

　冴の体が唸うなった。そして、ゆっくりと眼を開く。

　ベッドの上に上体を起こすと左肘ひじの内側に刺されていた点滴の針を抜いた。そして激痛に耐えながら、全身のストレッチを始めた。五日間も体を動かしていなかったために、筋肉はかなり硬直していた。

「酷ひどい目にあった。おかげさまで助かったわ、恵けい子こ」

　冴さえはストレッチを終えると、恵子と孝こう一いちに笑顔を向ける。

　恵子は滝のような涙を流しながら冴の首にしがみついて号ごう泣きゆうした。

「怖かったよぉ！　心配したよぉ！　怖かったよぉ！　心配したよぉ！」

「判わかった。判った。判ったからもう泣かないで」冴は恵子の頭を撫なでながら言った。

「まだ一仕事あるんだ。手伝ってくれるわね？」

　恵子は顔を上げ、しゃくり上げながら「うん」と頷うなずいた。

「百どう目め鬼き先輩。看護師さんや恵子と一緒に雄ゆう紀きくんを護まもって外に逃げて」

「判った。君は？」孝一は訊きいた。

「加か宮みや麗さち子こと決着をつけてくる」

　冴はベッドから降りる。しばらく体を動かしていなかったので思うように力が入らず、冴はグラリとバランスを崩して膝ひざを突いた。

「大丈夫？　冴」恵子は冴を助け起こす。

「そうだ！　お祖母ちゃんからこれを預かって来たんだった」

　恵子はブルゾンのポケットから真っ白な木も綿めんのタスキを出して冴に渡した。

「これは？」

「よく判らないけど、魂たま結むすびのまじないがかけてあるって言ってたわ。タスキをきりっと絞めると魂が肉体から漂ただよい出すことが無いんだって」

「判った」

　冴はタスキの片端を口にくわえると器用にタスキをかけた。

　部屋の隅に自分のボストンバッグが転がっているのを見つけた。てっきり取り上げられ処分されたと思っていた。しかし、冴の生いき霊りようを捕らえたことで安心して不用心にこの部屋に置いていたのだろう。

　色々と持っていきたいものはあったが、闘いには身軽さが必要だ。冴はバッグの中から独どつ鈷こ杵しよと塩を入れた布袋を取りだすと、廊ろう下かに走り出した。



　麗子は祭さい壇だんに置いた銅どう鏡きように眼を向ける。それは護ご摩ま壇だんの向こう側にあって炎にゆらめいていたが、鏡面には冴たちの行動が浮かびあがって見えていた。

「くそ！　忌いまいま々しい小娘どもめ」

　麗子は吐き捨てるように言うと、護摩壇の前を離れ、左側の壁際に置いた三つの小さな銀の籠かごに向き合った。虫籠ほどの大きさのそれには、三人のヤクザの霊れい体たいの一部が閉じこめてある。

　雲のような拳こぶし大だいの霊体からは魂たま緒おと呼ばれる細長い霊体の糸が出ていて祈き祷とう室を横切り廊下の方に伸びており、先端はヤクザ達の肉体に潜り込み霊体の本体に接続していた。柳やなぎ沢さわ幸こう哉やはこれを使ってヤクザ達を操っていたのだった。

「いつまで寝ている！」麗子は怒鳴った。

「早く、敵を殺してしまえ！」



「おお、ご無事でしたか！」

　冴さえが麗さち子ことの闘いに飛び出していった直後、等々力とどろきが部屋に飛び込んできた。看護師がその真っ黒な姿に驚いて小さな悲鳴を上げた。

「等々力。お前も無事だったか」

　孝こう一いちは等々力の肩を叩たたいた。

「孝一さま。冴さまは？」

「無事、霊れい体たいが戻ったよ。ぼくたちは今、脱出するところだ」

「では、わたくしは冴さまに加か勢せいに――」

「いや」孝一は首を振る。

「相手は強力な霊能力者だ。一般人が手助けしようとしても足手まといになるだけだ。ぼくたちと一緒に脱出しよう」

「判わかりました。それでは、わたくしが先せん導どういたしましょう」

　等々力は廊ろう下かに出た。

　その瞬間――。

　乾いた銃声が響いた。

　等々力の体が宙に浮いて、廊下に倒れ込んだ。

「等々力！」

　孝一が駆け寄ろうとした時、廊下の右手から声が上がった。

「動くんやないで」

　孝一はハッとして声の方を見た。

　五分刈りの男が拳けん銃じゆうを構えて立っていた。

「大人おとなしくこっちに来て貰おか」

　孝一の内部で何かが弾はじけ跳んだ。体の内側からとてつもなく熱いものが噴ふき上げた。

　孝一は五分刈りに向かって飛びかかった。

　まさか小僧が反撃してくるとは考えていなかった五分刈りは、引き金を引きそびれた。

　孝一の拳こぶしが五分刈りの左頬ほおに炸さく裂れつした。

　幼い頃、等々力に手ほどきを受けた格闘技の技が、孝一の体を動かしていた。

　よろめいた五分刈りの右腕を蹴ける。

　拳銃が吹っ飛び、床を滑った。

「なめるんやないで。クソガキ！」

　鼻血を垂らしながら五分狩りが孝一に殴なぐりかかる。

　左手で攻撃を受け、五分刈りの顔面に頭突きを喰らわせる。

　さらに鼻血を噴き出して五分刈りはのけぞった。

　腹に蹴り。体をくの字に折った五分刈りの後頭部に踵かかとを叩き込む。

「やればできるじゃん！」

　恵けい子こが叫んだが、孝こう一いちの耳には届かない。今まで見せたことのない、鋭いナイフのような表情で、さらに五分刈りに挑み掛かる。

　五分刈りは床を転がって孝一の攻撃を避け、立ち上がった。

　孝一は宙を飛ぶ。回まわし蹴げりが五分刈りの側頭部に炸さく裂れつする。

　五分刈りは壁際まで吹っ飛ばされた。

　五分刈りは、頭をふりながら、手元に転がっていた拳けん銃じゆうを掴つかんだ。

　孝一がその体に向かって突っ込む。

　しかし、五分刈りは、駆け寄った孝一の体の横をすり抜けた。

　そして、恵子の腕を取る。

「なにすんのよ！」

　恵子は暴れたが、こめかみに冷たい物を当てられて、おとなしくなった。

「恵子くん！」

　孝一は身構えたまま、動きを停めた。

　五分狩りは鼻からおびただしく血を流し、腫はれ上がった両眼を無理矢理開いて、恵子のこめかみに拳銃の銃口を押し当てていた。

「詰めが甘いで」

　ニヤリと笑った口は、前歯がすべて欠けて血まみれになっていた。

　孝一は両手を上げた。

　恵子を人質に取った五分刈りは孝一に近づく。拳銃を持った右手の裏うら拳けんで孝一の頬ほおを張り飛ばした。

　孝一の口の端から血が流れ出した。

「百どう目め鬼き先輩！」

　恵子が悲鳴をあげた。

「大丈夫だ。恵子くん。隙すきを見て必ず助ける」

　五分刈りは孝一のセリフをオウム返しに言ってからかい、頭を張り飛ばした。

「さぁ、一緒に来てもらおか」

　恵子に拳銃を突きつけたまま、五分刈りは孝一と女性看護師を促うながした。

　両手を上げた孝一、雄ゆう紀きの車椅い子すを押す看護士。そして恵子を人質に取った五分刈りの順に部屋を出た。

「等々力とどろき……」

　孝一は床に仰あお向むけに倒れた等々力を振り返った。身動きする気け配はいはない。

　孝一の体も心も灼熱しやくねつの塊かたまりと化していた熱源が急速に冷めていく。

　自分も等々力と同じように殺されてしまうかもしれないという恐怖と、幼い頃から面倒を見てもらっていた等々力が殺されたことに対する怒りがない交ぜになって、孝一の眼から涙が滴したたった。



    

  
    
      


　　第八章
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　邪霊の霊波動が強くなってきた。

　冴さえは廊ろう下かを右に曲がった。

　前方から紅い光球が飛来した。中にぼんやりと人の顔が見えている。

　苦く悶もんの表情をしたそれは、冴の喉のどに食らいつこうとする。

　冴は身を沈めてそれをかわす。

　背後から再度襲いかかる光球に独どつ鈷こ杵しよを突きだした。

　光球が弾はじけ、光の細片となって飛び、壁に火花を散らして消えた。

　冴は前方に蠢うごめく、紅い光に包まれた邪霊の群れに対峙する。

　全身、黒い長い毛に覆おおわれた女。両肩に女の首を生やした若い男。蜘く蛛ものように長い手足を持つ童女。元が男か女かも判わからない、鬼のような姿をした者たち――。そんな奴らが蠢きひしめきながら、狭い廊下を埋め尽くして黄金の狼に変身したトオルに襲いかかっている。

　トオルは右に左に身をかわしながら、邪霊と闘っていた。

「トオル！　待たせた！」

　冴が叫ぶと狼はちらっと後を振り返り、小さく頷うなずいた。

　冴は右手に持った独鈷杵を床と水平に構えて、真しん言ごんを唱えた。

　独鈷杵の左右の突起が紫色に輝きだし、長さ五十センチほどの光の刃が伸びる。独どつ鈷こ双そう刃じんの剣つるぎである。

　冴は一番手前の蟹かにの様な姿をした邪霊に飛びかかった。大きさは軽自動車ほどあった。長い節だらけの脚。でこぼこした甲こう羅らの上に、女の顔の鼻から上が突きだしている。金色の眼を見開いて、大きなハサミを振り上げた。

　冴は風を切るハサミをかいくぐり、光の刃を風車のように回す。紫の光の刃はハサミを寸断した。

　甲羅の下側に潜り込んだ冴は、独鈷杵の刃を突き刺した。

「ナマクサマンダ　バサラダン　カン！」

　真言を唱えると、蟹女の胴体がぶわっと膨ふくらんだ。次の瞬間、甲羅は木っ端みじんに吹き飛び、冴はバラバラと散る紅い破片の中を次の邪霊に向かって走った。



「教きよう主しゆ様、御み霊たま函ばこを持って参りました」

　パンチパーマの男と坊主頭の巨漢が禮れい盤ばんに座る麗さち子この後に立って言った。

「そこに置いておけ」

　麗さち子こは汗まみれになりながら、護ご摩ま木きを炎に投げ込む。

　パンチパーマと坊主頭は函はこを足下に置くと、ぼんやりとその場に立ちつくしていた。

「御み簾すの後ろにひかえていろ。万が一小娘と犬っころが飛び込んできたら、命がけで働いてもらうぞ」



　異形の邪霊たちは倒しても倒しても次々と廊ろう下かの奥から現れた。冴さえと金狼に変じたトオルは、なかなか祈き祷とう室に行きつけず、苛いら立だっていた。

　斬きり裂けば緑色の粘ねん液えきを散らしながら倒れるが、すぐに残ざん骸がいも粘液も消え去ってしまう。冴やトオルの刃や牙きばに触れることがすなわち除じよ霊れいとなり、邪霊たちはこの世からも冥めい界かいからも消え去ってしまうのだが、冥界の出入り口――霊れい道どうが開いていて、いっこうに数が減らない。

　今、冴と対たい峙じしているのは身長三メートルはありそうな、異形のミイラのような姿をしていた。骨格の上に乾燥した紙のような皮膚が貼はりついている。腰の辺りに申し訳程度の布が巻き付けられているが、ほぼ全裸だった。ひからびた皮膚からは干し魚の異臭が漂ただよってくる。

　乾ききった眼がん窩かの暗がりに、熾おき火びのような紅い光が宿っている。剥むき出した歯は黄おう褐かつ色しよくに変色していた。

　邪霊はニヤリと笑うように右頬ほおを歪ゆがめた。音を立てて口角の乾燥した皮膚が裂けて、茶色い粉末が散った。

　乾涸らびた皮膚を張り付けた長い腕を振って、冴を攻撃する。

　冴は右に左に身をかわし、隙すきを見て相手の足元に踏み込んで独どつ鈷こ双そう刃じんの剣つるぎを真上に振り上げる。邪霊は股こ間かんから頭のてっぺんまで真っ二つにされ、断末魔の悲鳴を上げた。

『冴。なにか手はないのか？』

　鱗うろこに覆おおわれた男の首を噛かみちぎりながらトオルは言った。

「効くかどうか判わからないが……」

　冴は斬り倒した邪霊の緑色の粘液を頭から浴びながら、懐ふところから塩の袋を取りだした。

　袋の中身はただの塩ではなく、御み霊たま部べ屋やで浄きよめたものある。結けつ界かいを張ったり、悪霊を退かせたりする時に用いる呪物だが、はたして強い恨みのために姿形まで異形の者に変じた邪霊に通用するだろうか……。

『そんなもの、効くのか？』

「だから、判らないって言ったでしょ！　邪霊に試したことはないの！」

　冴は叫びながら、袋の中に手を入れた。

　一瞬、邪霊たちの動きが止まった。その視線は冴の持つ袋に集中している。瞳は一様に怯おびえの色を浮かべていた。

　魔ま界かい偈げを併用すればもしかしたらうまく行くかもしれない……。冴は思った。

　魔ま界かい偈げは邪霊や魔物が障さわりを起こすときに効果がある。偈げに効果をもたらすためにはその下地として不ふ動どう明みよう王おうの火か界かい咒しゆを唱えなければならない。

「疾く去れ！　ナマク　サマンダギャテイビヤク……」

　冴さえは叫びながら掌てのひらに握り込んだ塩をパッと撒いた。

　邪霊たちは絶ぜつ叫きようを上げて、我先に霊れい道どうへ戻ろうと踵きびすを返した。仲間を押しのけ踏みつけ廊ろう下かの奥へと走る。

　邪霊たちを傷つけることはできないが、浄きよめられた塩は魔を退散させるには効果があるようだ。しかし、廊下はいまだ霊道に押し寄せる邪霊たちによって塞ふさがれたままだ。麗さち子こがいるはずの祈き祷とう室はこの先だ。

　早く祈祷室にたどり着かなければ、麗子は新たな攻撃を仕掛けてくる……。

　落ち着け……。何か方法があるはずだ……。

「そうだ……」

　冴は邪霊の特性を思い出した。

「お前たち！」

　冴は霊道に潜り込もうとして怒号を上げながらもつれ合う邪霊たちに声をかけた。

　最後列にいた邪霊たちの動きがピタリと止まった。青黒い肌をした大男。豹ひようの斑はん点てんを素肌に浮かべた若い女。頭部に何本もの角を生やした子供――。それら十数体の邪霊がゆっくりと冴を振り返り金色の瞳で冴を見つめた。

『おい！　何をする気だ？』

　金狼が驚いた顔で冴を見上げる。

　しかし、冴はその言葉を無視して魔界偈を唱える。

「天てん魔ま外げ道どう皆かい仏ぶつ性しよう。四し魔ま三さん障しよう成じよう道どう来らい……」

　冴を振り返った邪霊たちから怒りや恐怖の波動が消えていく。

　それを確認して冴は言った。

「お前たち、成仏する気はないか？」

『冴！　邪霊を成仏させている暇なんかないぞ！』

　金狼は冴の緋ひの袴はかまの裾すそをくわえて引っ張った。

　十数体の邪霊は冴に向き直る。虎の唸うなりにも似た声を喉のどの奥から響かせている。

　他の邪霊はまだ霊道に逃げ込むのに夢中だったが、少しずつその乱れた列は縮まっている。

「成仏したいのなら、あたしの話を聞いて。聖徳太子様は、働かざるモノ喰うべからずと仰おつしやった。それは生きてる人間のことだけど、霊になったからって、その原則は変わらないのよ」

　邪霊の唸りは停まらない。

「だからね、成仏させてほしいんだったら、働いて欲しいわけよ。あたしの式しき神がみとして一日だけ働いてくれたら、成仏させてあげる。どう？」

　十数体の邪霊は突っ立ったまま唸り続けていた。

　だめか……。冴さえは諦あきらめて独どつ鈷こ双そう刃じんの剣つるぎを握り直す。

　先頭の邪霊が片膝ひざを付き、頭を下げた。

　それに続き、次々と邪霊がひざまづく。

　十数体の邪霊はすべて、冴の前に深々と頭を垂れた。

　冴は肯うなずいて般はん若にや心しん経ぎようを唱えた。

「観かん自じ在ざい菩ぼ薩さつ行ぎよう深じん般はん若にゃ波は羅ら蜜みつ多た時じ……」

　冴は独鈷双刃の剣の光の刃を納め金銅の独どつ鈷こ杵しよに戻し、邪霊たちに向けた。

　邪霊たちは合掌した。

「……般若心経」

　邪霊たちは姿形こそ変化しなかったが、その体から発せられていた紅い光は消えていた。仏に帰き依えし、冴の式しき神がみとなることを約束したのだ。

「それじゃあ、手伝って。まず、廊ろう下かを通れるようにしてほしいの」

　式神たちはいっせいに肯き立ち上がって、後方の邪霊たちに歩み寄った。

　霊れい道どうに押し寄せる邪霊たちの数はだいぶ減っている。式神たちは一列に並んでそれを取り囲む。そしてじりじりと廊下の片側に押していく。

　押された邪霊は、怒りの咆ほう吼こうを上げ式神を押し返そうとする。

　式神は、邪霊に噛かまれても長い爪で引っ掻かかれても反撃せずただ邪霊たちを押して行く。

『たいしたもんだな』

　トオルは小さく首を振る。

「ついさっきまでは仲間だったからね。傷つけたくないんでしょう」

　冴が応こたえる。

『違う。お前のことだ』トオルは言った。

『邪霊は一ひと筋すじ縄なわでは成仏しないから邪霊になってしまったのだ。それをすぐに手なずけてしまうとは、たいしたもんだと言ったんだ』

「必死だったからね。奴らもきっと、こっちが気の毒だと思ったんだわ」

　式神たちが邪霊を壁際に押しつけたので、廊下に人一人通れるほどの隙すき間まが出来た。

「行くわよ、トオル」

　冴は異形の式神たちの壁の前を素早く走り抜けた。トオルがその後に続く。

　冴とトオルが霊道の向こう側の廊下に出ると、式神たちは邪霊の包囲を解いた。

　霊道に入ることを邪魔された邪霊たちは怒り狂い、式神に襲いかかる。

　しかし、式神はそのまま並んで廊下を塞ふさぎ、邪霊たちが冴とトオルを追うのを遮る壁となった。

　冴とトオルは、麗さち子こが籠こもる祈き祷とう室へと走った。
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　霊れい道どうのバリケードが破られた……。

　麗さち子こは汗まみれになりながら、炎の中に護ご摩ま木きを放り込む。

　邪霊まで手なずけてしまうとは……。斎いつ宮き冴さえはただ者ではない。

　あたしの調ちよう伏ぶく護ご摩までは歯が立たない。

　麗子はちらりと柳やなぎ沢さわ幸こう哉やの生いき霊りようを閉じこめた御み霊たま函ばこを見る。

　こいつのパワーを使わせてもらうか。

　麗子は時間を稼ぐために自じ在ざい天てんの印いんを結び、真しん言ごんを唱える。自在天はヒンドゥー教のシヴァ神をさし、破壊の神である。

「オン　マケイシバラヤ　ソハカ！」



『妙だと思わないか？』トオルはハッとして冴に言った。

『いつまでたっても祈き祷とう室に行き着かない』

　冴は走りながら辺りの景色を見なおす。廊ろう下かは果てしない一点透とう視しを描き、彼方で黒っぽい点となっている。その光景を不思議に思っていなかった自分は麗子の術中に墜おちていたのだと悟った。

「結けつ界かいが張ってあるんだわ」

　冴が言ったとき、廊下に風が吹いた。

　生なま臭ぐさく甘ったるい腐臭を含んだ生ぬるい風である。

「来るぞ、トオル！」

　冴は走りながら言った。

　黒い雲が廊ろう下かの彼方から迫ってくる。青白い稲いな妻づまが雲の内部や表面を走っている。

　雷鳴が空気を揺ゆらす。

　雲の中央で閃せん光こうがひらめいた。

　並んで走っていた冴とトオルはさっと体を離す。

　轟ごう音おんと共に雷らい電でんが空気を切り裂き、廊下の床に穴を開けた。

　オゾンの青臭いにおいが漂ただよう。

　幾筋もの稲妻が冴とトオルを狙ねらって飛来する。

　冴もトオルも身を翻ひるがえしながら雷撃を避け、走り続ける。



　麗子は、稲妻に冴とトオルを攻撃させている間に、素早く柳沢幸哉の生霊を封じた御霊函を護ご摩ま壇だんの前に据すえた。

　麗子は合掌し、低い声で祭さい文ぶんを唱えた。

「柳沢幸哉の霊よ。虚こ空くうの冥めい界かい、御霊函に住まいする、哀れなる恐怖の王よ。我、汝なんじの裡うちより無限なる力を呼び出さん――」

　儀ぎ式しき魔術の霊召喚の祭文を変形させたものだった。



　柳やなぎ沢さわ幸こう哉やは暗黒の中で天上から声が降って来るのを聞いた。

　麗さち子こが霊召喚の祭文を唱えている。

　これが最後のチャンスだ。

　祭文を唱えると御み霊たま函ばこの蓋ふたは霊的な力によってわずかに浮き上がる。生いき霊りようを通じて取りだしたエネルギーはそこから抜け出す。

　生霊本体がそこから脱出することは出来ないが、魂の緒を漂わせて麗子に攻撃をしかけることはできる。

　祭文の唱詠に呼応して、柳沢の霊れい体たいが震え始めた。

　何かが湧わきだしてくる。

　生霊使いとして他人の霊体からエネルギーを抜き出し、使し役えきしてきたが……。こんなふうに感じるものなのか。

　熱く、冷たく、怒ど濤とうのように力強く、虚空のように静せい謐ひつなもの――。

　自分の内側ではなく、どこか遠くの未知の空間から、異質な力が流れ込んでくる。そして体を通過した途端に変質する。磁力、重力などとはまったく別の未知のエネルギーが、呪じゆ言ごんや真しん言ごん、祭文によってどのようなベクトルも持ち得る“〝わかりやすい力”〟に翻ほん訳やくされるのだ。

　柳沢の霊体の視し野やには、自分の体を通り抜けて噴ふきあがるエネルギーが、白銀の帯のように見えていた。

　柳沢はほくそ笑み、エネルギーの帯と共に急激に浮上した。



　御霊函の中に強大なエネルギーが膨ふくれあがるのが判わかった。

　麗子は函はこに手をかざし、冴さえとトオルへの新たな攻撃にそなえ、エネルギーを取り込む用意をした。

　函が震えた。小刻みで速いその揺ゆれは蜂の羽音のような音を発した。

　麗子はその音の中に異質なものを感じ取った。

　麗子自身も何度か御霊函の生霊を使ったことがある。しかし、そのとき函はこのように震えることはなかった。

「おかしい……」

　麗子は禮れい盤ばんを離れた。

　その瞬間、御霊函が膨らんだ。

　函の胴に亀き裂れつが入る。

　内部から眩まばゆい光が迸ほとばしる。

　麗子は床に伏せた。

　鈍い音を発して函は破裂した。

　爆風で護ご摩ま壇だんが吹き飛ばされ、火か爐ろの炎は無数の火の玉と化して祈き祷とう室に飛び散った。



　冴さえとトオルに迫っていた黒雲がかき消すように消えた。

　廊ろう下かには稲いな妻づまに焼かれた絨毯じゆうたんの臭においが漂ただよっている照明が消え、蒼あおい月明かりに照らされていた。

　右手に中庭があった。

　古い橋のように中庭につきだした渡り廊下と、八角形のお堂が静まり返った夜の底に鎮座していた。

　お堂の窓からはチロチロと燃える小さな炎の揺ゆらめきが障しよう子じ越しに見えている。

「あの中ね」

　冴は独どつ鈷こ双そう刃じんの剣つるぎでお堂を指す。

『何で結けつ界かいが消えたんだろう。罠わなかもしれないぞ』

　トオルは金狼の姿のまま、姿勢を低くして身構える。

「罠でもなんでも行くしかないわ」

　冴は渡り廊下に足を踏み出した。
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　冴はお堂の扉を開けた。

　二十畳ほどの広さがあるお堂の床には幾つも小さな炎が燃えていた。その一つ一つが光こう源げんになって、倒れた椅い子すや壊れた護ご摩ま壇だんの残ざん骸がいの影が無数に揺ゆらめいていた。

　そして、その奥にある御み簾すの前に麗さち子こが立っていた。巫み女こ装しよう束ぞくの白はく衣いが所々血や煤すすで汚れている。乱れた髪が血の気を失った頬ほおにかかり、影の中の眼が炎の光を受けて異様に輝いていた。足元には銀の御み霊たま函ばこが置かれている。

　雄ゆう紀きの御霊函だ。

　冴は直感した。

　お堂の中には柳やなぎ沢さわ幸こう哉やの霊れい体たいの気け配はいが濃く漂ただよっていて、この惨状を引き起こした後、消滅してしまったのだと判わかった。

「あんた、夫殺しに荷担し、柳沢幸哉を殺し、雄紀を利用して一財産稼ぐつもりだったの？」

　冴は紫に輝く剣つるぎを下段に構えながらじりっと麗子に近づく。

「お前の知ったこっちゃない」

　麗子は唸うなるように言う。

「あんたには、親子や夫婦の情じよう愛あいや絆きずなは無いのか！」

「ばかばかしい。お前、無茶苦茶、甘いわね」

　麗子は吐き出すように言った。

「母親の腹の中から出た瞬間に、そんなものは消えてるわよ。生まれ落ちた瞬間から、人間は独りで生きていくのよ。夫婦だってもともと他人だわ」

「哀しい人ね」

　冴さえは首を振った。

「何とでも言うがいい。そして、好きなだけ喋しやべったらここから出ていって」

「そうはいかないわ。雄ゆう紀きを返してもらう」

「雄紀だけでいいのかしら？」

　麗さち子こはニヤリと笑って御み簾すの紐ひもを引っ張った。

　ザァッと音を立てて御簾が床に落ちた。

　御簾の後ろには本ほん條じよう恵けい子こと百どう目め鬼き孝こう一いちが立っていた。そしてその横に放心したような表情の女性看護師と車椅子に座る加か宮みや雄紀――。

　ヤクザ三人が彼らをはさんでいる。拳けん銃じゆうを持った五分刈りの中年が右側。パンチパーマと坊主頭の巨漢は左に立っている。

「ごめん……冴」

　恵子が泣きそうな声で言った。

「すまない。不覚をとった。等々力とどろきも殺されて……」

　孝一が青ざめた顔で言う。

　冴は麗子を睨にらんで歯がみした。

「卑ひ怯きよう者もの……」

「勝てばいいのよ」麗子は嗤わらう。

「さあ、お仲間の命が大切だったら引き上げなさい。夜が明けたら、お仲間は返してあげるわ」

「人質を解放してあたしと戦え！」

　冴は叫ぶ。

「判わからない人ね。お前がいつまでもそこにいるなら一人ずつ殺すわよ」

　ヤクザ者が動いた。五分刈りが恵子のこめかみに銃口を押しつけ、坊主の巨漢が孝一の首に腕を絡からませる。パンチパーマは看護師の後に立った。

　そして、麗子は眠り続ける雄紀の横についた。その手にはいつの間にか青光りする短刀が握られている。

「誰からがいい？」麗子は言ってにっこりと微笑する。

「あたしは本気よ。自分の身が危ないとなれば、雄紀の命だって捨てるわ。霊能者の生いき霊りようはいつでも手に入れられる。あんたでもいいし、あんたの婆さんでもいい。あたし自身が無事ならばいつでも起死回生はできる」

「自分が一番かわいいんだね」

　冴は言った。

「あら」麗子は驚いたように眼を丸くする。

「自分が一番かわいいと思わない人間なんていないわよ」

『他人のために命を捨てる奴だっているぜ』

　トオルが言う。

「黙ってな！　犬っころ！」

　麗さち子こが怒鳴る。

　トオルの姿はスッと人間に戻った。ブルゾンをひっかけた風ふう采さいのあがらない中年男の姿が、背景を透かして立っていた。

「なんだ。オヤジの亡霊か。犬っころの方がまだましな姿ね」麗子は鼻で笑う。

「お前、他人のために命を捨てる奴もいると言うけど、それって自己満足でしょう？　そこで人のために命を捨てなければ、一生死ぬほど後こう悔かいするって思うから死んでみせるわけじゃない。馬鹿のやることよ。後悔なんて何年か生きているうちに忘れるものなのにね」

「そう感じるのは、あんたの心が魔道に墜おちてしまったからよ」

　冴さえがそう言ったとき、トオルの声が耳の奥に響いた。

『いい考えがある。怪しまれないようにそのまま話し続けろ』

　トオルが作戦を語る間、冴はしゃべり続けた。

「人はそんなに汚いもんじゃないわ」

「おやおやお嬢さん。きっとあんた処女ね？　男を知れば考えも変わるわ」

「あんたは悪い男にばっかり引っ掛かったのね」

「お黙り！　さあ、その武器を捨ててもらいましょうか。おっと、前に捨てるんじゃないよ。お前の後に放るんだ」

「用心深いことで……」

　冴は肩をすくめて、麗子の命令を無視した。

「あたしは本気だって言ったでしょ！」

　麗子は持っていた短刀を、車椅い子すの肘ひじ掛かけに置いた雄ゆう紀きの手の甲に突きたてた。

　ドンッ。という音と共に、刃は雄紀の手に吸い込まれ、肘掛けの木部に刺さった。傷口からゆっくりと血が流れ出す。

「馬鹿なことをするな！」

　冴は叫んだ。そして心の中でトオルに囁ささやきかける。

『その作戦で頼む』

『了解』

　冴はトオルの返事を聞いて、独どつ鈷こ杵しよを後方に放った。ゴロンと重い音を立てて、独鈷杵はお堂の出入り口近くまで転がった。

『仕方がないな。怖いオバサンに除じよ霊れいされる前に、おれは消えるよ』

　トオルが言った。

「なに言ってるのよ！」冴はトオルを振り向く。

「裏切る気？　成仏できないわよ！」

　二人のやりとりを聞いて、麗子は高笑いした。

「下僕しもべにも見放されて、可哀想な子ねぇ」

　床の炎の一つが板壁に燃え移った。お堂の中が明るくなった。壁を舐なめる炎は天井を焙あぶりはじめた。

「さあ、あんたも尻尾を巻いて逃げだしな」

　麗さち子こは雄ゆう紀きの手から短刀を引き抜き、刃についた血を長い舌を出して舐めた。

　小さい手が伸びて、麗子の短刀を持つ手を捕らえた。

「！」

　麗子はハッとしてその手を振り払おうとした。

　小さな手は雄紀のものだった。車椅子に座り眼を閉じたまま左手で麗子の右手首を握っていた。

「雄紀……。なぜ？」

　麗子が言うと、雄紀はゆっくりと眼を開けてニヤッと笑った。

「お前、犬っころだな！」

　麗子は叫んで激しく身じろぎし、雄紀の手を引き剥はがそうとする。

　しかし、トオルが憑ひよう依いした雄紀の力は強く、右手の血流が停まって痺しびれだした。

　短刀が床に落ちる。

「冴さえ様！」

　背後から声があがった。

　冴はちらっと後を振り返り、瞬時に状況を判断して前に走り出る。

　等々力とどろきが祈き祷とう室に飛び込んできた。前転をしながら独どつ鈷こ杵しよを拾い上げ、走り出した冴に放る。

「等々力！」

　孝こう一いちが驚きの声を上げる。五分刈りのヤクザに撃たれたはずなのに……。

　等々力はベストの左ポケットから銀色の丸いものを取りだした。

「お守りに入れていた一ドル銀貨でございます」

　銀貨の真ん中に拳けん銃じゆうの弾たまが食い込んでいた。

「お前ならその運の良さも納得できるよ……」

　孝一は膝ひざから力が抜けてその場に座り込みそうになった。

　冴は頭上から降ってきた独鈷杵をキャッチし、宙を飛び、勢いのついた爪つま先さきが五分刈りのヤクザの首筋を薙なぎ払った。

　五分刈りは前のめりに吹っ飛ぶ。

　等々力は、孝一のそばに駆け寄りながら、手に持った石を看護師の後に立つパンチパーマに向けて投げつけた。

　石は額に当たり鈍い音を立てる。

　パンチパーマは膝から床に崩れた。

「孝一さま、ご心配をおかけしました。一ドル銀貨に護まもられたとは言え、着弾のショックは激しく、肋ろつ骨こつが一本折れました。それでつい、失神してしまいご心配をおかけしたというしだいで」

「よかった……。本当に良かった……」

　孝こう一いちは涙を流しながら等々力とどろきを抱きしめた。

　冴さえは坊主頭の前に着地し、拳こぶしを突き上げる。

　顎あごを砕かれた坊主頭は仰のけ反ぞって地響きを立てて倒れた。

　恵けい子こと孝一、女性看護師は冴とトオルの邪魔にならないように出入り口近くに立っている等々力の元に駆け寄った。

　一方、冴はトオルの憑ひよう依いした雄ゆう紀きと争う麗さち子この背後に立つ。

　気け配はいに気づいた麗さち子こは冴の腹部に後うしろ蹴げりを叩たたき込んだ。

　冴は後方に吹っ飛ぶ。

　雄紀に憑依したトオルは麗子の右腕を離し、素早く車椅い子すのタイヤを転がした。

「逃がすか！」

　慌あわてて伸ばした麗子の手を逃れ、雄紀に憑依したトオルはさらにタイヤを転がして等々力の側に滑り込む。

　孝一が突然飛びだした。

「あっ百どう目め鬼き先輩！」

　恵子が叫ぶ。

　孝一は御み霊たま函ばこに飛びつき抱え込み、恵子たちの側に駆け戻った。

「くそ！　どいつもこいつも人の邪魔をしやがって！」

　麗子は地団駄を踏む。

「いいぞ！　百目鬼先輩！　早く蓋ふたを開けて！」

　冴は腹を押さえながら立ち上がった。

　麗子は合掌して祭さい文ぶんを唱える。

「加か宮みや雄紀の霊よ――」

　孝一は紐ひもをほどいて函はこの蓋に手を当てる。手がかりが無く、蓋はぴくりとも動かない。

「虚こ空くうの冥めい界かい、御霊函に住まいする、哀れなる恐怖の王よ――」

「何やってるの！」恵子が横から函を奪い取った。

「我、汝なんじの裡うちより無限なる力を呼び出さん――」

「冴のはこうしたら開いたわ！」

　恵子は頭上に振り上げた函を思い切り床に叩たたきつけた。

「遅い！　馬鹿娘！　祭文は唱え終えた！」

　麗子は笑った。

　大きな音を立てて函は床に転がり、が開いた。転がった函は麗子の方に口を向けた。

　麗子は自信に満ちた微笑を浮かべて両腕を広げ、函から噴出するエネルギーを受け止める体勢を整える。

　函の中に眩まばゆい光が生まれた。

　暴風にも似た音が函はこの中に渦巻いている。

　鈍い音を発して函が膨ふくらむ。

　歪いびつな形に変形して行く。

　函の表面に亀き裂れつが入った瞬間、光は眩まばゆく輝く幾本もの柱となって噴出した。

　光の帯は揺ゆらめき捻ひねれあって、太い一本の綱となり、龍のようにうねりながら宙を飛んだ。

　冴さえはその先端に雄ゆう紀きの顔を見た気がした。

　氷柱を削り落として作ったような雄紀の顔を。

　輝く龍りゆう体たいと化した光の綱は、鎌かま首くびをもちあげるようにして、先端を麗さち子こに向けた。

　麗子の表情が変わった。

　顔から血の気が失せ、眼を見開く。両手で激しく頭をかきむしる。限界まで開けた口から、甲高い悲鳴が迸ほとばしる。

　恐怖――。それは冴が今まで見たことのない恐怖の表情だった。

　鎌首を持ち上げた龍体は、毒蛇が獲物を狙ねらうように体をたわめた。

　一瞬の後、悲鳴を上げ続ける麗子の口に、光の龍体が飛び込んだ。

　顎あごの骨が砕ける音がした。

　龍体はズルズルと麗子の体に潜り込む。

　喉のどが膨らみ、腹が迫せり出だす。

　肋ろつ骨こつの折れる音が響く。

　恵けい子こがたまらずに孝こう一いちにしがみつき、胸に顔を埋める。

　麗子は床に倒れ込み、湿った破裂音とともに、麗子の体はバラバラになって吹っ飛んだ。

　龍体は麗子の残ざん骸がいから飛びだし、咆ほう吼こうをあげて、お堂の中をぐるぐる回った。雄紀の顔は消え失せ、完全な龍の相そう貌ぼうへと変化していた。

　雄紀の体からトオルが抜け出した。そして、龍体へと変化した雄紀に飛びかかる。

　龍体はトオルを弾はじき飛ばした。

「逃げて！　みんな逃げて！」

　冴さえが叫ぶと、等々力が雄紀を抱き上げ、恵子と孝一、看護師を促うながしてお堂の外に飛びだした。

　冴は床を蹴けり、龍体へ向かって跳んだ。

「雄紀！　しっかりして！　目を覚ますのよ！　怒りの心に飲み込まれちゃだめ！」

　冴は龍体にまたがって叫んだ。

　龍体は炎が移った天井を突き破り、屋根を破壊して垂直に上昇した。金狼のトオルがその喉のど頚くびに食らいつく。

「雄紀！　目覚めて！」

　龍体の激しい動きに、冴はずり落ちそうになったが、ほっそりとした指でたてがみを握り、白く伸びた脚で胴をはさみ、体を支えた。

　猛烈な風が前方から吹きつける。

　真正面に満月が見えた。

「雄ゆう紀き！」

　叫んだ時、上昇のスピードが緩んだ。

　龍体は大きくカーブする。円を描くように飛ひ翔しようし始めた。

　円はしだいに狭せばまり、回転する龍りゆう体たいのスピードが増していく。

　遠心力でトオルが飛ばされた。

　軌道を少しずつずらし、龍体の軌跡は球体となった。そして――。

　月と見まがう、天空に浮く銀色の球きゆう殻かくを作り出した。

　トオルは宙を飛び、なんども球殻に攻撃を仕掛けたが、かすり傷一つつけることは出来なかった。



　気がつくと、冴さえは球殻の中に浮遊していた。

　球殻の内部には、淡い銀色の光が満ちていた。

　冴の正面には雄紀が立っていた。頬ほおには涙が光っている。

「ぼく、お母さんを殺しちゃったんだね？」

「……。仕方がなかったのよ」

　としか冴には言えなかった。

「冴さん。ぼくを殺して」

「馬鹿なことを言わないで！」

「ぼく、母さんばかりじゃなくて、もっとたくさんの人を殺したり病気にしたりしているんだ」

「柳やなぎ沢さわ幸こう哉やや、加か宮みや麗さち子こに操られていただけよ。君のせいじゃないわ」

「殺してよ……。殺してくれなきゃ、冴さんをここから出さない……」

　雄紀は真剣な眼まな差ざしで冴を見つめた。
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　パトカーの音が迫っている。

　斎いつ宮き冴の祖母トシ江えは《気高き眠りの会》本部に通じる県道の十字路に立っていた。

　渋い茶色の和服と焦こげ茶ちやのちゃんちゃんこを着込んだトシ江は、藍あい染ぞめの《信しん玄げん袋ぶくろ》と呼ばれる手提さげ袋から、白い木も綿めん糸を取りだした。

　歩道の支柱に糸を結び、道を横断させて反対側の歩道の支柱に結びつける。

　パトカーのライトがギラギラと正面からトシ江を照らす。トシ江は本部へ通じる県道のど真ん中に立っている。

　しかし、パトカーはクラクションを鳴らすこともなく、当然のことのように左折していった。続いた消防車も左折する。

　トシ江えが結けつ界かいを張ったのだった。パトカーも消防車も直進する道が見えず左折したのである。

「これでしばらくは時間が稼げる」

　トシ江は言って空を見上げる。

　満月が二つ浮いている――。その一つは雄ゆう紀きが作り出した球きゆう殻かくであった。金狼のトオルがその周りを飛び回りぶつかり、弾はじき飛ばされている。

「何をしておる冴さえ。トオル……」

　トシ江は言って《気高き眠りの会》本部への道を歩きだした。



　遠くからパトカーと消防車のサイレンが聞こえている。しかしその音は《気高き眠りの会》本部を遠巻きにグルグルと回るだけでいっこうに近づいてこない。

　恵けい子こと孝こう一いち、雄紀を抱く等々力とどろき、そして看護師は、燃え上がるお堂の側で空を見上げていた。

　銀色の球殻が空に浮いてすでに十分はたっている。



    

  
    
      



    

  
    
      「どうしたのかしら……」

　恵子は唇を噛かんだ。

「大丈夫だろうか……」

　孝こう一いちはウロウロと歩きながら言う。

「大丈夫ではないな」

　嗄しやがれた声に、孝一は驚いて飛とび退のいた。

　トシ江えが真剣な眼まな差ざしで銀の球きゆう殻かくを見上げていた。

「冴さえのお祖母ちゃん」恵けい子この顔がパッと輝いた。

「お祖母ちゃんが来てくれたらもう大丈夫だわ！」

「遠当てを使うかのぉ」

「遠当て？」

　恵子が訊きいた。

「遠くにおる者を即座に気絶させる術じゃ。霊れい体たいを痺しびれさせる術じやから、あの殻を作っている者にも効くじゃろう」

　トシ江は銀の球殻を睨にらんだまま、指を組み替えながら幾つかの印いんを結ぶ。

「トオル。そこをどいておれ」

　トシ江が言うと、トオルは銀の球殻を離れ、彼女の横に舞い降りた。

「アンタリオン　ソクメツソク……」

　真しん言ごんともお経とも異なる呪じゆ言ごんがトシ江の口から漂ただよいだした。

「……ザンザンダリ　ザンダリハン」

　トシ江は一つ、柏かしわ手でを打つ。

　その瞬間、球殻に縦一文字の光の線が走った。

　光の線に沿って、亀き裂れつが走り、内部の光がさらに漏もれだしてくる。

　硬質のガラスが割れるような音を立てて球殻が砕け散った。

　伏ふく臥がした冴の姿が煌きらめきの中に見えた。

　無数の砕片がキラキラと輝きながら空間に吸い込まれて行く。

　冴の体がお堂の炎に照らされながら落下した。

「冴さん！」

　孝一は墜おちてくる冴を見ながら走った。

　冴の体は燃えさかるお堂に突っ込んだ。

「祖母ちゃん、ひどい！　冴が焼け死んじゃうわ！」

　恵子は、炎の中に崩壊しそうなお堂に駆け寄った。

「冴！　さーえ！」

　悲痛な叫びが炎の燃え上がる音にかき消される。

　等々力とどろきは空中で飛び回るものの動きに気づいた。銀色に輝く小さな光が、フラフラと飛び回っている。

「あれは？」

　等々力はトシ江に訊いた。

「雄ゆう紀きの霊体じゃ。遠当てから醒さめたのじゃ」

　銀の光はまっすぐに等々力とどろきの腕で眠る雄ゆう紀きに向かって墜おちてきた。

　等々力の体の周りを二度、三度回ると、銀の光は雄紀の額の上に停まった。そして、溶け込むように吸い込まれて行った。

　トシ江えは雄紀に歩み寄り、

「今こん此し三さん界かい是ぜ我が有う……」

　と唱えた。そして、指先を額に当てて《払鬼》という文字を三回書く。

「これでもう、この子は自分の力に悩まされることはなかろうて」

　トシ江は言った。

「それでは、この子の力を？」

「封じた」トシ江は肯うなずく。

「封じたが、その鍵は、この子が大人おとなになって、本当に使わなければならぬ時は、簡単に解ける」

　トシ江がそう言ったとき、お堂が大きな音を立てて崩れた。火の粉が天高く舞い上がる。

「冴さえ！」

　恵けい子こが絶ぜつ叫きようした。孝こう一いちが駆け寄って、炎の中に飛び込もうとする恵子を抱きとめた。

「冴さまは？」

　等々力がトシ江に訊きく。

「あれしきのことで死ぬ孫ではないわ」

　トシ江は応こたえた。

　雄紀が等々力の腕の中で身じろぎした。

　トシ江は雄紀の額に掌てのひらを当て「全て忘れろ」と囁いた。

「目覚めれば、ただの子供に戻っている。人を殺あやめたことも、霊能力をもっていたことも、すべて忘れてな。さて、わしも消えるが、お前たちもケツをまくって逃げ出した方がいいぞ。もうすぐ結けつ界かいの効力が解けて警察と消防が駆けつける。さあ、トオル、帰るぞ」

　トシ江は言うと、踵きびすを返す。トオルは金狼の姿のまま、その後に続いた。

「ありがとうございました。斎いつ宮きトシ江殿」

　等々力は言った。

「冴には内緒じゃぞ！　美お味いしい所を婆に取られたと知れば怒りおるからな」

　トシ江は振り向きながら孝一や恵子に聞こえるように大声で言うと、中庭を去った。

　崩れ去ってなお勢いを失わない炎の中で人影が動いた。

「冴……さん」

　恵子の肩を抱いた孝一が呟つぶやいた。

　恵子は煤すすと涙で真っ黒になった顔を上げた。

　燃えさかる炎の中を冴が歩いてくる。

　炎は冴の体の直前で風に吹かれたように乱れ、彼女の着衣に触れることはできない。

「心配かけたね」

　炎の中から歩み出た冴さえは、三人のヤクザ者を引きずっていた。五分刈りもパンチパーマも、坊主頭も、ちょっとした火傷やけどはしていたものの、大きな怪け我がはしていないようすだった。

「さーえー！」

　恵けい子こは孝こう一いちを突き飛ばすと、冴にしがみついて泣き出した。

「冴さま。お疲れでしょうが、急ぎませんと警察がまいります」等々力とどろきが言った。

「さあ、帰りましょう」
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《気高き眠りの会》本部は全焼した。

　加か宮みや麗さち子こはバラバラの焼死体として発見されたが、何かの爆発のためであろうということになった。

　地下室には柳やなぎ沢さわ幸こう哉やの遺体があった。

　二つの月を目撃した者たちもいたが、その証言は失笑と共に黙殺された。

　また、火災発生後、屋敷の側を走り出たレンジローバーも目撃されていたが、その証言は握りつぶされた。

　加宮雄ゆう紀きは暁あかつき明みよう星じよう総合病院に入院し、精神的な傷が癒いえるまで病院併設の教育施設で学ぶことになった。彼に残された財産は莫ばく大だいなもので、百どう目め鬼き孝一の父が後こう見けん人にんとなって雄ゆう紀きが成人するまで財産を管理することになった。苦労を共にした女性看護師は、そのまま雄紀の身の回りの世話を続けている。かなりの口止め料が父から支払われたらしいと孝一は冴に語った。

　長は谷せ川がわ怜れいは不敵にも、なにくわぬ顔で高等部に通学を続けている。

　冴は彼女と母親、そして柳沢幸哉との裏の関係を知らなかったので、深く追求することもなく放置していた。

　しかし、怜は再び何か企んでいるらしく密かに仲間を集め始めていた。

　そして――。

　冴にはトオルとの約束を果たす日が訪れた。



    

  
    
      


　　エピローグ





　冴さえは暗い御み霊たま部べ屋やの奥に進み、祭さい壇だいの蝋ろう燭そくに灯をともした。

　蝋燭のオレンジ色に照らされた冴は白い袖長白はく衣いと緋ひの袴はかまをつけていた。長い髪は後頭部で結わえられ檀だん紙しに包まれている。

　冴は祭壇に背を向けて、小さな経きよう机づくえを出すと、正面の薄闇に向かって合掌した。

　ゆらゆらと闇やみが揺ゆらめき、トオルが姿を現した。コットン・ブルゾンを着た風ふう采さいのあがらない中年男の姿をしていた。

「世話になったわね。トオル。あんたのおかげで仕事が片づいたわ」

「どういたしまして」

　トオルは薄く笑った。

「あんた、ただの中年男の霊じゃないね？　どっかで修行したことあるでしょう？」

「ちょっとだけな」

　トオルは照れたように頭を掻かいた。

「記憶が甦よみがえったんだね」

「最初から失っちゃいなかったさ」

「え？」

　冴は首を傾かしげてトオルを見る。

「おれの名前は斎いつ宮き幹かん一いち郎ろう」

　トオル――斎宮幹一郎は微笑して冴を見つめた。

「え？　父さん……。なぜ？」

　冴の声は掠れた。

「すまんな。冴。今まで騙だましていて。素直に名乗れば、お前はわたしを手伝わせてくれなかったろう。ずっと寂しい思いをさせた、せめてもの償つぐないにお前を手伝いたかった」

「父さん、死んじゃったの……？」

　冴の瞳から涙が溢あふれた。

「ああ。今日でちょうど四し十じゆう九く日にちかな。落らく盤ばん事故だ。一人で穴を掘っていたから誰も事故を知らない。息が絶えて霊れい体たいが体を抜け出して漂ただよっていると、お前の声が聞こえた。ああ、せめて娘の役に立ってから地獄へ行こうと思ってね」

「祖母ちゃんも、母さんも知ってたのね？」

「ああ。仁ひと美みは霊能力がないからわたしの姿は見えなかったが、婆さんには相談した。最期の数日、お前を手伝いたいとね。婆さんは協力してくれた」

「埋蔵金探しなんかしてるから、こんなに早く命を落としちゃったのよ！」

　冴さえは脇にあった経きよう文もんを父に向かって投げつけた。経文は父の体をすり抜けて床に落ちた。

「宝探しをしていて、わたしは気がついた。同じように宝探しをしていた者たちの“〝想おもい”〟がどれだけ土地を汚し、悪霊や邪霊を寄せ集めてしまっているか。そして、わたしは全国の埋蔵金伝説のある土地を浄化することにした。それが宝探しに目が眩くらんだ自分が、最期まで勤めるライフワークだと思った」

　幹一郎は一旦言葉を切り、そっと手を伸ばして冴の頬ほおの涙に指を触れた。一瞬だけ指が実体化し、冴の涙をぬぐい去った。冴の頬に父の指の温もりが残った。

「だが、最後の敵はちょっとばかり強かった。油断したんだよ」

　父の言葉に、冴は肯うなずいた。

「判わかった。父さん。あたしがちゃんと成仏させてあげる。だから、ね、もう少し一緒にいて」

「だめだよ。冴。四十九日は、この世にいられる最後の日だ。これ以上ここに留まれば、いずれわたしは世の穢けがれを吸い取って、悪霊となる」

　冴はゆっくりと肯いた。そして、成仏印いんを結び、

「オン　サンマユカン　マカサンマユカン」

　と、真しん言ごんを唱えた。

　智ち拳けん印いんを組み、羯かつ磨ま咒じゆを唱え次々に三つの印いんと真しん言ごんを変えて唱えた。

　修しゆ験げん道どう系の成仏作法である。

「ありがとう。冴さえ。お前を手伝えて幸せだった」

　幹かん一いち郎ろうの体に金色の光点が無数に現れ、明めい滅めつを始めた。

「お前は素晴らしい修しゆ法ほう者だ。――さよなら、冴」

「さよなら、父さん」

　幹一郎の体は太陽のように光り輝いた。輪りん郭かくがぼやけ、純粋な光と化した瞬間、空間に吸い込まれるように消えた。

　冴は経きよう机づくえに突っ伏し、しばらく泣き続けた。



　冴が泣きはらした眼で御み霊たま部べ屋やを出ると、そこには母と祖母が立っていた。

　そして、今まで見たこともないような優しい笑顔で肯うなずいた。

　冴は、二人が何を求めているかを知った。

　それは、泣きながら冴がたどり着いた答と同じだった。

「さあ、母さん、祖母ちゃん。父さんを掘り出しに行くよ！」



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき





《スピリチュアル》楽しんでいただけたでしょうか？

　斎いつ宮き冴さえや本ほん條じよう恵けい子こ、百どう目め鬼き孝こう一いちとともに怪異を楽しんでいただけたなら、これ以上の幸せはありません。

　唐とう突とつですが、ぼくはたまに幽霊を見ます。

　その多くは、この物語に出てくるような邪霊などというものではなく、ぼんやりとした影のようなものであったり、物悲しい気け配はいだけであったりします。

　ごくたまに、はっきりとした姿をもつ幽霊もいます。けれど、彼らはぼくに何かを訴えることもなくただそこに立ちつくしているだけなのです。

　心霊現象のほとんどは現代科学で説明できます。

　だから、ぼくの目撃する幽霊たちもほとんど科学で説明できるものなのです。

　しかし、です。

「○○は××である」それだけで済ませてしまえば面白くありません。

　いたずらに怖がるのも問題ですが、科学で説明できるからと切ってしまうのもまた問題であるように思います。

《怪異を楽しむ》それがぼくのスタンスです。

「科学で説明できるのは判わかっているけれど、いま見えているコレは不思議だよな」

　とか、

「綺き麗れいだな」とか「うわっ。鳥肌が立ってきた」とか。

　そういうことを楽しむ。なにしろホラー映画のような光景が３Ｄで目の前に展開しているわけですから、楽しまなきゃもったいないじゃないですか。

　二冊ある実話怪談集や、この物語もそういうスタンスで書いています。

　真しん言ごんや祭さい文ぶんは部分的に本物を使っていますが、基本的に様々なものをごちゃ混ぜに使っています。物理学の話なんかも出てきて（ＳＦ作家なものですから）ゴッタ煮状態ですね。節せつ操そうなく、さまざまな神像や仏像を祀る《斎いつ宮き流》と同じです。

　実話怪談集では編集者、読者諸氏にもいろいろ奇妙なことが起こったようですが（著者であるぼくには何も起こりませんでした）、この物語には怖いモノは憑いていない……と、思います（笑）。

　再び、斎宮冴たちとともにお目にかかれればいいなと思っております。

　それでは、また。



　　二〇〇四年一月吉日　　　平谷美樹
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